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序

古い付まいを残す地域は、全国各地に存在します。それらは、神社やお寺、

商家、家並みなど現代に生きる私たちが実際に目にすることのできるものばか

りです。しかし、私たちの祖先が残した足跡は、それだけではありません。す

ぐに目にすることはできませんが、ごく身近にその足跡はあります。それは、

私たちの足下にあって、 「遺跡」と呼ばれています。普段の生活の中では気に

とめることも少ないでしょうが、私たちの祖先が残した大切で貴重な未来への

メッセージです。

さて、今回報告します羽根中島遺跡は、名賀郡青山町羽根字中島に所在しま

す。羽根中島遺跡のすぐ横を初瀬街道が通っています。伊賀地方は、かつて畿

内と伊勢や東国を結ぶ要衝にありました。それは、遺跡が数多くあることが物

語っています。今回の調査は、県営ほ場整備事業に先立って実施したものです。

調査の結果、古墳時代の比較的規模の大きな集落跡がみつかりました。

今回調査した場所は、ほ場整備事業のために残念ながら消減します。しかし、

先にも申し上げましたように、そこには我々の祖先が残した足跡があり、その

足跡が今日や未来への発展の足がかりとなっていることを忘れてはならないと

思います。その意味からもこのような成果を基に、地元の方々、そして県民の

方々にも文化財保護への関心がより強く根づくのであれば、これに勝る喜びは

ありません。

当報告書が伊賀地方の歴史を解明する上での糸口になることを願いますとと

もに、県民の皆様の文化財保護へのより一層のご理解とご協力を念願して序文

といたします。

平成13年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長藤澤英



例 言

ー 本書は、平成10年度および同11年度県営ほ場整備事業に伴い実施した下記の遺跡の発掘調査報告書である。

羽根地区 羽根中島遺跡（旧称：中島遺跡）

中出向遺跡

名賀郡青山町羽根字中島

名賀郡青山町羽根字中出向

柘植川沿岸地区

羽根中島遺跡の遺跡名は、当初「中島遺跡」としていたが、

下坪井遺跡
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阿山郡伊賀町御代字下坪井

「（仮称）中島遺跡」が同町別府字中島に仮
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登録されおり、混同されることを避けるため、大字を冠して「羽根中島遺跡」に度更することとした。

調在に係る費用は、その一部を国庫補助金を受け三重県教育委員会が、他を三重県農林水産商工部と地元

市町村が負担した。

調査および整理体制は下記による。

調査主体

調査担当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

羽根中島遺跡

中出向遺跡

下坪井遺跡

整理担当

平成10年度

平成11年度

調査第一課

資料普及グループ

調査第一課

調査第一課

資料普及グループ

調査第一課

主

主

事

研修員

事

臨時技術補助員

研修員

船越重伸

松田久司

船越重伸

臨時技術補助員

技師

濱辺ー機

萩原義彦

川崎志乃・濱辺ー機

主 事

三重県埋蔵文化財センター

主 事

船越重伸

松田久司

中川明

調森第一課・資料普及グループ
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調査期間は下記のとおりである。

羽根中島遺跡

中出向遺跡

下坪井遺跡

第 1次調壺

第 2次調査

第 3次調査

平成10年11月5日

平成11年 4月5日

平成10年 9月9日

平成11年10月20日

平成11年 3月18日

同年

同年

10月8日

11月5日

6
 

調査にあたっては、地元の方々、羽根土地改良区、伊賀町土地改良区、青山町教育委員会、伊賀町教育委
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員会、

の協力を得た。

羽根中島遺跡で検出した牛の足跡については、冨田靖男氏に助言を頂いた。

報文執筆は調査担当者が行い、目次および文末に氏名を記した。また、全体の編集は船越重伸が、写真撮

（財）三重県農業開発公社、伊賀県民局農林面工部および三重県農林水産商工部農業基盤整備課から

影は船越と萩原義彦が行った。

， 
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写真図版の遺物番号は、実測図の番号と対応している。写真図版は、特に断りのない限り縮尺不同である。

羽根中島遺跡の遺物観察表中の登録番号は、第 1次調査を1,000番台、第 2次調査を2,000番台としている。

11 本書の方位は、羽根中島遺跡および中出向遺跡については、国土調査法に基づく匡土座標第VI系による座

梗北を、下坪井遺跡については真北を用いた。なお、真北は西偏 0°18' 、磁北は西偏 6°30' （平成元年、

国士地理院）である。

12 本書で用いた遺構表示記号は、下記のとおりである。

SB=掘立柱建物

SZ=不明遺構

SH=竪穴住居 SD=溝 SK=士坑 SX=墳墓

13 本書で報告した記録類および出土遺物は、三重県埋蔵文化財セ‘ノターで保管している。

14 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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I 位置と環境

羽根中島遺跡および中出向遺跡が所在する三重県

名賀郡青山町羽根地区において県営ほ場整備事業が

行われることとなった。事業予定地は、中島遺跡お

よび中出向遺跡が周知の遺跡として遺跡台帳に登録

されているとともに、周辺は旧参宮道が通り、南部

の丘陵には中出向古墳群をはじめとして、数十基の

古墳が分布するという埋蔵文化財が密集している地

域でもある。また、羽根中島遺跡では縄文土器や弥

生土器などが採集されていることから、事業開始前

に試掘調査を実施した。

試掘調査の結果、事業予定地内のほぼ全面にわたっ

て縄文時代から中世にかけての遺跡が存在すること

が判明した。そこで、関係機関と協議の上、現状保

存が困難な部分については、本調査を実施するとと

はじめに

もに記録保存することとした。調査は平成 8年度か

ら11年度の 4カ年にわたり実施し、調査必要面積は

羽根中島遺跡が35,000m2、中出向遺跡は45,000面で

ある。

過去に行われた中出向遺跡の発掘調査では、縄文

時代から中世にかけての遺構や遺物が見つかってい

る。平成 8年度に行った第 1次調査では、鏡形土製

品や勾玉形土製品が出土し、平成 9年度に行った第

2次調査では、古墳時代の竪穴住居が70棟検出され、

羽根地区に大集落が存在したことが判明した。

平成10年度は、羽根中島遺跡では用水路および事

業により削平を受ける部分のあわせて4,l10m2、中

出向遺跡では用水路部分の700面について、翌11年

度は、羽根中島遺跡で削平を受ける部分3,270m叶こ

第 1図 遺跡位置図 (1 : 50 , 000) (国士地理院『伊勢路』・『阿保』 1: 25,000より）
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ついて発掘調査を実施した。一部の調査区で 2時期

の遺構面を確認したため、最終的な調査面積は羽根

中島遺跡が9,050m2、中出向遺跡が8,370m2となった。

2 調査日誌（抄）

【平成10年度】

（中出向遺跡）

9月9日 現地協議

9月10日 D地区、表士除去開始

9月16日 作業員投入

9月21日 台風 8号上陸

9月22日 台風 7号上陸

上野で瞬間最大風速56.4m/sを記録

9月24日 調査区、完全に水没

調査区壁面の一部崩壊

9月25日 調査区の復旧作業

9月29日 E地区、表士除去開始

10月6日 D地区、写真撮影

10月9日 E地区、作業員投入

10月14日 D地区、下層確認調査

溝を検出、木製品出土

10月20日 E地区、写真撮影

10月22日 D地区下層、写真撮影

10月28日 実測

10月29日 SB3たち割

11月5日 現場引き渡し

（羽根中島遺跡）

11月5日 A地区、表土除去開始

11月13日 調査区の一部を拡張

11月16日 作業員投入

11月18日 B地区、表士除去開始

11月20日 作業員投入

12月25日 航空写真撮影

12月28日 個別写真撮影

平成11年

1月6日 実測開始(-------8日）

2月16日 現地協議

2月22日 C地区、表士除去開始

3月23日 年度末のため、作業中断

-2-

【平成11年度】

4月 5日 諸準備を始める。

4月7日 現地協議

4月14日 C地区、作業員投入

4月20日 遺構面が特定でぎずにいたが、ピットら

しきものを検出したことから、灰褐色土

を当面の検出面とする。

6月2日 C地区、写真撮影

6月3日 D地区、表士除去開始

6月8日 C地区、実測

6月14日 D地区、作業員投入

6月15日 足跡の鑑定

C地区下層確認トレソチをいれる

SHを検出、 D地区終了後に下層調査を

実施することにする

6月16日 耕作痕と足跡の掘削

6月18日 D地区の石組井戸と思われる遺構から極

最近のコンクリート片が出土する

6月28日 SH7の床面を確認

7月 2日 耕作痕と足跡を平板実測

足型取りを実施

7月 5日 C地区、下層部分の表土除去開始

7月12日 C地区、下層部分の検出開始

7月16日 D地区、写真撮影

7月17日 D地区、実測開始 (,....__,26日））

7月22日 C地区、検出面確認トレ‘ノチをいれる

検出面は30cm下らしい

7月23日 再度、重機にて表土除去

9月10日 写真撮影

9月13日 実測開始 (,....__,16日）

10月8日 現場引き渡し





3 位置と環境

羽根中島遺跡 (1) は木津川と前深瀕川に挟まれ

た、中出向遺跡 (2)は前深瀬川左岸の共に標高約

180mの河岸段丘上に立地し、行政上は名賀郡青山

町羽根字中島、同字中出向に所在する。

青山町内の中小河川は、北部を流れる一級河川

「木津川」に合流し、最終的に「淀川」と名を変え

て大阪湾へと注いでいる。この木津川水系流域には、

縄文時代の遺跡が多く存在し、同水系の源流または

上流にあたる伊賀地方においても数多くの遺跡が確

認されている。

同町内における縄文時代の遺跡は、伊勢路滑石谷

遺跡での縄文土器片の発見を契機として、布引開拓

地遺跡・種生八王子遺跡・勝地大坪遺跡・羽根中島

遺跡・花代遺跡 (3) ・東出遺跡 (4)などで確認

されている。布引開拓地遺跡ではサヌカイト製石匙

や石鏃などが、種生八王子遺跡では有舌尖頭器が、

勝地大坪遺跡では陥し穴などが見つかっている。当

遺跡の東方約500mに位置する東出遺跡では、約 1

万年前、伊賀最古の縄文士器片が出土している。

弥生時代には、木津川の平地部を中心に、羽根中

島遺跡・別府遺跡 (5) ・柏尾湯船遺跡 (6) ・寺

脇遺跡 (7) などがある。総じて弥生後期の遺跡が

多く、その立地が縄文時代の遺跡と重複するような

である。伊賀地方で出土した銅鐸の内、東京国立博

物館所蔵の突線紐式銅鐸（総高107cm)は柏尾湯船

遺跡から出土したものである。

町内には、数多くの古墳が確認されているが、前・

中期の古墳は見あたらない。その大部分が丘陵を利

平成10年度

lllltltlt 
;：;：;:;:；：;:；:;:；:；:;:；：；: 

平成 11年度

＼
 

第 3図 羽根中島遺跡調査区位置図 (1: 3,000) 
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用した横穴式石室を持つ後期古墳である。羽根地区

の南側に位置する丘陵上には下向古墳群 (8) • 中

出向古墳群 (9) ・間処古墳群 (10) ・狐塚古墳群

(11) ・深谷古墳群 (12)があり、いずれも横穴式

石室を持つ後期古墳である。これらの古墳群の内、

中出向古墳群26号墳からは鏡型土製品や勾玉型土製

品が出土している。また、羽根地区の西端に位置す

る塚原古墳 (13)は、墳丘裾を外護列石がめぐる径

約12mの円墳である。主体部は無袖式横穴石室で、

6世紀後半頃の築造とされている。

集落跡には、中期頃の楳ヶ森遺跡 (14) ・沢代遺

跡 (15)や中期から後期頃の花代遺跡・後期の中出

向遺跡などが知られる。この内、中出向遺跡では70

棟、沢代遺跡では11棟の竪穴住居が確認されている。

また、楳ヶ森遺跡では竪穴住居4棟のほかに、法面

に貼り石された陸橋状遺構が確認されている。

第 4図 中出向遺跡調査区位置図 (1: 3,000) 
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奈良時代以降の明確な遺構は少ないが、この地が

畿内と東国、特に伊勢を結ぶ交通の要衝であったこ

とは、持統天皇の伊勢行啓や聖武天皇の伊勢行幸、

斎王群行などに際して「頓宮」が営まれたと伝えら

れていることによってもわかる。

中世の伊賀では、在地の有力者が台頭し、防御施

設を持つ小規模な城館が数多く築かれている。同町

内で確認されている城館数は約50カ所にものぼり、

遺跡総数の約 1/4を占めている。



II 羽根中島遺跡

1 層序と遺構

(1) 

調査区の現況は、水田および畑地で、調査区のほ

ぼ中央付近を斜めに現行の用水路ならびに小道が横

切っている。なお、ほ場整備事業が一部始まってい

ることから、調査の工程上、調査区をA•B·C·

Dの4地区に分けて実施した。

各地区の基本的な層序は、以下のとおりである。

A地区では、耕作士、床土、灰色土または明黄灰色

土、褐色土または淡灰褐色土の順で黄灰色砂となり、

B地区では、耕作土、床土、淡灰褐色砂質土の順で

(2) 

A 各地区の概要

A地区では、竪穴住居 9棟、溝 5条、土坑 6基、

ピットを検出している。竪穴住居は古墳時代後期、

溝は弥生時代後期のものと考えられる。なお、調査

区の東端部分には、自然の落ち込みと考えられるも

のがある。縄文時代から近世に至る遺物が出土して

しヽる。

B地区では、竪穴住居10棟、溝 1条、土坑13基、

不明遺構 1基、ピットを検出している。竪穴住居に

ついては、瓦器や山茶椀などが出土しているものも

あるが、これらは混入したものと思われる。遺構の

時期としては、古墳時代後期が中心と思われる。

C地区では、 2時期の遺構面を確認した。第 1遺

構面では、掘立柱建物 3棟、耕作痕、牛の足跡、土

坑、ピットなどを検出した。また、第 2遺構面では

竪穴住居26棟、掘立柱建物 7棟、溝 2条、ピットな

どを検出した。第 1遺構面は、奈良時代から鎌倉時

代頃にかけて、第 2遺構面は古墳時代後期が中心と

と思われる。

D地区では、竪穴住居4棟、掘立柱建物4棟、土

坑、ピットなどを検出した。検出した遺構は、古墳

時代後期から室町時代頃にかけての時期と思われる。

以下に主な遺構について時代順に記述することと

層序

遺構

-6-

灰色土となる。なお、 B地区の東側半分については、

黄灰色砂の中に拳大から一抱え以上ある礫または岩

の混じる層が床土直下から Im以上続く。 C地区で

は、耕作土・床士・灰黄色系統の土・灰色もしくは

灰褐色砂質土・褐色もしくは灰褐色系統の土の順で

現地表から約1~1.6mで黄色砂となる。灰黄色系土

および灰褐色系土の上面を遺構検出面とした。 D地

区では、耕作土・床土の順で黄灰色砂もしくは暗褐

灰色土となる。

し、記述のない遺構については、遺構一覧表・遺構

番号対照表（第11,......,13表）を参照されたい。

B 縄文時代の遺構

今回の調査においては、明確に遺構として特定で

きるものはなかった。しかし、縄文土器のみが出土

した SD 10・S K 11・S K 20については、当該時期

に相当する可能性があるため、ここで述べておく。

S010 A地区中央付近で半円状に検出した溝で、

幅約I.Sm、深さ約O.l,......,0.3mである。縄文土器、

サヌカイト片が出士している。

SKll A地区東側で検出した。一辺約2.5mの方

形と考えられる深さ約0.2mの上坑である。縄文土

器および石錘が出士している。

S K20 S Kllの北側で検出した。径約0.3m、深

さ約0.7mの小土坑で、縄文土器が出土している。

c 弥生時代の遺構

a 溝

SD4 A地区中央付近で検出した幅約1.6m、深

さ約0.3mの溝である。断面形は逆台形状で、調査

区を斜めに横断している。縄文後期の中津式・弥生
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u~12 



v様式の手焙り形土器などが出土している。

D 古墳時代の遺構

a 竪穴住居

SH2・7・8 A地区東側で検出した。 SH2・

8は一辺約 3____,4mの方形と考えられるが、 SH7

の規模は不明である。それぞれ建て替えの関係にあ

る住居跡と考えられる。 SH8の西辺南寄りにカマ

ド跡と考えられる焼土が 2カ所認められるが、 1つ

は調査区外に位置しており、別の竪穴住居が存在し

ている可能性がある。 SH2からは弥生土器、 SH

7・8からは縄文士器も出土している。

S H12 A地区中央付近で検出した。一辺約5.5m

の方形で、比較的規模の大きなものである。北辺中

央にカマドがある。 SH7・8と同様に縄文土器が

出土している。

SH13・17 排土置き場を確保するため耕作士を除

去中にカマドを検出したため、調査区を拡張した際

にA地区中央付近で検出した。

S H13は一辺約6.5mの方形と考えられる、比較

的規模の大きな住居である。北辺中央に比較的残存

度の良いカマドがある。カマド内から土師器甑や甕

などが出土している。

SH17は、規模不明である。カマドを検出したこ

とからここでは竪穴住居としておく。カマドは住居

内に位置しており、この住居に伴うものとは考え難

く、別の住居が存在したものと考えられる。また、

S H13とは建て替えの関係にあるものと思われる。

SH 14・21 A地区西部で検出した。 SH14は一辺

約4.8mの方形と考えられ、北辺中央にカマドがあ

る。このカマドの焼士面には、フイゴ羽口がささって

いたが、支柱石として利用されていたかは不明であ

る。須恵器、土師器以外に縄文土器が出土している。

S H21は南側を SH14に、北側を現行の用水路に

よって壊されている。北側でカマド跡と考えられる

焼土を検出したことから、ここでは竪穴住居として

おく。 SH14とは建て替えの関係にあるものと思わ

れる。須恵器、土師器以外に縄文土器が出士してい

る。

S H25 B地区中央付近で検出した。乎面形は、

-13 -

4.2m x 3.9mの長方形で、東辺南寄りにカマドがあ

る。北辺の北側の脇で須恵器耳付ぎ有盗高杯が出士

している。

S H29 B地区中央付近で検出した。検出状態は不

整形な方形であるが、一辺約4.2mの方形と考えら

れ、全体の 1/3程度が調査区外に及ぶと思われる。住

居内から土師器壷と高杯が計 6個体が出土している。

S H33 B地区中央付近で検出した。一辺約2.7m

の方形で、南辺にカマドがある。住居内のカマドに

近い場所から底部に穿孔を施した鉢形の土師器が出

土している。

S H 53• 54・56 C地区南東部（下層）で検出した。

いずれも一辺が約 6mの方形である。 SH54とSH

56は、北辺中央に煙道およびカマドが認められる。

SH53は北辺中央および東辺中央の 2カ所でカマド

を検出している。カマドAとカマドBのレベル差は

ほとんどない。ただ、カマドBはSH53の平面プラ

ンが北側へ突出した部分にあり、カマドAよりも高

い位置で検出している。このことから、この突出部

分が別の竪穴住居であることも考えられるため、こ

こではカマドAがSH53のカマドであり、カマドB

は別の竪穴住居のカマドとしておく。 SH54とSH

56は、ともに SH53と重複しているが、この 3棟の

建て替えの関係については不明である。

S H 55・59・66・7 3 C地区南西部（下層）で検出

した。一辺が約4,....___,6mの方形と考えられる。

SH55は東辺中央に、 SH59は南辺中央に煙道お

よびカマド跡と考えられる焼土が認められる。とも

に支柱石はなく、煙道には被熱痕は認められなかっ

た。両者の建て替えの関係については不明である。

SH66は、西辺中央にカマド跡と考えられる焼士

が認められる。今回の調査で検出した唯一の西向き

カマドである。 SH59と重複している。

SH73は、東辺中央に煙道およびカマドがある。

壁から約0.3mの位置の両脇に立石を設け、その上

に横石を据えて焚き口の天井としている。立石は高

さ約0.2m、幅約0.3m、厚さ約0.05mの、横石は縦

0.7m、横0.25m、厚さO.lmの板石を用いている。

S H 57・64・71・72 S H57は、一辺約Smの方形

と考えられる。全体の 1/2程度が調査区外へと及

んでいるものと思われる。北辺中央にカマドがあり、
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全体の 1/2程度を検出した。

SH64は規模不明であるが、北辺にカマドがある。

焚き口部分には高さ約0.2m、幅約0.3m、厚さ約

0.3mの立石が片側のみ残っている。また、このカ

マドについては、支柱石は自然石を用いず高さ約

0.3m、幅約0.2m、厚さ約0.05mの板石を使用して

いる点が他の竪穴住居とは異なっている。重複する

他の竪穴住居との前後関係は不明である。

S H71は一辺約4.8mの方形で、西辺中央にカマ

ドがある。支柱石は、高さ約0.16m、幅約0.13m、

原さ約0.lmの直方体の自然石を用いている。 SH72

は一辺約4.8mの方形と考えられる。 SH57よりは

新しいが、他の重複する竪穴住居との前後関係は不

明である。

S H67 C地区中央部（下層）で検出した。一辺が

J 

182.0m 
第11図 SH 14カマド実測図 (1: 40) 

約 4'"'--'4.5mの方形と考えられる比較的小規模な住

居である。西側の 1/2程度については検出でぎな

かった。東辺中央に煙道とカマド跡と考えられる焼

土がある。

S H75 C地区北西部（下層）で検出した。約4m

x約4.5mの方形で、東辺中央および北東隅の 2カ

所でカマド跡と考えられる焼土を検出した。北東隅

のカマドAはカマドBに対して絶対高が低く、 2棟

の竪穴住居が重複しているものと考えられる。

SH 78・79 カマド跡と考えられる焼士をC地区北

西部（下層）で検出した。いずれも、平面プランを

検出することがでぎなかったが、ここでは竪穴住居

としておく。

SH78では、焼土の東側と南側の 2カ所に石が認

められる。両者の位置関係から考えて、恐らく東側
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が支柱石で、南側がカマド焚ぎ口の立石と思われる。

SH79では、焼土の範囲は長径約0.6mX短径0.5

mの楕円形で、支柱石は認められなかった。焼土の

南北両側に袖と考えられる部分がある。

S HBO C地区南西部（下層）で床面のみを検出し

た。規模は不明であるが、床面の残存具合から調査

区外へと広がる住居跡と思われる。

S H92 D地区中央付近で検出した。一辺約4.4m

の方形で、北辺中央にカマド跡と考えられる焼土が

ある。西側 1/2程度については、後枇の撹乱によ

り壊されていた。 D地区では、唯一、床面が残って

SH 116 D地区中央付近で検出した不整方形の竪穴

住居である。本来は一辺約3.3m以上の方形と思わ

れ、北辺中央にカマド跡と考えられる焼土がある。

削平が著しく残りは悪い。

SH 127 D地区東部で検出した。一辺約3.8m以上

の方形と思われる。北辺中央にカマド跡と考えられ

る焼土がある。 SK124・126と重複している。

SH 133 D地区東部で検出した。北部分にカマド跡

と考えられる焼士がある。検出した平面プランは、

長辺4.lmX短辺2.8mの長方形で、深さが0.06mと

浅い。
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第21図 C地区（上層）調査区平面図 (1 : 200) 
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b 掘立柱建物

S B82 C地区南東部（下層）で検出した 3間X3 

間の総柱建物である。桁行、梁行ともに不等間であ

る。柱掘形は円形であるが径約0.4'"'--'0.7mと不揃い

である。深さは、検出面から lmも下がるものもあ

る。

S B83 C地区中央部（下層）で検出した 3間X3 

間の総柱建物である。桁行、梁行ともに不等間であ

る。柱掘形は径約0.5mの円形で、深さは検出面か

ら0.6mも下がるものもある。

S B84 C地区南部（下層）で検出した 4間X2問

以上の東西棟である。桁行、梁行ともに1.5mの等

間である。柱掘形は径約0.5mの円形で、深さは検

出面から0.6mも下がるものもある。柱穴内に拳大

の石があるものがあり、根石として機能していたも

のと思われる。

S B85 C地区南西部（下層）で検出した 2間X2 

間の東西棟である。柱間は、桁行は 3m、梁行は1.

Smの等間である。柱掘形は円形であるが径約0.4'"'--'

0.7mと不揃いである。

S B86 C地区中央部（下層）で検出した 2間X2 

間の建物である。桁行、梁行ともに不等間で、柱掘

形は径約0.3'"'--'0.6mの円形である。

S B87 C地区西部（下層）で検出した 5間X4間

の南北棟である。検出できなかった柱穴もあるが、

桁行、梁行ともに1.5mの等間であると考えられる。

柱掘形は径約0.5'"'--'0.7mの円形である。

c 溝

S03 A地区中央付近で検出した輻約0.7m、深

さ約0.2mの南北方向の溝で、 SH13と重複する。溝

の北端は次第に浅くなっていき、調査区内で途切れ

る。縄文土器、須恵器、土師器、瓦器が出土している。

S09 幅約 lm、深さ約0.25mの南北方向の溝で、

非常に緩やかな弧を描きながら調査区外へと延びる。

縄文士器、石鏃が出土している。

S D58 C地区南東部で検出した。幅約0.65m、深

さ約0.15mの東西方向の溝である。

S D61 C地区南東部で検出した。幅約0.9m、深

さ約0.25mで、 SD58に平行する東西方向の溝である。

-23-

SDlllD地区中央付近で検出した。幅約0.6,..___., 1. 4 

m、深さ約0.2,..___.,0.3mの南北方向の溝である。

SD 131 D地区中央付近で検出した。幅約0.1~0.3 

m、深さ約0.4mの南北方向の溝である。

d 土坑

SK18 SH12の南辺中央付近で検出した約1.5m

x約1.2mの長円形の土坑である。貯蔵穴と思われ

たが、瓦器椀が出土していることから別遺構と考え

られる。

SK24 l.5mXlmの不整方形の土坑である。拳

大から人頭大の石が数多く入っていたが、遺構の性

格は不詳である。士師器、瓦器、陶器が出士している。

S K31・39・44 いずれも埋土が炭のみの単層であっ

た土坑である。須恵器と十師器の小片が出十ーしただ

けであった。

S K89 D地区西部で検出した。約0.7mX約0.5m

の長方形の士坑である。深さは約0.2mで、土坑内

には縦0.35m、横0.3m、原さ0.25mの平たい石がある。

S K90 D地区西部で検出した。約0.9mX約0.7m

の不骸形な長方形の土坑である。深さは約0.lmと

浅く、瓦器椀が出土している。

SK117D地区北西部で検出した。径約3.7mの円

形の土坑である。士坑内には一部に規則的に配列さ

れたように見える石組み状の部分もあるが、比較的

新しい時期に大きく撹乱されているため、石組み井戸

であるのか、単に石が集中しているのかは判断でき

なかった。このことにより、ここでは土坑としておく。

SK 130 D地区東南部で検出した。全体の 1/4程

度が調査区外へ及んでいると思われる。規模不明の

方形土坑であるが、土坑内に拳大から人頭大程度の

石が詰まっている。遺構の性格は不明である。

E 奈良時代以降の遺構

a 掘立柱建物

S B50 C地区北東部（上層）で検出した、 4間X

4間の総柱の東西棟である。柱間は、桁行が西から

1.9m +2.2m +2.4m +2.2m、梁行が南から2.0m

+2.0m+2.2m +2.0mとなっている。柱掘形は、

径約0.3'"'--'0.Smの円形で、柱痕跡が残るものもある。



S B51 S BSOの西側で検出した。 4問X2間の総

柱の東西棟である。柱間は、桁行、梁行ともに2.4

mで、柱掘形は径約0.4~0.6mの円形である。

S B52 S B51の南側で検出した。 2間X1間の東

西棟である。柱間は、桁行、梁行ともに約2.4mの

等間で、柱掘形は径約0.5mの円形である。

S B135 D地区中央付近で検出した。検出できなかっ

た柱穴もあるが 4間X 2間の南北棟と考えられる。

桁行、梁行ともに不等間で、柱掘形は径約0.5mの

円形である。

S B136 D地区中央付近で検出した。検出できなかっ

た柱穴もあるが 4間X 3間の南北棟と考えられる。

桁行、梁行ともに不等間で、柱掘形は径約0.3~0.5

mの円形である。柱穴内に石が認められるものがあ

り、根石として機能していたものと思われる。

SB 137 D地区西部で検出した。検出できなかった

柱穴もあるが 5間X 3間の東西棟と考えられる。柱

掘形は径約0.4~0.6mの円形である。

b 中世墓

S X41 B地区西部で検出した 1m XO.Smの長円

形の土坑である。 SH23と重複している。土師器お

よび瓦器、金属製品が出士している。中世墓の可能

性も考えられることから、ここでは墓としておく。

S X93 D地区中央付近で検出した約l.8mX約1.5

m、深さ約0.5mの円形状の土坑である。金属製品が

出土していることから、ここでは中世墓としておく。

c その他の遺構

耕作痕 C地区（上層）南側で検出した。検出面は

灰褐色または褐色士である。埋土は明灰色の砂もし

くはシルトで、幅約10cm、深さ約 3,,..____, 5 cmと残存状

況はあまり良くない。耕作溝は、約0.2,______,1 mの間

隔で南北方向に走っている。ただ、東側では非常に

緩やかな弧を描くような形に、西側の外周部では径

約25mの円を描くような形になっている。

足跡 耕作溝の周囲で径O.lmのピット状の遺構を

検出している。一部は牛の足跡であり、他のものも

牛の足跡と考えられる。足跡は、長さ約 8,,..____,llcm、

幅7,,..____,10cmで、平均的な現代の牛の足のサイズと変

わらない大きさである。人間の足跡については可能

性も含めて確認でぎなかった。なお、図示したもの

は、検出したものの一部で、掘削後、型取りをした

ものである。

d 不明遺構

S Z91 D地区中央付近で検出した。不整形の方形

土坑である。検出段階では確認できなかったが、完

掘状況から考えて複数の土坑が重ねっていた可能性

がある。また、 SB136または SB137に伴う南東隅

土坑の可能性も考えられる。この遺構の西側部分に

は石が集中しているのが認められるが、意図的なも

のではないようである。

（船越重伸）

゜
10cm 

第24図足跡実測図 (1: 4) 
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2 遺

今回の調査によって出土した遺物は、コンテナに

して約310箱（中島遺跡第 1• 2次及び中出向遺跡

第 3次の総計）である。遺物の時期は、縄文時代中

期後葉から鎌倉時代にかけてのもので、古墳時代後

期のものが最も多い。土器がほとんどで、石製品・

土製品・金属製品を若干含む。個々の詳細について

は、遺物観察表（第 1'"'--'10表）を参照されたい。

1 縄文時代

1は、ナイフ形石器である。石材は頁岩で、片縁

部のみ調整がなされている。 2は、有茎尖頭器であ

る。両面を丁寧に調整している。石材は頁岩である。

3 ,..____, 4は石鏃である。 3は、平面上ほぼ三角形であ

る。 4は、石鏃とみられるが尖頭器かもしれない。

5・6共に川原石の両端に切り込みを入れた切目石

錘である。 5は、やや長楕円形で一部欠損している。

6は、隅丸長台形で厚みがある。

7,..____,54は、縄文土器でありほとんどが深鉢とみら

れる。 7は、口唇部に縄文を施し、口縁部外面に 6

条の沈線が弧状に周る。 8は、口唇部上に縄文が施

され、外面に 3条の沈線が弧状気味にめぐる。 9は、

口唇部上に縄文が施され、外面に 6条の沈線と刺突

が4ヶ所にある。 10は、波状口縁の深鉢である。ロ

縁部がやや内彎気味に丸くまとまり、外面に沈線が

渦巻状にまわる。 11は、口唇部が丸くまとめられニ

条の沈線文が弧状にまわる。 12は、 3条の沈線が波

形に巡る。 13・14・20は、 3条以上の沈線がやや弧

状を描く。 15は、粘土紐を弧状に貼り付けるか沈線

によって弧状に巡る。 16・17は、 2ないし 3条の沈

線が巡り、表面に縄文が施される。 18は、沈線が弧

状ないし直線的に施される。 19• 22は同一個体であ

ろうか。 22は、 2条の直線の沈線とジグザグを描く

曲線状の沈線によって文様がなされている。 21は、

沈線が直線的に 3条、その沈線を中心に綾杉文が沈

線ないし縄文によって施される。 23'"'--'30は、おおよ

そ同一個体と考えられる。 23'"'--'25は、やや口縁部付

近に厚みを持つように成形されている。 26'"'--'30は、

その体部とみられ条線文が直線的ないし曲線的に施

物

され、その間に斜方向の縄文が施されている。 31は、

口唇部が内彎しその上に縄文が施される。外面には、

2条の沈線と縄文がある。 32,--..__,34は、口縁部やや肥

厚し、 32の内面には沈線が巡る。 35,--..__,39は、口縁部

外面に粘土紐を貼り付け肥厚させて、前面に刻みも

しくは沈線が施されている。 40は、内彎気味に立ち

上がり外面に条線文が施される。 41は、橋状突起で

ある。破損著しい。 42は、 1条の沈線が弧状に巡り、

その上に縄文が施される。 43・44は、粘土紐を貼り

付けて隆帯を作り、 「J」の字状に隆帯を表現して

いる。 45は、口縁部が強く内彎して上下段になり、

沈線が弧状にまわる。口唇部には、縄文が施される。

46は、口縁部に円形刺突文が施され、口唇部に縄文

が施されている。 47は、口唇部がT字形に肥厚させ

沈線をめぐらせ、その沈線の上下に縄文を施す。 48

,--..__.,50は、同一個体であろう。口縁部が断面三角形で

細長い圧痕が施される。 51・52は、同一個体であろ

う。口縁部は、断面三角形状に調整し細長く圧痕が

上下段 2段に施される。 53は、やや強く屈曲した体

部下半に突帯状のものを貼り付け、その上部に鋭利

な直線状の沈線が施される。 54は、鉢の底部で平底

である。縄文が底部にまで及んでいる。

亭 ロ
ごニニニ
り怜 ~-~-0A, -~-~ ~ 

＜二二二>

゜゜ 15 cm 

第54図 出土遺物実測図 1 (1: 2) 
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中期頃のものであろう。 58・59は、甕の口縁部～体
2
 

弥生時代

55~62は、弥生土器である。 55~57は、壷の頸部

から体部にかけてのものとみられる。 55・56は、共

に体部上方でヘラ描沈線が巡り、その下方に刺突文

が施される。 57は、やや大型の壷の体部であろう。

部にかけてのものであり、 ロ縁端部が垂直に上方に

伸びる受口状である。頸部には、ヘラ描沈線と刺突

文が施される。 60は、高杯の脚部で透孔が上下段に

分かれて互い違いに穿孔されている。脚部全面がミ

ガキによって丁寧に調整がなされている。 61・62は、
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 ．＂い

ク
f

|

4
・メ．

ミ

‘1/

ー
ジ
ク
£
q
}
・
}

昆
茄
匁

、

9:/’
鼻

．．．↑ 

••• 

-

．． 
j
 

．．
 

立袋‘と・
••• 

喜
品
ダ
i,
．
n

t. 
＂
戸
｀
ざ
．
、
ゞ

．
立
曳
．

苓
．

．

 

4
F
・・オ
ti,

、,

c

r

}

・

-

マ’.11
ー

．
必
ャ
・
全
．
．
．

．．．
 
i｝

i
f
ーさ・
i
i
J

•. 

A
.
 

，
一
与
f

1
.
f
 

•. 
i

．
ご
：
翌
廷
．
ふ
ふ
、

S

){・，
8

(

ミ
虐
ぞ
｀
ミ
索
f

峯¢を｝べ

＿ぷ

:`:
t
i
 ．
． 

ぎ`

t

．ぷ
5
j
,

，
 T~

．ヽ・
t
¥
s
i
.

．．
 ゞ
a
.
-
1
・
d
,

．
,
•

54 

廿
□

_-『

第56図 出土遺物実測図 3 (1 : 3) 

-39-



甕の底部とみられる。 63は、手焙り形土器で蔽部は

欠損している。突帯はやや丸みを帯びた体部に貼り

付けられ断面形が変則的なL字形をしており、その

外面には、刺突文が施されている。また、

ら頸部においても刺突文が施される。弥生土器は、

ほとんどが弥生時代後期とみられる。

3
 

古墳時代～平安時代

S H 1 出土遺物 (64• 65) 

土師器鉢が出土した。共に底部が内面に向かって

窪み、高台部分が突出したようにでている。体部か

ら口縁部にかけて緩やかに広がる。口縁部は、 64が

やや平らに、 65が丸みをもってまとまる。

SH 12出土遺物 (66)

9つの円孔が穿たれており甑と見られる。

SH 13出土遺物 (67,....___,71)

土師器甕・壷・甑が出土している。 67,....___,69は、体

部が球形である。頸部は、やや緩く外方に開くか、

強く直線的に屈曲する。

びてまとまる。 68は、

ロ縁部か

ロ縁端部は、やや丸みを帯

とりわけ外面をハケによって

丁寧に調整される。 70は、体部の中程の径が最大に

なるように広がり、底部に向かってすぼまる。外面

は、 ミガキでやや荒く調整されている。 71は、底部

に向かって緩やかにすぼまり、円形状の孔があいて

いたとみられる。体部下半で円形の穿孔がある。

SH 16出土遺物 (72,..._.,75)

土師器台付杯・小型丸底鉢・高杯が出土した。 72

は、台部分がしぼりあげられて成形される。体部は、

緩やかに丸みを帯び、 ロ縁端部は、丸くまとまる。
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60 

73は、一般的に小型丸底壷と呼ばれている。底部か

ら丸くまとめられ、体部途中でやや外方に屈曲し、

ロ縁端部は、先細にまとめられている。 74は、高杯

の杯部であるが内外面を丁寧にミガキによって調整

されている。 75は、ほぼ直線的にたつ脚部は、屈曲

して外方に開く。杯部は、腰部において強く屈曲す

る。

S H29出土遺物 (76,--.,__,80)

士師器壷・高杯が出土した。 76は、上外方に直線

的に開く口縁部と球形の体部によって成る。 77は、

体部から強く屈曲した口縁部を持ち、球形の体部に

よってなる。 7g____,goは、非常に似通った器形をして

いる。脚部からかなり強く外方に屈曲する。杯部は、

なだらかに直線的に開くものとやや屈曲して外方に

開くものに分かれる。

SH17出土遺物 (81,--.,__,85)

土師器甕・甑・ミニチュア土器椀・須恵器蓋が出

土している。 81は、球形の体部を持ち、頸部がやや

屈曲して外反する。頸部の器壁は、厚い。口縁端部

は、やや外反するようにつまみだされている。 82は、

ミニチュア土器の椀形である。普通のものと比較し

ても遜色は、 ない。 83は、全体的に柔らかい器形を

し、底部には円孔がある。口縁端部は、内面側に尖

り気味にまとめられている。 84は、天井部がやや平

らで緩やかに開く。稜部は、浅い沈線状によって作

り出されている。 ロ縁端部は、内面側に段差を持つ

ようにまとめられている。 85は、天井部から緩やか

に開き、突き出した稜部によって作られる。 ロ縁端

62 

20cm 

部は、内面側に段差を持つようにまとめられている。

S H92出土遺物 (86,--....,89)

土師器甕・須恵器杯蓋・杯身が出土した。 86は、

第57図 出土遺物実測図 4 (1 : 4) 頸部が「く」の字状に曲がり、 ロ縁端部で細長くま

とまる。 87は、天井部分が欠損しているが緩やかに

-40-
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開ぎ、やや強い稜部を有する。口縁端部は、やや方

形状にまとまる。 88は、やや水平方向に開き下方に

強く屈曲する。口縁端部は、やや尖り気味にまとま

る。 89は、底部が欠損するものの緩やかに立ち上が

り、受け部は体部と異なる傾きで外方に開く。口緑

部は、垂直に立ち口縁端部で尖り気味にまとまる。

S H25出土遺物 (90"'--'95)

士師器甕・台杯甕・土師器鍋か甑の把手部分・須

恵器杯蓋が出士した。 90は、全体的に卵形を星し、

頸部は、強く外方に屈曲し口縁端部は、やや台形の

底辺形でまとまる。 92は、甕の底部で90と同一個体

であろう。 91は、甑か鍋の把手部分である。ソケッ

ト状の挿し込みである。 93・94は、ともに天井部か

ら緩やかに開き、やや強い稜部を有する。口縁端部

は、外方側に尖り気味にまとまる。 95は、稜部が沈

線によって分けられている。口縁端部は、先端部分

がやや丸くまとまるものの内面側で緩い稜部を有し

ている。

S H33出土遺物 (96,.___.,,100) 

土師器椀・甑・壷・須恵器杯蓋が出士した。 96は、

底部がやや平らで、体部から口縁部にかけて丸みを

帯びて広がる。口縁端部は、内面に平らな面を持つ

ように調整されている。 97は、底部に穿孔が施され

ている。器形は、鉢形であるが用途としては甑であ

ろう。 98は、口縁部がやや斜め外方に直線的に開き、

端部は細長く丸みを帯びる。体部下半は、欠損して

いるが大体的には、球形状にまとまるのであろう。

99は、大よそが楕円形とみられ、頸部から緩く外反

する。 100は、体部から口縁部にかけて緩やかに

開き、稜部が摘み出されたように断面三角形状に

なっている。 口縁端部は内面に段が付く様に成形

される。

SH 133出土遺物 (101,.___.,,103) 

土師器椀・須恵器高杯が出士した。 101は、口縁

部内面が面を持つような椀であろう。 102は、 101と

異なり底部から緩やかに立ち上がり口縁端部は、や

や角のとれた方形である。 103は、高杯の口縁部で

あろう。下半部では波状文が施される。

S H57出土遺物 (104• 105) 

須恵器杯蓋．杯身が出土した。 104は、天井部に

直線とみられるヘラ描き沈線がある。大部分が欠け

-43-

ているが、一直線状のものとみられる。稜部は、丸

くなってやや不明瞭な感じを有する。 105は、底部

が欠けているが緩やかに立ち上がり受け部が付く、

ロ縁部はやや内傾し、端部において細く丸みを帯び、

内面に段を有する。

S H77出土遺物 (106,..____,111) 

土師器椀・台付甕・甕・須恵器杯薔．杯身が出土

した。 106は、底部から丸く立ち上がる。口縁部近

くは、器壁が厚く端部にかけて先細になる。 107は、

s字状口縁台付甕であろう。頸部は、強く屈曲し垂

直に立ち上がる。 108は、頸部が弱く緩やかに屈曲

し、口縁端部がやや丸みを帯びてまとまる。 109は、

緩やかに開き稜部に沈線を巡らせることで境をつく

りだしている。口縁端部は、内面に段を持つように

まとまる。 110は、底部から緩く立ちあがり受部が

上外方へのびる。立ちあがりは、やや内傾し口縁端

部は、やや四角くまとまる。 111は、口縁端部がや

や細くまとまる。

S H34出土遺物 (112,..____,117) 

土師器壷・把手部分・須恵器杯蓋．杯身が出土し

た。 112は、二重口縁壷の最終段階に近いものであ

ろう。体部は、ほぼ球形で口縁部は、頸部からやや

斜め外方に開く。口縁部内面には、幅が広く、浅い

丸みを帯びた沈線が巡る。口縁端部は、丸くまとま

る。 113は、ほとんど114と同様である。口縁部内面

は、 116と比較してやや深い。口縁端部は、やや四

角くまとまる。

S H67出土遺物 (118)

須恵器樽型聡が出士した。体部外面に波状文が施

される。

S H56出土遺物 (119,..____,124)

土師器甕・須恵器杯身・砥石が出士している。

119は、外面が縦方向のケズリをもって仕上げられ

他にない特徴を有している。 120は、内面側が柔ら

かい曲線をもって仕上げられている。 121は、布留

型甕の口縁部であろう。口縁部の残りは少なく、体

部もない。 123は、杯身であろうか。高杯の可能性

も残る。体部外面に縦方向のケズリによって調整が

なされており他に同様のものが出土していない。 12

4は、砥面が 4面である。一部に細長い溝状の砥面

が残る。
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S H75出土遺物 (125-----.._.,129) 

土師器椀・壷・甕・須恵器杯蓋・杯身が出土して

しヽる。 125は、 ロ縁部内面に面を有する様に調整さ

れている。 126は、頸部から口縁部にかけて直線的

にやや斜め外方に立ちあがり、体部は、やや球形で

あろう。 127は、 ロ縁部がやや斜め外方に突き出し、
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ロ縁端部が外面に面を持つようにまとまる。 128は、

天井部から緩やかに開ぎ稜部がやや突出して境界を

つくる。 129は、底部から緩やかに立ちあがり、受

部横方向に広がる。立ちあがりは、ほぼ垂直に立ち

あがり口縁端部は、やや台形の底辺状と同様に広が

り気味にまとまる。

S H53出土遺物 (130,....__,137) 

ミニチュア土器椀・土師器椀・須恵器杯蓋・杯身・

高杯が出土した。 130は、底部が平らに調整され、

器壁はかなり厚めに作られる。 131は、全体的に丸

みを帯び、口縁部はやや内傾し、端部において先細

にまとめられる。 132は、頸部において上方に屈曲

し、口緑部にかけて柔らかく外方に広がる。口縁端

部は、外面に面を持つようにまとめられる。 133は、

天井部がやや平らで口縁部にかけて緩やかに広がり、

ロ縁端部はやや尖り気味にまとまる。 134は、体部

に丸みを帯びて広がる。口縁端部は、やや丸く厚み

をもってまとまる。 135は、調整によって底部が平

らに成形され、受部はほぼ水平方向につくりだされ

ている。立ちあがりはやや内傾し、端部は丸くまと

まる。 136• 137は、両方とも杯部に明瞭な段差を有

しており、下段には列点文が全周する。脚部は欠損

してない。

S H51出土遺物 (138)

須恵器杯身が出土した。杯身は、底部が欠損して

いる。体部は、緩やかに広がる。受部は、やや屈曲

する。立ちあがりは、内傾し器壁はやや薄い。口縁

端部は、丸みを帯びてまとまる。

S H63出土遺物 (139,....__,143) 

土師器甕・台付甕・須恵器杯身・高杯が出土して

いる。 139は、やや球形の体部に広めの口縁を有し

たものであろう。頸部はやや弧状のライソをもって

成形されており、口緑端部は、やや丸くまとまる。

140と141は、同一個休であろう。頸部は、強く屈曲

し口縁端部は外方につまみだされる様に断面三角形

状である。 142は、器形が不明だが高杯であろうか。

体部外面に櫛描波状文が施される。 143は、高杯の

杯部である。杯部には、浅い沈線によって上下段に

分けられ、下段には櫛描列点文が施されている。杯

部の腰部はかなりの角張りで調整されており、特徴

的なものである。口縁端部は、やや外側にむいて尖

-47-

り気味にまとまる。

SH 78・79出土遺物 (144,....____,146)

144,....____, 146は、よく似た器形をしている。稜部は、

強くつきだしているもの、浅い沈線状に区切ってい

るもの、口縁端部は、内面に段差を有しているもの、

やや丸みを帯びるもの、断面台形状のものに分かれ

る。

S H55出土遺物 (147,....____,151) 

土師器椀・壷・甕・須恵器杯蓋が出士した。 147

は、口縁部が欠けてしまっており、非常に惜しい。

体部は、ほぼ球形である。 148は、長胴甕かもしれ

ない。頸部は、強く屈曲しており口緑部近くは器壁

が厚い。口縁端部は、やや斜め外方に面を持つよう

にまとめられている。 149は、丸みを帯びた体部を

有し、口縁部にかけて厚みをます。口縁端部は、や

や尖り気味にまとまる。 150は、天井部がやや乎ら

で口縁部にかけて緩やかに、口縁端部がやや丸みを

帯びてまとまる。 151は、天井部から緩やかに広が

り、口縁部において強く内彎する。口縁端部は、丸

みを帯びる。

S H59出土遺物 (152,....____,156)

ミニチュア士器壷形・士師器壷・甕・須恵器杯身

が出士した。 152は、全体的には壷形であるが椀形

かもしれない。全体的に器壁は、厚く丸みを帯びる。

153は、底部から全体的に丸みを帯び、頸部は「 <J

の字形に外反していく、口縁端部はやや丸みを帯び

てまとまる。 154は、頸部が強く外反する口縁端部

は、丸くまとまる。 155は、頸部の屈曲が非常に甘

く、無頸に見える。口縁は、比較的に広い。口縁端

部は、丸みを帯びてまとまる。 156は、底部から緩

やかに立ちあがり、受部は水平方向にのびる。立ち

あがりは、内傾気味であり、口縁端部は先細り気味

に丸くまとまる。

S H60出土遺物 (157)

須恵器杯身が出士した。底部から緩やかに立ちあ

がり、受部は水乎方向にのびる。立ちあがりは、や

や内傾気味であり口縁端部は、尖り気味にまとまる。

S H62出土遺物 (158,....____,160) 

土師器椀・須恵器杯蓋．杯身が出土した。 158は、

やや大型のもので丸みを帯びた体部である。口縁部

は、僅かに内彎し内面に面があるように成形され、



端部においてやや尖り気味にまとまる。 159は、天

井部がやや平らで緩やかに傾斜して広がる。稜部は、

やや摘み出す様に成形される。口縁端部は、断面が

やや台形状である。 160は、底部が平らで緩やかに

広がり、受部が水平方向にのび、立ちあがりが内傾

する。口縁端部は、先細にまとまる。

S H66出土遺物 (161'"'--'164)

土師器甕・須恵器杯蓋．杯身が出土した。 161・

162は、共に頸部が「く」の字形に屈曲し、口縁部

の器壁は、やや厚い。口緑端部は、丸みを帯びてま

とまる。 163は、天井部から緩やかに広がり、稜部

は浅い沈線を用いて成形される。口縁端部は、やや

丸みを帯びてまとまる。 164は、底部から丸みを帯

びて開き、受部はやや斜め外方にのびる。立ちあが

りは、やや内傾気味で口縁端部は丸みを帯びてまと

まる。

S H64出土遺物 (165'"'--'169)

士師器壷・甕・須恵器杯蓋が出士した。 165は、

緩やかな体部をもち、頸部でやや垂直方向に屈曲し、

ロ縁部で柔らかな曲線を描き口縁端部で丸くまとま

る。 166は、頸部における屈曲は、非常に甘く、不

明瞭である。口縁部はやや垂直方向にのび、口縁端

部においてやや先細り気味にまとまる。 167は、天

井部がやや平らで緩やかに広がり、稜部はやや体部

を強くナデ調整することによってつくりだされてい

る。口縁端部やや外側に尖り気味にまとまる。 168
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は、天井部がやや盛り上がっている。口縁部にかけ

て緩く広がる。 169は、天井部に「 X」状のヘラ描

き沈線がある。器形は、天井部から緩やかに開いて

おり、口縁部にかけては欠損している。

S H72出土遺物 (170)

須恵器杯蓋が出土した。 170は、天井部から緩や

かに開ぎ、稜部は浅い沈線によってつくられる。ロ

縁端部は、内面に段差をつける様に表現される。

S H72出土遺物 (171-----...,175)

土師器鉢・壷・甕・須恵器杯身が出土した。 171

は、底部が欠損しており、甑の可能性もある。体部

は、下半からほぼ垂直に近く立ちあがり口縁部にお

いて外反する。口縁端部は、丸くまとまる。 172は、

やや球形の体部から頸部において屈曲し、斜め外方

にほぼ直線的にのびる口縁を有する。口縁端部は、

丸くまとまる。 173は、頸部の屈曲が非常に甘く、

ロ縁端部は丸くまとまる。 174は、底部から緩やか

に開き、受部がほぼ水平方向にのび、立ちあがりは

やや内傾している。口縁端部は、かなり丸みを帯び

てまとまる。内面の底に同心円文が残り、外面底部

には、ヘラ描き沈線の「一」がある。 175は、 174と

同様似通っているが、口縁端部が若干尖り気味にま

とまる。

S H69出土遺物 (176-----...,181)

土師器椀・甕・壷・甑が出士した。 176は、全体

的に丸みを帯びている。口縁部は、器壁が厚く。端
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部において尖り気味にまとまる。 177は、やや楕円

形の体部に、頸部において強く屈曲した口縁部が取

り付く、口縁端部はやや厚く丸みをおびてまとまる。

178は、長胴甕の可能性を有する。頸部は緩く屈曲

し、口縁部は器壁が厚い、口縁端部は、外面に面を

もたせて成形している。 179は、やや上方に屈曲し

開く。口縁端部は、やや四角くまとめられている。

180は、底部に円孔がある。外面には、挿し込むタ

イプの把手が付く。口縁部にかけては、欠損してな

い。 181は、甑か甕か器種不明である。頸部は、非
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常に緩い屈曲でしかなく、体部から口縁部にかけて

境界が不明瞭である。全体的に器壁は、薄い。

S H70出土遺物 (182)

士師器甕が出土した。体部は、ほぼ球形をしてお

り、それにやや広めの口縁部が取り付く。頸部の屈

曲は、やや緩い。口緑端部は、やや先細り気味にま

とまる。

S H71出土遺物 (183,--.....,193)

土師器椀・ミニチュア士器椀・壷・甕・須恵器杯

蓋・杯身が出土した。 183,--.....,186の中で183は、やや

特殊な趣をもつ。底部は、ヘラミガキによって調整

され体部中程で浅い沈線が全周する。器壁は、やや

厚みをもち、口縁端部は丸くまとまる。その他のも

のは、口縁部の形態がやや尖り気味のもの、丸くま

とまるもの、内面に面を持つものに分けられる。

187は、やや粗雑なもので器壁が厚く、器形がア‘ノ

バランスである。 188は、体部が卵形で、頸部が

「く」の字形に屈曲し、口縁端部は、やや丸くまと

まる。 189と190は、頸部が若干異なる。 189では、

器壁が厚く口縁端部にかけてやや先細り気味にまと

まる。 190では、器壁が一定で口縁端部が丸くまと

まる。 191• 192は、天井部から丸く開き、稜部を浅

い沈線によって成形し、口縁端部は尖り気味にまと

まる。 193は、底部から緩やかに広がり、受部やや

斜め上方にのびる。立ちあがりはやや内傾気味に上

がり、口縁端部は丸くまとまる。

S H74出土遺物 (194,--.....,204)

土師器椀・甕・壷・高杯・須恵器杯身・高杯が出

士した。 194は、全体的に丸みを帯び、器壁は、一

定である。口縁端部は、やや尖り気味にまとまる。

195·196·200• 201は、やや球形ないし楕円形の体

部にやや垂直気味に立ちあがる口縁部を有している。

ロ縁端部は、丸みを帯びるか、やや先細り気味にま

とまるか、外面に面を持つようにまとめられている。

197は、二重口縁壷の最終段階のものであろう。ロ

縁部内面に浅い沈線状の窪みが全周している。体部

は、やや丸みを帯びている。 198は、長胴甕かもし

れない。頸部は、やや強めに屈曲し斜め外方に向く

ロ縁端部に面を持つように斜め下方に摘まみ出され

ている。 199は、宇田型甕の口縁部である。器壁は、

やや厚い。口縁端部は断面形状が三角形であり、外

-53-

方に尖り気味にまとまる。 202は杯部のみ残り、ロ

縁部が外方に緩やかに開く。腰部は、弱く屈曲する。

ロ緑端部は、やや摘み上げられたように上方を向く。

203は、底部がやや窪み、緩やかに立ちあがる。受

部は、やや斜め上方にのび、尖り気味にまとまる、

立ちあがりは、やや内傾する。口縁端部は、内面に

段差が生じるように先細りになっている。 204は、

やや丸みを帯びた底部から緩やかに立ちあがる。受

部は、水平方向にのび丸くまとまる、立ちあがりは、

内傾し断面形状が台形を呈するようにまとめられる。

205は、ほぼ脚部との境で割れており、杯部だけが

残る。外面には上下段の段差があるように調整され、

下段に波状文が描かれている。

SH8出土遺物 (206)

土師器甕が出土した。やや丸みを帯びた体部から

頸部においてやや垂直方向にのびる口縁部がつく。

ロ縁部は、口縁部から端部にかけて外方に強よめに

屈曲する。端部は、丸みを帯びてまとまる。

S H32出土遺物 (207)

士師器鍋ないし甑の把手部分とみられる。ソケッ

ト状の挿し込み部分がのこる。

S H73出土遺物 (208・209)

士師器甕・須恵器椀が出土した。 208は、体部が

やや球形で頸部が「く」の字形である。口縁部は、

斜め外方にのび、端部において外面に面を持つよう

に成形される。 209は底部が欠損し、腰部からやや

屈曲しほぼ垂直に口縁部が立ちあがる。口縁端部は、

やや丸みをおびてまとまる。

S H76出土遺物 (210~216)

土師器杯・椀・甕・須恵器杯蓋・高杯が出士した。

210は、丸みを帯びた体部からやや外反した口縁部

をもつ。内面に面を持つように成形されている。ロ

縁端部は、先細り気味にまとまる。 211は、頸部が

やや強く屈曲し口縁部がやや斜め外方に開く。口縁

端部は、丸みを帯びてまとまる。 212は、底部と把

手部分が欠損しているが甑であろう。体部は、やや

砲弾形である。口縁部はやや外側に開き、外面に面

を持つように内面側が尖り気味にまとまる。 213は、

緩やかに外方に広がる低い脚部をもつ。杯部は、欠

損している。 214は、やや平らな天井部から丸みを

帯びた腰部にかけて緩やかに広がる。口縁端部は、
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やや丸みを帯びてまとまる。 215・216は、大体にお

いて近い器形である。天井部から柔らかい曲線によっ

て広がり、稜部は突き出す様に調整されており、ロ

縁部は垂直気味に下方に伸びる。口縁端部は、内面

に段差が付く様にまとめられている。

SH 14出土遺物 (217)

フイゴの羽口が出土した。一部だけであるが、風

化著しい。

カマド跡出土遺物 (218,.____.,224)

出士したものの多くが土師器甕・壷である。 218

,.____.,222は頸部がやや強く屈曲し、口縁端部が外面に

面を持つようにまとめられている。 220だけがやや

尖り気味にまとめられている。体部は、やや全体的

に丸みを帯びたものが多い。 223は、 147とほぼ同様

の器形である。 224は、やや丸みを帯びた底部から

緩やかに立ちあがり、受部は水平に外方に伸びる。

ロ縁部は、端部が厚みをもち、内面に段差を有する

様に成形される。

S B85出土遺物 (225• 226) 

須恵器杯蓋・杯身が出土した。 225は、天井部が

欠損し全体的に丸みを帯びる。腰部からやや内彎気

味に口縁端部に至る。口縁端部は、丸みを帯びてま

とまる。 226は、底部が欠損し緩やかに開く、受部

は水平方向にのびる。立ちあがりは、やや内傾しロ

縁端部は、先細り気味にまとまる。

SK 18出土遺物 (227)

土師器壷が出土した。球形とみられる体部にやや

丸く接合する口縁部を持つ。口縁部は、やや斜め外
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方に開き、口縁端部が丸みをおびてまとまる。

S D131出土遺物 (228,---...,232)

土師器椀・甕・須恵器杯蓋が出士した。 228・229

では、口縁部が先細り気味にまとまるもの、内面に

面をもち頸部で斜め外方に屈曲しながら端部で先細

りでまとまるものがある。共に体部から底部にかけ

ては、丸みを帯びていたとみられる。 230は、小型

のものであろう。頸部は、かなり弱い屈曲で不明瞭

である。 231・232は、天井部から緩やかに広がり、

稜部において浅い沈線が巡り境界がつくられる。ロ

縁端部は、内面側に段差が生じる様に外側が先細り

にまとめられる。 232では、天井部外面にヘラ描き

沈線がある。

S D58出土遺物 (233・234)

土師器s字状口縁台付甕が出士した。口縁部は外

面で段が有る様に成形される。体部は、全くない。

台部分は、かなり欠損著しい。

S D61出土遺物 (235・236)

土師器高杯が出土した。 235は、杯部が欠損し脚

翌>/
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第70図 出土遺物実測図17(1:2)

0 ... 

部のみである。杯部と脚部の接合部には、 5mm前後

の孔がある。高杯でなく器台かもしれない。脚部の

接地部分はやや台形状にまとまる。 236は、杯部と

脚部の一部が欠損している。脚部は、垂直気味に立

ちあがり屈曲する部分で 1cm前後の円孔がある。

柱穴出土遺物 (237.-....,255)

士師器椀・甕・ミニチュア士器・須恵器杯蓋・杯

身が出土した。 250は、布留型の甕の口縁部であろ

う。口縁端部の内面のかえりがやや弱い。ミニチュ

ア土器は、器種が椀形から皿形のものまで出土した。

それぞれ丁寧なものからやや荒いつくりのものまで

ある。

包含層出土遺物 (256.-....,492)

土師器は、椀・高杯・甕・壷・甑・器台等がある。

土師器椀は、口縁端部が内側にやや内彎するもの、

外側に開くもの、面を持っているもの、丸くまとま

るものに分けられ、丸底から平底のものまで多く出

土している。土師器器台 (287) は、 1点だけみら

れた。土師器高杯は、杯部の形状が強く表現されて

〇―~D.al

492 

応
：
＼
｝
口

□

口
。

、
-
―
-

ーー)

／

ー

1

1

□

ロ
491

□

口400 ロ

0489-

◎/：
488

ロ

゜

483 

-56-



いるものから、柔らかい曲線で表現されるものや脚

部が外方に強く屈曲するもの、弱く屈曲するものが

ある。 340,....___,342は、韓式系土器の一部とみられ甑と

みられる。

須恵器は、杯蓋・杯身・高杯・台付壷・器台・提

瓶・円面硯・壷蓋・壷・甕等が出土した。台付壷

(421) は、台部分のみで壷部との接合部近くで円

孔がある。台部分には、 2段の波状文が巡る。器台

(422・423) は、集落出土として非常に珍しい。 1

点は、口縁部のみでもう 1点は、脚部から口縁部に

かけて残存していた。円面硯 (428• 429) は、 2点

出士した。 429は、やや細長の円孔があり脚部が非

常に長いものとみられる。残存状況が悪く詳細は、

不明である。

ミニチュア土器 (435,--.._.,453) には、椀形・壷形・

横瓶形のものがみられ非常に多彩である。土錘(455

,--.._.,464) は、長めのものから短めのものまである。

土管 (465,--.._.,467) は、 466の内面の調整が明瞭に残
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り成形状況がわかりやすい。

金属製品には、鉄斧 (468) や鎌 (469,._,_.,473) が

出土した。動物形士製品 (474) は、体部と四肢が

欠損しており原形は、不明だがおもしろい。

土製・石製勾玉 (476,..__.,479) 、土製丸玉 (484~

486)、土製紡錘車 (481,._,_.,483)、剣形石製品 (487)、

石製有孔円盤 (489)等が出土している。集落跡か

らの出士遺物としては極めて珍しい例であろう。

4
 

中世以降

S K90出土遺物 (493)

瓦器椀が出土した。 493は、

きく開き気味で、

ロ縁部全体がやや大

ロ縁端部内面の沈線はみられない。

高台部は、断面形が平べったい三角形が貼り付けら

れる。見込みの暗文は、同心円状か連結輪状であろう。

S Z91出土遺物 (494)

土師器皿だけである。腰部の屈曲は、やや弱いも

のの口縁端部は丸みを帯びてまとまり、器壁は厚め

である。

S K99出土遺物 (495)

495の見込みの暗文は、連結輪状であろう。高台

部は、貼り付けられていたものが欠ける。

SK 102出土遺物 (496)

496の見込みの賠文は、連結輪状文である。高台

部は、断面形が台形のものが貼り付けられる。

SK 103出土遺物 (497)

497は、器高が低く扁平な形である。高台部は最

初からなく、見込みの暗文は同心円状である。

S K98出土遺物 (498)

498は、底部に指頭圧痕がやや強く残り、凸凹が

著しい。

SK 104出土遺物 (499,....._,501)

499は、やや口縁部が外方に引き出され端部にお

いて丸くまとまる。 500は、腰部において屈曲し丸く

まとまる。 501は、 ロ縁端部内面に沈線が施されな

いものの端部そのものがやや斜め上方に成形される。

SK 105出土遺物 (502)

502は、器壁が全体的に薄い。

まみだされている。

SK 112出土遺物 (503)

ロ縁部が外方につ
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503は、腰部においてほぼ垂直に上方に伸び、ロ

縁端部において丸くまとめられる。

SK 110出土遺物 (504)

504は、扁平な器形をし口縁端部は、四角くまと

められる。内面の沈線は、認められないが四角くま

とめられることによって沈線状のものをつくりだし

ているかもしれない。見込みの暗文は、同心円状で

ある。

SK 117出土遺物 (505,,____,508)

505は、口縁部が原＜肥厚して丸くまとめられる。

破片でしかないため口径等は、不明である。 506は、

かなり器壁の薄いもので底部が内側におしこまれて

いる。口緑端部は、丸くまとめられる。 508は、 507

と異なり器壁が口縁端部に至るまで厚く成形される。

SK 122出土遺物 (509)

509は、指頭圧によって器壁が一定でない。口縁

端部は、斜め外方に伸び尖り気味にまとまる。

SK 125出土遺物 (510,,____,512)

510は、口縁端部が僅かに内彎し丸くまとまる。

511は、器罪が厘く口緑部が斜め外方に伸びて丸く

まとまる。 512は先細り気味にまとまり器壁は、や

や薄い。

S X41出土遺物 (513,,____,519)

士師器皿・瓦器椀が出土した。十師器皿は、それ

ぞれ口縁端部が異なるものの大体的に良く似ている。

瓦器椀は、全て扁平なもので口縁部内面に沈線がな

く、高台部分が貼り付けられないものである。見込

みの暗文は、渦巻き状ないし同心円状である。

SK 130出土遺物 (520• 521) 

520は、口縁部内面に沈線がないものである。底

部が欠損しており高台部分は、貼り付けられていた

か不明である。賠文も分からない。

SD 111出土遺物 (522,,____,524)

土師器皿・陶器花瓶・甕が出士した。 523は、脚

部が欠損しているものの胴部に 2段の櫛目状横線が

入る。仏具に類するものであろう。 524は、一般的

【参考文献】

田辺昭三．『須恵器大成』 （角川書店 1981年）

中村浩『須恵器集成図録』第 1巻近畿編 I (雄山閣 1995年）

中村浩『須恵器集成図録』第2巻近畿編II(雄山閣 1996年）

山田猛 f伊賀の瓦器に関する若干の考察」 （『中近世士器の基礎

研究』 II 1986年）
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な常滑の甕である。

柱穴出土遺物 (525,----.,539)

土師器皿・瓦器椀・皿・磁器椀が出土した。土師

器皿は、曲線を描くもの、強く屈曲するものにわけ

られる。口縁端部は、丸みをおびるもの、尖り気味

にまとまる。器壁は、全体的に厚いものが多い。大

まかに腰部の立ちあがりが柔らかいい。瓦器椀は、

ロ縁部内面の沈線が明瞭なもの、不明瞭なもの、高

台部の断面形が扁平な三角形や隅丸台形や細長いも

のがみられる。見込みの暗文は、連結輪状・乎行線

状のもがある。 539は、同安窯系青磁とみられる。

包含層出土遺物 (540,----.,625)

主に士師器皿・鍋・羽釜・瓦器椀．皿• 青磁椀等

が出士している。上師器皿は、口縁端部が内側に折

り込まれるものや丸くまとまるもの、やや先細り気

味にまとまるものなどがある。なかには558のよう

に底部に穿孔されているものもある。土師器鍋・羽

釜は点数が少ないものの出士した。

瓦器椀は、多く出士したが欠損著しいものがほと

んどである。口縁端部内面の賠文は、連結輪状のも

のが多くを占めているが、同心円状• 平行線状のも

のもある。

瓦器皿は、腰部において強く屈曲して立ちあがる

もの、柔らかな曲線を描いて立ち上がるものがある。

ロ縁端部が丸みを帯びるもの、先細り気味にまとま

るもの、やや尖り気味にまとまるものがある。見込

みの賠文が連結輪状•平行線状・格子状のものがみ

られる。なかでも603は、見込みの連結輪状の賠文

があり他のものと異なり珍しい。

青磁椀・白磁椀は、口縁部ないし高台部が出土し

ている。 552は、口縁部に注口があって遺物のなか

では、おもしろい。

金属製品には、刀子・釘がある。中世墓の存在を

窺わせる。また、不明の金属製品は、そういったも

のに係わるものであろう。

山本信夫「十器の分類」 （『太宰府条坊跡』 II 太宰府市教育委

員会 1983年）



3 結

羽根中島遺跡の試掘調査では、縄文時代から中世

にかけての遺構が、現地表面から約0.4m~0.6m下

に広がっていると考えられた。しかし、本調査の結

果、遺構面は予想よりも浅く、現地表面から約0.3

m下、床士直下に相当する部分に古墳時代の遺構面

が存在することが明らかになった。

なお、平成 8年度から行われていた羽根地区内に

おける発掘調査は、今回の調査で一応終了すること

になる。ここでは、今回の調査結果について少しま

とめておきたいと思う。

縄文時代について

羽根地区内では、縄文時代早期の遺物が 2遺跡か

ら出土している。木津川左岸の東出遺跡①および前

深瀬川流域の花代遺跡A地区からは押型文土器が出

士している。花代遺跡A地区出士の遺物は、大川式

の範疇に入る押型文土器とされており、報告者は

「木津川を中心とした縄文文化のが伝播を考えさせ

るもの」とし、前深瀬川流域に「縄文時代早期の住

居の存在を窺わせる」重要な資料と指摘している。②

羽根中島遺跡では、明確な時期決定のできる遺構

は検出できなかった。しかし、調査で出土した遺物

は、縄文時代中期末に属するものであった。縄文土

器が出土したのはほぼA地区に限定される。 A地区

の検出面は、比較的不安定な砂質系もしくは砂層を

中核とする検出面であった。また、 B地区の東側は

礫層であることから、今回の調査範囲は、旧流路の

部分になるものと思われる。このことは、試掘調査

において、遺跡の南東方向にある安楽寺の周辺で安

定した地山面が見られたことからも推測できる。し

たがって、この土器を使用した集落を求めるとすれ

ば、今回の調査範囲の東側に存在すると思われる。

瓦器について

遺構出士か、包含層出土かの違いはあるが、古い

ものから新しいものまで出土している。古いものは

山田編年③の I段階 1型式、新しいものはIII段階 4

型式まであり、出士した瓦器の多くはII段階4型式、

語

III段階 1型式に相当し、概ね実年代では13世紀前半

頃となる。

出士した椀の中には、椀というよりも杯に近い器

形を持ち、底部内面のヘラミガキは、渦巻ぎ状文と

いう特徴を持つものがある。具体的には遺物番号が

497·516·517• 518·519·584• 599・602の瓦器椀

である。これらの瓦器椀は、一見しただけでは、い

わゆる「大和型」の要素を持つように見える。川越

編年町こよれば、この時期の「大和型」は第N段階

になり、 「湯呑形」の器形を持ち、内面のヘラミガ

キは消滅している。しかし、器形や調整、重ね焼き

痕などから考えて「伊賀型」の比較的新しい時期、

すなわち瓦器の最終末期頃のものと考えられる。

今回出士したものを子細に観察してみると渦巻き

状文は、複数回に分かれているものと一筆書き状の

ものの 2種類が認められる。口縁端部内面に微かに

沈線様の条線が見られる。口径は12cm程度、器高

は3cm程度であるが、器壁の原薄やヘラミガキの

単位の差異など個体差が大ぎい。

このような瓦器椀の出土例は滝野氏城址、原出遺

跡（名張市）や安田中世墓（名賀郡青山町）に見ら

れる。滝野氏城址の出土例では、 「現在のところ最

も新しい要素をもつものである。浅く矮小化してき

た椀が、高台を消失し、最終には口径をやや広げ皿

のように扁平化してしまう。 （中略）内面のヘラミ

ガキは連続しない圏線として別々に 2~3 条施され

るのみで、見込みの暗文も大きな L字が器壁のヘラ

ミガキとは別に描かれる。」と報告されている。⑤

また、安田中世墓の出土例では、 「これに対して当

例(52)は法量や器形上の差異がほとんどない。けれ

ども内面のヘラミガキは体部のみとなり、底部に独

立して施すことを省略しているらしい。この体部内

面ヘラミガキも一段と疎らになっており、施す範囲

も底部にまで及ぶ程雑然と数回転させるのみである。

このように底部内面ヘラミガキの消失というー作業

工程の省略が進んだ、 III-4よりも後出的な例があ

るらしい。関係資料は最近の伊賀における調査例中

に散見されだしており、さらに後出的な例さえある。
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当例はその器形やヘラミガキのあり方等から、大和

等他地域からの搬入品の可能性は低い。それ以上に

伊賀型瓦器の系譜上において最も合理的に位置付け

が可能である。そこで当例(52)のように、内面ヘラ

ミガキを 1工程のみに省略したものをもって「III段

階第 5型式」と呼んでも差し支えないかと思われる。

しかし型式名はなお一層前後の類例の増加を待つこ

ととし、現段階ではIII-4よりも後出的な伊賀型瓦

器が存在する事実の確認にとどめておく。」として

しヽる。 ⑥ 

これらのことから、上記のような特徴、すなわち、

杯や皿のような扁平な器形を持ち、内面ヘラミガキ

を底部と一連で、あるいは分けて行ってはいるが渦

巻き状文を持つ瓦器椀は山田編年でいう「III段階第

4型式」よりも後出的な伊賀型瓦器と言え、瓦器の

編年の最終末期に新しい型式を設定することも可能

であると思われる。

また、出士した皿の中には、庇部内面のヘラミガ

キに連結輪状文が用いられているものがある。器形

から見て、山田編年の I段階もしくはII段階に相当

するものと考えられる。ヘラミガキだけに注目する

と連結輪状文というイレギュラーなものであるが、

数例の出土例があるようである。当初、系統を異に

するものかと考えたが、椀の底部内面ヘラミガキの

度化と関連づけて考えた場合、ジグザグ文以外に連

結輪状文が施されている例があっても良いように思

われる。

羽根中島遺跡の性格について

羽根中島遺跡は、木津川と前深瀬川が合流する地

点に立地しているが、この遺跡の性格を考える上で

注目したい点は、遺跡の北側および南側の丘陵上に

数多く存在する古墳群である。これらの古墳が集落

註

① 『平成10年度二重県坪蔵又化財年報』 （三重県埋蔵文化財セ‘ノ

ター 1999) 

② 境宏ほか『）II上ダム建設に伴う付け替え道路事業地内 埋蔵文

化財発掘調在概報I I 花代遣跡 (A• B地区） •西法花寺遺跡」』

（青山町教有委員会 1998) 

③ 山田猛「伊賀の瓦器に関する若干の考察」 （『中近世七器の基

礎研究II』 日本中批士器研究会 1986) 

④ 川越俊一 f大和地方出＋．の瓦器をめぐる二、三の間題」 （『文

化財論叢』 奈良国立文化財研究所 1983) 
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から隔絶されて存在するとは思われず、古墳群の周

辺にこれらの古墳を造営した集落が存在したものと

考えられる。

この古墳群と関係するであろう集落との閃わりに

ついては、平成 9年度に実施した中出向遺跡第 2次

調査で、竪穴住居70棟を中心とする古墳時代後期の

集落跡が検出されており、報告者は存在時期や立地

条件などから考えて、この集落が古墳群の造営集団

と関わりを持っていたことを指摘されている。⑦

また、祭祀に関係すると指摘される遺跡は、前述

の中出向遺跡のほかに花代遺跡B地区がある。花代

遺跡B地区は、検出された 2条の流路から多数のミ

ニチュア土器など非日常的な士器の出土している。

また、古墳時代前期から中期にかけての高杯の出士

が多いのが特徴的とされる。このことから、報告者

は、この流路を祭祀に関わるものと推定している。⑧

羽根中島遺跡で検出された遺構は、竪穴住居や掘

立柱建物という一般的な集落跡を示すものであった。

しかし、出士遺物の中には、ミニチュア士器や器台、

勾玉形士製品のほか、勾玉や剣形石製品など非日常

的な遺物が多く含まれている。これらは、羽根中島

遺跡が一般的集落ではなく、何らかの形で祭祀に関

係した集落跡の一つである可能性を考えさせるもの

がある。また、中出向遺跡や花代遺跡との関連性に

も注目したいが、現時点では述べるだけの資料が少

ない。しかし、中出向遺跡は前深瀬川を挟んでいる

とは言え、遺構や遺物はほぼ同時代のものであり、

羽根中島遺跡と中出向遺跡は 6世紀代を中心とする

同一集落の可能性がある。この仮定に基づけば、何

らかの理由により住み分けがなされていたのであろ

う。詳細な検討については調査事例の増加や既調査

の報告を待って行いたい。 （船越重伸）

⑤ 門田 f三『滝野氏城址』 （名張市遺跡調牡会 1986) 

⑥ 森川櫻男ほか『安田中世紐発掘調在報告』 （青山町教育委員会

1988) 

⑦ 濱辺ー機『中出向遺跡（第 2次）発掘調壺報告一本文編ー』

（三重県埋蔵文化財センター 2000) 

⑧ ②に同じ
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重さ50.4 11: 

7 1017-02 縄文七蒻 SS H16 13 ナデ やや岨 並灰黄暢 lOYR5/2 外面に織文および沈織あり

8 1021-04 縄文土器 SPH16 l2 ミガキ やや粗 並 外内．灰にぶ貴い橙2.5Y7.65/YR26/4 外ロ縁面蝙に沈郎緯おあよびり口縁部外面に縄文あり

9 1017-03 縄文士器 包Q含23層 ナテ' やや粗 並黒褐 7.5YR 3/ l 外ロ縁面纏に沈JIii練iこ縄あ文りあり

10 1018--04 縄文土器 ざ 内外 ：： ナミガデキ やや岨 並 内外：に浅ぶ貴い橙黄橙IOYIROY8/R7 3 /3 外面に沈縁あり

II 1024-02 縄文土Ill 遣構Q上6面 外内：：ナヨデコナデ・ミガキ ややIll 並 外内：・暢黒灰褐 灰7.5貴Y嶋R3IO/YlR4/l 4/2 外面に織文および沈纏あり

12 1021-06 縄文土謡 SPDl6 5 粗 並 外内：．灰黒褐貴 2 IO5YYRR37//22 灰貴褐 IOYRS/2 

ll 1016如 縄文土蒻 SQK5 ll ナデ やや密 並 に褐ぶ灰い貴IO橙YRIO4/YRl 7 /3 外面に沈繰あり

14 1020--03 縄文土器 S Hl2 ナデ ややIii 並 外内：：黒に褐ぶい2貴.橙5Y3IO/YIR7/3 灰貴褐 IOYR4/2 外面に沈練あり

16 1024-06 縄文士蒻 Qp 5 I 外内 ：： ナミデガキ やや粗 蛇 外内：：褐に灰ぶい黄IO橙YRIO4/YRl7/2 外面に沈織あり

16 1016-06 縄文士醤 SD4 ナデ やや粗 並灰褐 7.SYR 4/2 外面に縄文および沈縁あり

17 1016-07 縄文土器 SQDI• 4 ナデ やや咀 並 灰にぷ黄褐い貴橙IOYIORY6/R27/2 外面に縄文および沈練あり

18 1024-01 縄文士器 遣構Q上6面 外内；：ナミデガキ ミガキ 岨 並黒褐 7.5YR3/l 外iiiに沈線あり
-2一の小石を含む

19 1016-03 縄文土器 A北地側区 内外：：ナナデデ ・ミガキ やや咀 並 にぶい黄橙 IOYR7 /3 外面に沈練あり

20 1019-03 縄文土器 SQH6 U ナデ 粗 拉 外内：：黒に褐ぶい貴lO慢YR\3O/YRl6•/3/42 • 6/3 褐灰 lOYR 4/ l 外面に沈練あり

21 1025-01 縄文土蘊 PSl40・4 JS ナデオサエ やや粗 並灰貴 2.5Y7/2 6/2 外面に沈縁あり

22 1020-05 縄文土馨 表A士地餘区去 ナデ 粗 並 外内：：浅貴灰貴 22..55YY75//3I • 灰4/貴褐1 灰IOYNR46/ /2 外面に粂線あり

23 1017-06 縄文±器 豪A土地餘区去 ナデ 粗 並浅黄 2.SY 7 / 3 ロ縁嶋部から外面にかけて織文あり

24 1019--02 縄文士器 SPHIS l2 ナデ 粗 並 外内：橙にぶい5嶋YR76/5Y6R5に/ぶ3い•橙5/54YR6/4 ロロ縁縁纏部部外面に制に縄突あ文あり り

25 1020-01 縄文士蘊 SPHIS 12 ナデ 粗 並 外内：.,にこぷぶいい貴貴橙橙 IOIOYYR R67 //4 4 浅6/貴42.暗5Y灰7黄/32.5Y5/2 ロ縁罐郷から口縁外面にかけて縄文あり

26 1017-01 縄文土器 表A七池絵区去 ナデ やや粗 並 外内．褐に灰ぶい黄5Y橙RI4O/YRI 7 /2 外面に縄文および沈練あり

27 1019-04 縄文土器 包P含12層 ナデオサエ やや粗 並 外内：~ ににぶぶいい貴黄橙橙 IOIOYYRR67//43 灰浅貴貴褐25IOYY7R /53 /2 外面に縄文および粂線あり

28 1021-02 縄文土馨 SPHl5 12 ナデ やや粗 並 内外：：灰にぶ黄褐い橙IO7Y.5RY6R/62 /2 外面に縄文および粂練あり

29 1016-<)2 縄文士器 落Qち22込み ナデ やや粗 亜 にぶい責攪 IOYR6/ 4 外面に粂練あり

30 1020-02 織文土藝 包P含12層 ナデ 粗 並 外内,：黒;こ褐ぶい貴IO橙YRI2O/YR27 灰/褐3 7に.5ぶYいR橙5/7.2SYR 7 /4 外面に縄文および粂繍あり

31 1018-06 縄文土器 5QDl6 3 ナデ 粗 並 外内：攪にぶ1い.橙5VR1.65/YR67/4 熾外部面にに縄沈練文あありり

32 1020--06 縄文土器 S QK6 20 ミガキ やや粗 並 内：にぶい貴橙 IOYR7 /3 7 /2 灰貴褐 IOYR6/2 ロ縁内面に沈練あり

33 1019--01 縄文士II Qp 6 I 18.6 外内 ：： ナミデガキ 粗 並 外内．灰灰貴貢褐2.5IOYYRR74//J2 に褐ぶ灰い黄IO慢YRIO4Y/RI7/J 

3• 1018-01 縄文土器 Qp S I 22. 0 ミガキ やや祖 並褐灰 lOYR6/ 1 4/  I ロ縁： 1/4 

35 1021-03 縄文土羅 5PDIS 4 ナデ 粗 拉 外内：褐に灰ぶい貨IO橙YRI6O/YRl 7 /2 

祁 1019-05 縄文士蒻 SP015 4 ー ナデ 岨 並 内外 黄黄灰灰 2 2S. Y 55Y/ 71/3 晴灰黄 2.SY 5/2 口縁蝙部に刺突あり

37 I025-o2 縄文士器 SQK5 I! ミガキ やや岨 並 外内：：ににぷぷいい橙貴檀7.5IOYYRR67 // 4 4 褐灰 IOYR5/I 外面にキザミおよび沈練あり

38 1017--07 織文土蒻 包Q含6層 ミガキ やや粗 並 褐黒灰褐 77..SSYYRR4J//1 1 ロ縁部外面にキザミ

39 1018--06 縄文士謡 包P含l2II ー ナデ やや幌 並 外内 灰灰貨白 2IO.5YYR7B//2 2 突帯郎1こ縄文あり

40 1016-06 織文土磐 SQDl4 4 ー ナデ 粗 並 外内：灰浅貴白橙2.57Y5Y7/R 8l /3 外面に沈糠あり

41 1020-04 縄文土Ill SQDl4 4 ー ナデ Ill 並 灰にぶ黄橙い貴橙IOYIORYS/R27/•63/2 

42 ¥016--0¥ 縄文土躁 忠 ー ナデ やや粗 並 に浅ぶ黄い橙橙IOY5YRR8/6/3 4 灰fl! 7 5YR5/2 外面に縄文および沈織あり

43 1021-01 縄文士馨 SQDl3 4 ミガキ 粗 董 外内・．灰黄灰貴 22..65YY46//2 I 

44 1021-06 縄文士羅 PS•DQ4 U ミガキ 粗 並 外内：貴に灰ぶい2橙.5YIO4Y/RI6•/53/• 1 6/4 7/3 

'5 101&-07 縄文士論 SQ0l3 4 ー ナデ やや粗 拉 黒に褐ぶい7黄5檀YRIO3Y/Rl7 /灰3鴨 7 5YR4/l 鳩外郎iii1にこ縄沈繍；；ぁありり

46 1018-03 縄文士器 SQ0IJ 4 ー ナデ やや祖 並 外内：・黒に褐ぶい貴IO慢YRIJO/YR1 7 /2 灰： NS/0 外口縁面纏に綿半に戴縄竹管文あの輌り突あり

47 1025-03 縄文士Ill SQ0IJ 4 ー ナデ 粗． 蛇浅貴橙 JOYR8/3 外面に縄文および沈練あり

48 1024-03 縄文±羅 SPDl4 9 ー ナデ 粗 並 にぶい貴橙 IOYR8/3 外面に羽状圧痕あり

49 1024-04 縄文±Ill 遣蠣Rl上6函 Ill 並 にぶい貴檀 IOYR7 /2 

51 IOI 7--()6 縄文士鱒 SQ0IJ 4 ー ナデ 粗 並 外内：：灰浅貴白櫂2.5IOYY7R/BI/3灰 N4/0 

52 1017--04 縄文士騒 包Q含21II ー ナデ やや岨 並 外内：ににぶぶいい貴黄橙橙 IOIOYYRR77//3 4 にぶい貴褐 IOYRS/3 

53 1024-oS 縄文士馨 ~~ やや岨 並灰貴縄 IOYR6/2

64 1018-02 縄文土器 包Q含20層 扇8.径0 ナデ やや粗 並 外，，，：：灰にぶ貴櫂い黄橙IOYIROY5/R27/4 黄灰 2 5Y4/I 底郎； 1/6 外面に綱文あり

55 1029-01 弥生量士藝 包Q含2層 ，，，外：ハ工具ケナメデ(8本/ISa,) やや糧 良 外内：浅に貴ぶ檀い橙7.67.Y5YRR8/7/44 外内下面氣面にに"ーは凹エ繍具.,.. おあ纏たよびり痕割突ああり り

邸 1029叫 弥生量土醤 SQDI] 4 内外 ：； ナハデケメ (7*/ca) やや鴨 良 1こぶい糧 7 SYR7/4 外内面面にに煤1!!1練がお付着よび胴突あり

57 2067-o< 弥生量土鰺 )3包含1・層'2 
帽

並 にぶい橙 7.5YR7/4
-2一の小石含む

68 1029-03 臀生甕土繕 SPDIS 4 15.0 外内：：ヨヨココナナデデ ・ハケメ (8本/ca) やや粗 良 ti 5YR7/6 蠣部： 1/5 外ロ縁面1111にか1!!1織ら蠣お部よにびか割突けてあ煤りが付着

•• 1029-02 賛生畳士艤 SQ0ll 4 14.0 内外 ・. ： ョヨココナナデデ・・ナハデケメ 9ヽ(ケ8*メ/1 6ea) 岨6一の小石が1llじる 良 にぶい橙 7.5YR7/4 蠣鶴： l/6 外iiiに凹縁および剛突あり

60 1023--02 曹生高杯土鱚 SQ0l4 4 外内：；シミポガキリ痕 ハケメ (7本/<a) やや密 並 灰にぷ黄いz貴.檀sv7 IO/Y2 R 7 /3 灰白 Z. SY 8/2 円上形殿遺1孔方向2鼠・あ下議り3ガ蘭

61 1023-()6 廓生聾土鱒 SPDl5 4 ~! 外内：：ハナデケメ ナデ やや密 並 外内．：ににぶぶいい檀慢 77..SSYYR R7 7//2 3 崖郷：完存 外黒竃面にあ赤り色麟料

62 1023-06 賽生甍土鶴 PHS0• Q4 l3 台3径7 内外 ：． ハナデケメ (BCOC/'") やや密 並 外内：：灰浅貴白檀IOYIOYRR7/8/l3 2.6Y7/l 台部： 1/3 

63 1004--01 手熔弥生り型土蝙土馨 SQ0l4 4 8.0 つ11ば.径S 外内："エヽ具ケナメデ・ハケメ ケズリ？ やや密 並 灰にぶ暢い鶴7.5Y7.R5Y6/R62 /3  つロ縁ば ： ； 11//3 7 ロ縁鶴外iiiおよびつば椰に割突あり

64 1008叫 土：鱒 SQHIO I 13.0 7.3 底4.径0 外内：：ナエ具デナ・デハケ？メナ・デオサエ や-やa一糧の砂粒を含む 並 外内：・1にこぶぶいい貴貴檀檀 IIOOYYR R 67// 4 3 底ロ鄭縁・.ほ1ぼ/完3存 内面に黒変鄭あり

65 I函 --03 土：鱚 SQH8 I "・" 6.8 纏,.径s 外内；：ナハデケメ・ハケメ・オ＊エ
糧

並 外内：：灰にぶ貴褐い貴IIIOYIR OY6/R 26/に3ぶ灰い賞貴II鶴 IIOOYYRR 65//2 3 ロ底縁鄭； ・1完/存8 
＂～， ~• 一(IJ,Jヽ 石を多く含む

内面に煤が付着

第 1表 出土遺物観察表 (1)
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地 豊縁書号 騒種 遣出土位構置
口径 騒 潰 その他 Ill 豊技法の特徽 胎土 焼成 色躙 残存 備考

66 1030-05 士:111 SQHIS l2 ナデ 祖 良 にぶい黄橙 IOYR7 / 4 円形の穿孔が 9カ所あり

67 2025-04 土師甕蒻 S~RH-l6 l .. 3 12.8 II 9 体13部径4 外内：： ヨヨココナナデデ ハ工具ケナメデ(6ナ-デ7本・/オサJoエ■) や-や2一粗の砂粒を含む 並 褐に灰ぶい貴7.橙5YRIO5Y/RI 6/3 7 /3 体ロ縁部 .・ 22//3 3 

邸 1005-02 ±;器 SHl3 14.2 13.1 外内 ：： ヨヨココナナデデ，ハ9ケヽケ ・(ナ6デ本/（caエ具)痕あり） や-や2一密の砂粒を含む 良灰褐 7.SYR 5/2 1/4 外面に煤が付着

69 2025-01 土師饗蒻 S-R H-16 l3 ., 17.4 体17部.穫2 外内：； ヨヨココナナデデ ナケデズリ 岨 並 ににぷぶいい橙赤褐5Y5RYR6/5/44 体ロ縁部 . 21 //8 5 
-2  5一の砂粒を含む

70 1006~01 土師甕器 SHI3 19.2 外内：： ヨヨココナナデデの・ハちハケのケち11ミガ0*キ/"') ・ケズリ 粗 良 IP'! 外,. ：.. ににいぶぷ鑑着いい鳳橙貴橙,n7v.5IoOYYsRR /77 s // 34 灰Iこ貴ぶ褐いIO橙YR7.65/YR26/4 口鰊： 1/4 外面に煤が付着
-• 一の小石を含む

71 1028-01 土師甑謡 カSRマHl6IJ ド 30.0 313 110 外内：：ヨヨココナナデデ ケオサズエリ ナデ ケズリ や3や.岨5一～の小石を含む 並 外，，，：：檀にぶ2い.橙5YR7.65/YR67/にぷ4い橙 7 5YR7/4 底ロ縁部 ： 小1/片5 池4

72 1008--02 台土師付器椀 SPH24 I6 13.0 5.4 底4.径9 外内：：ナエデ具ナデ ・ンポリ痕 ナデ や~や3一祖の砂粒を含む 並 内外：：ににぶぶいい貴橙橙7.5IOVYRR66//43 ロ緑： 1/4 外面に黒鍼あり

73 1008--05 土丸師底雌量 SPH24 l6 14.0 7.2 ナデ ミガキ や-や1一密の砂粒を含む 並 外内：：1にこぶぷいい橙橙 77.. 55YYR R66// 4 4 黒 IOYR2/l ロ縁： I/2 

74 1008-01 ±土 SPH24 l6 14.0 外内：：ナミデガキ・ミガキ や~や2一岨の砂粒を多く含む 並 にぶい赤褐 5YR5/4 ロ縁： 1/2 

75 2024-02 土土 SPHI6 l6 台10径. 0 や-や1一粗の砂粒を含む 並 浅にぶ貴橙い橙IO7Y.5RY8R/73 /4 台部： 1/4 

76 1002-02 土師壷雌 SPHS29 I 8.1 9.1 体9郎.4径 外内：：オヨサコナエデ・ナ・デナデ ケズリ や~や2一鴨の砂粒を含む 並 s下.部部：．褐に灰ぶい橙7.5Y5RY5R/61/・44/1 完形 ふ l

77 1001-03 土：器 S PHSI 29 10.0 13.2 体14郎.径3 外内：；ヨヨココナナデデ ・ナデ・オサエ 粗
拉 にぶい檀 5YR7/3 6/3 2 5YR6/4 体ロ縁部 ： ： 完2/存5 池外面7に煤が付着

-• 一の小石砂粒を含む

78 1001--01 ±土 S PH51 29 
16.9 II 4 

底I0径.2 
祖 並 ににぶぶいい橙貴橙7.5IOYYRR77 // 4 4 6/4 完形 伽 6

0,0  " 
-• 5一の小石砂粒を含む

79 1001-02 土高師杯器 SPHSI 29 18.0 119 底12径.2 や-や2一粗の砂粒を含む
並 にに,_ ぶぶ..いい:,f!It. 赤IO褐l!!Y77RS.2i5V5d-.Y5/ぶRYRs1R6/•/~54, /4\/4•15灰·Yに贄7.ぷR暢5いY6/橙RIO45Y7/.R 51Y5・/R42 7//1 3 

ロ縁： 3/5 No.3 

80 1002-01 ±/Ii~ SPHSI 29 19.0 13. 〇 底11径5 や-や,粗. 5一の砂粒を含む 並 鶴に..灰ぶ..し. 底ロ縁部 ： 21 //5 3 池2 4 5 

81 1026-01 土師甕器 カSRHマl5l7 ド 12.3 13.9 外内 ：： ケヨズコナリデ・ヨハコナケデメ (8本/co) やや粗 並 外内・灰灰褐褐 77..55YYRR 66//2 2 55//2 2 5YR6/2 ロ縁： 1/3 ND.l 

82 2026-02 ミニ椀チュア SS H15 l7 6.0 3.3 外内：．ナナデデ オサエ や_や,粗5一の砂粒を含む 董 褐に灰ぷい橙IOYIORYS/R71/4 ロ縁： 1/2 

83 1027-01 ±:馨 ~SR-HIS l7 29.0 25.6 底8.径0 内外：； ヨヨココナナデデ ハハケケメメ (ケ8本ズ/リca・)エ具ナデ やや密 並 外内：：ににぶぷいい慢黄橙7.SIOYYRR7 7//4 2 底郎： 1/3 ふ5

84 2025-02 須杯恵董器 七SR—Hi5l7 ,, 16. 7 43 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2祖. 5一の砂粒を含む や軟や灰にぶいN貴7/橙0IOYR 7 /3 ロ縁： 1/4 

85 1007-01 須杯恵董馨 カSRマHISl7 ド 15.0 5 0 外内：：ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や~や2一密の砂粒を多く含む 並灰白 7/ ロ縁； 1/3 外面に自然軸

86 2045-02 士：器 STH58 7 内外：： ヨヨココナナデデ ハ工具ケナメデ や-や1密-の砂粒含む 並 外内：．灰に鴨ふい橙7.5Y5RY4R/42/2 

87 2046—⑯ 須杯恵董器 STH59 7 13.0 外内・：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密 良灰 NS/ ロ縁： 1/8 外面に自然軸

88 2047-05 須杯恵身器 STH59 7 10.0 5.0 受12部.径0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3一密の砂粒含む 良灰 N6/ 受部： 1/4 

89 2046-05 須杯恵董器 STH59 7 16.0 3.7 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や_や,一密の砂粒含む 良灰白 N7/ 日縁： 1/8 

90 1006-01 台士鉦付器甕 S QH53 25 15.5 外内：・ ヨョココナナデデ ナハデケ (オ5サ本/エ, ●） ケズリ
粗 良 外内：；ににぶぶいい橙貨橙7.5IOYYRR7 7//3 3 Iこぶい橙 7 5YR7/4 1/7 煤が付着
~• 一の小石を含む

91 1030-06 名9 SQH63 25 外内：：ナナデデ・ケズリ やや粗 良 にぶい黄橙 IOYR7 /2 

92 1029-05 台土師付器甕 SQH63 25 台8.径9 ナデ やや岨 良 にぶい橙 5YR7/4 台部：完存

93 1032-01 須杯恵董蘊 SQH53 25 II 0 3.6 外内：・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密 良 灰紫灰NS5/RP6/l ロ縁： 1/4 外面に灰かぶり

94 1007-02 須杯恵葦器 カSQHマ5325 ド 12.0 45 内外：：ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や~や5密一の小石を含む 並 外内．．灰灰 NN65/ / ロ縁： 1/3 

95 1030-07 須杯恵董器 SQH53 25 14 0 4.6 外内；：ロロククロロナケデズリ ロクロナデ やや密 良灰白 5Y7/l ロ縁： 1/6 ロ縁部外面にキザミ

96 1010-02 ±:器 焼^P・土5・0 上^^  ヽ 123 5.5 外内：：ヨヨココナナデデ ナハデケ オサエ ナデ や~や2一粗の砂粒を含む 並 外内m筆．．鰭鱗黒<冑灰N,nv2/ o 5PB/3? /.I.. にぶ>OいV黄R橙S/IO?Y• R? 3//? 2 2/2 完形

97 1003-01 土：器 S PH50 33 外内 ：： ハヨケコナメデ？ ハ工具ケあメた(り7痕本/~) や-や2-祖の砂粒を含む 並 内外．ににぶぶいい貴黄橙攪 IOIOYYRR77//4 2 橙 5YR6/6 底外部面にに穿黒斑孔あありり

98 1032-02 須杯恵董器 S PHS33 O 12.0 4.5 外内：：ロロクク・ロロナナデデ ロクロケズリ やや粗 良灰 N6/ ロ縁； 1/8 

匹 1003-02 土：器 SPHSO 33 
12.0 

外，，， ：： ヨヨココナナデデ・ハオサケエメ (2 0 本/~) や-や2一密の砂粒を含む 並 内外：：ににぶぷいい褐橙 77..55YYRR66//4 3 にぶい貨橙 IOYR6/3 ロ縁： 3/4 外ロ縁面に内煤面がに付1111燈着？あり

100 2026-01 土師量器 S QH50 33 15.8 や-やI.粗5一の砂粒を含む 並 褐に灰ぶい黄IO橙YRI4O/YR1 6/3 ロ縁： 1/6 

101 2043-03 土：器 SRH5l36 J ナデ や微や砂密粒含む 並 外内 灰にぶいN黄3/橙 IOYR 7 /3 

102 2038-03 ±:器 SRH5136 3 13.0 3.7 外内．： ヨヨココナナデデ ナミデガキ・ケズリ や-や2一粗の砂粒含む 並 2SY 6/6 

103 2044-07 須高恵杯蘊 S RH516 33 141 ロクロナデ やや密 並 外内：．灰灰 NN65/ / ロ縁： 1/7 外面に波状又あり

104 2085-04 須杯恵量器 SHH32 57 13 0 4.4 外内・：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密 良灰 NO/ 穣部： 1/6 天井部にヘラ記号あり

105 2085-03 須杯恵身器 S HH32 57 13.0 5.0 受16部.径0 外内：；ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密2一の砂粒含む 良灰 N6/ 受部： I/6 

I⑯ 2094--05 ±:雛 SDH40 77 l0.5 4.4 ョコナデ・ナデ や-やs密. 5一の小石含む 並 にぶい貴橙 IOYR7/4 ロ縁： 2/3 

107 2098-03 士：騒 SDH40 77 外内 ：： ヨヨココナナデデ ハオサケエメ や微や砂粒密含む 並 にぷい貴橙 IOYR7 /3  

108 2088-01 ±;藷 S0H40 77 18.0 頸15郎.径0 外内 ：： ナヨデコナ・ハデケハメケ(メ5*(/4c-●)5本/,●） や~や2一岨の砂粒含む 並 ~KII.ぷI!!い黄橙IOYIROY8/R 3 7 /3 頸部： 1/6 

109 2098--08 須杯恵董謡 SoH,o 77 14 0 檀13郎径5 外内；：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ やや密 並灰 N6/

110 2084--05 須杯恵身Ill SDH40 77 13.0 5.3 受16部径0 外内；：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2密. 5一の砂粒含む 良灰 N5/ ロ縁： 1/6 

111 2091-03 須杯恵賓雛 SDH40 77 12.0 内外：： ロロククロロナナデデ• ロクロケズリ や-やI.糧5一の砂粒含む 並 外内：灰灰 75.5YY56//J J ロ縁： 1/4 

112 2092-02 士：謡 SRH67 116 12.0 16. 3 体部17最.0大径 ョコナデナデ や~やI密. 5一の砂粒含む 並檀 5YR7/6 体部： 1/2 

113 2047-02 須杯恵•彗 SRH57 ll6 15.0 46 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密 良青灰 5PB6/1 ロ縁： 1/3 

ll4 2044-06 須杯恵身蘊 SRH57 l16 10.0 受12部.径0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ やや密 並灰 N6/ ロ縁： I/7 

115 2045-04 名P SRH51 116 やや密 並 外内．灰黄灰黄 22 .SSYYS6//2 1 

116 2100-01 土；雛 SRH57 116 11.4 外内 ：： ヨヨココナナデデ・ナハデケメ (6*/, ●) や~や2一粗の砂粒含む 並 外内・：灰灰貴貴暢褐 IIOOYYRR66//22 灰にぶ貴い2貴.檀5Y7IO/Y2R7/3 ロ縁： 1 /10 

117 2047-<>6 須鑽恵順Ill SRH57 l16 
帽

並 灰灰白 NI4O/YR 7 / I ~I一の砂粒含む

118 2039-02 纏須恵形鑓 S13H8 67 ロ11.牲0 ロクロナデ 徽密砂粒含む 良灰 NS/0 1/D 5 体部に槙状文あり

119 2062-01 ±:・ S』H3536 14.0 外内：：ハヨケコナ・デナデ・ハケメ (4~5本/c■） や-や2一帽の砂粒含む 並 橙内．灰5褐YR76.5/Y6R4灰/黄2褐に!OぶYいR暢4/7.2SYR 6/2 ロ縁： 1/7 

120 2036--02 ±:・ SHH33 56 15.0 外内；：ハハケケののちちヨヨココナナデデ ナハデケ・(オ8サ本エ/I Be●) 粗 並 外内．.IIにぶい5黄Y褐R7/IOY6R5/3 ロ縁： 1/6 
-2一の砂粒含む

121 2062-02 屯醤 SJ H33 56 16.0 内外：：ナナデデ ハケメ？ や-や3一粗の砂粒含む 並 にぶい貴褐 !OYR6/3 5/3 

122 2063--0 I 須杯恵賓蘊 SJ H33 邸 13.0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2一粗の砂粒含む 良灰 N6/ 5/ 

123 2063-02 須杯恵賓繕 SJ H33 邸 "・' 外内 ；； ナデ やや密 良灰 N6/

124 2060-04 砿石 包J含33層

125 2056-05 ±:鰭 SFH39 75 II 0 内外：； ヨヨココナナデデ ナハデケメ 16本/,●） 
密

並 外内：贖に灰ぶい貴N橙3/IOYR 7 /2 ロ縁： I/4 -, 一の砂粒含む

126 2067-01 土：羅 SFH39 75 13.0 外内：： ヨヨココナナデデ・ナナデデ ・オサエ や-や1-岨の砂粒含む 並 橙にぶい5慢YR76./5Y6R7/4 ロ縁： 1/4 

127 2067-o2 土：騒 S EH40 75 19.6 攣14.4郎径 外内 ：： ヨヨココナナデデ・ナハデケメ・ハ(ケ5,.:メ/(,5●,.:) /c●) や-や1.祖2aの砂粒含む 並浅貴慢 7.5YR 8/  4 頸部： 1/5 

128 2052叫 須杯恵董馨 SEH40 76 114 ... 口11.穫0 外内；；ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2一密の砂粒含む 並 外内：：灰灰 NNSS//0 0 灰白 7 5Y7/l ロ縁： 1/2 

第 2表 出土遺物観察表 (2)
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I登録番引 器種 遺出 r位溝置
Cl 径 器漬 その他

調整技法の特徴 胎七 焼成 色 調 I 残存 1 備 考

須杯恵身器 F39 
110 51 受1部3.0径 外内．ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3~密の砂粒含む 並 外内 /灰,iel NN5/7/0 I lは=:,;,~ S H75 

ミニ椀チュア
s JH1S 53 2.7 2S ナデオサエ や-や,血咀の砂粒含む 並 にふい黄澄 IOYR6/4

土：器 S13114 53 9.0 内外・ ヨョココナナデデ ナナデデ オサエ や-や1咀 s~ の砂粒含む 並 にぶい資澄 IOYR7/3 u馳 J/5

1::111 K34 35 
140 頸12部径0 外内・・ ョョココナナデデ ナナデデ ハケメ？ や-や2匹'll0の砂粒含む 拉 外内：：灰にぶ黄褐い橙IO7Y.5RY6R/62/4  灰褐 75YR5/2 頚部： 1/6 

SH59 

須杯恵蓋器 SJ1134 53 13.4 3.4 外内：・ ロロククロロナナテデ ロクロケズリ
密 艮灰 N7/ ll縁 l/2
~ J 511111の砂粒含む

須杯恵量器 S )J114 53 125 42 外内：ロロククロロナナデデ ヘラキリ や-や2匹密の砂粒含む ,W 外内 灰灰 7JO.5YYR66//I I ロ縁： 1/2 

須杯恵身器 S J 1135 53 15 0 48 受17部.径5 外内：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3粗5回の砂粒含む 良灰 N6/0 受部 J/8 

須漏恵杯器 S)3H54 3 13.6 ロクロナデ 微密砂粒含む
良 外内：・ 灰肯灰N45/860/1 

須息恵杯器 JS '4H'5' '5 1'0 内外：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や4密 s~ の小石含む 並灰 ~l N 7 / I I」紘 1/2 I屑部にキザミあり

須杯恵身器 SH54 140 ロクロナデ や-や3•密の砂粒を含む
良 灰灰(lNI5O/ Y7/1 I 1 /3  

土師甕器 しS~ 屯H-つ_63"' , 127 外内 ・ ハョケコナメデ(5ハ1'/ケcメm)(7本/c●）
祖

Jj, 内外 灰に黄ぷ褐い橙IO2Y5RY5R/62/4褐灰IこぷIOいY黄R橙5/IOlYR7/3 
-2-の砂粒含む

t: 器 F38 
142 外内 ・摩ョ滅コのナデため不ハ明ケメ (12本/29cm) 

租
並 外内 浅浅黄黄橙橙 7JO5YYR R88//4 4 口紘 1/4 

SH63 -3-の砂粒含む

台上師付器甕
F38 応9．.径9 内外： ナョデコナデオサ・ナエデ や-や4密,. の小石含む 並 ににぶふいい橙褐 7 5YSYRR7B//4 3 底部：ほぽ完存
SH63 

須高恵杯器 G35 H36 
ロクロナデ 微密砂粒含む 良灰 N5/0 1口縁部波状文あり

SH63 

須高恵杯器 s E"3" 7 12.0 外内・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ
密

良灰 N6/0 n縁： l /8  I外面に直lj突文あり
~ 1111111の砂粒含む

須杯恵量器 S11E7838 •79 140 41 外内：・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ やや咀 並 外内：：灰灰 NN65//0 0 口紘： 1/2 

須杯恵董器 SHE7838 •79 142 4.5 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2密s-の砂粒含む 並灰 N6/I 5/ 4/  

須杯恵董器 SH7E838 ・79 13.8 4.5 外内：・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3-密の砂粒含む 並 外内：橙暗灰75NY2R/7/に6ぶい黒黄褐澄 IOIOYYRRJ7//1 4 

±:器
K38 

外内~ ナナデデ ハ工具ケナメデ(5~7本/cm) やや密 並 外内：・ 灰にぶ白い2黄.S橙YB!O/Y2R7灰/黄3褐にlOぷYいR褐6/725YR6/3 I l外面に黒変部あり
カSマHド55紐

士師甕器 K'8 
240 ハケのちヨコナデ ナデ や-や2-租の砂粒含む IP 内外 に淡橙ふ橙5YR1.85/YR41/にぶ4い橙7/53YR6/4 7 5YR6/4 

SH55 

士守 SK"539 5 II 0 ,o 外内・ ョ3ココナナデデ ナケデズリ
祖

吃橙 5YR7/6 ロ縁： 1/8 
-3置 lの砂粒含む

須杯恵量器 SLH38 55 15.0 内外．ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や61Jl 1 .. の小石含む 並 外内：，"灰 NN65/ / 口紘： I/3 

須杯恵蘊器 S K1138 55 145 外内：：ロロククロロナナデテ ケズリ やや密 良灰 N5/ 6/  ロ紘； 1/2 

ミニ壷 S LH39 59 3 7~3. 8 3.9 ナデ や~や2呵咀nの砂粒含む 並 外内．：暗に灰ぶい橙N3/7.50YR7/4 7/3 完存

士師壷器 S)SH8 59 6.9 10.5 底3.径5 ヨコナデナデオサエ や~やt血密、の砂粒含む 甚 褐にぷ7い.5黄Y橙R4IO/Y6R7/4 ロ縁： 1/3 

士師甕器 SKH40 59 18.0 頸15部.0径 外内 ~ ： ョヨココナナデデ ナハデケメオ(サ3エ本/cm) や-や2呻粗の砂粒含む 並 にぶい貨橙 IOYR 7 / 3 7 / 4 受口紘部 ： 11 //8 8 

I 20s<-02 I±;器 カSKマH4059 ド 12 0 ヨコナデナデ やや祖 並灰褐 75YR6/2 ロ縁： 1/3 

須杯恵身器
K39 

13.0 41 受15部.径0 外内．ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や2111111祖の砂粒 6 5 an(IJ小石含む 良青灰 586/1 口紘： l/2 
SH59 

須杯恵身器 SGH365 0 117 受14部径2 外内：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~やI.密5mmの砂粒 511111の小石含む 良灰白 N7/0 受口紘部 11//8 6 I底郎外面に自然釉

1,: 器 SGH36 62 II 0 内外：： ヨヨココナナデデ ナケデズリケハズケリ メ I 7本/c,) や-やa-咀の砂粒含む 並 にぶい橙 5YR6/4 ロ縁： 1/8 

須杯恵董器 S GH'6 62 147 44 内外 ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や~や2咀. 2mmの砂粒含む 並灰 N7/

須杯恵身器 SGH366 2 13.0 47 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-やs~柑の小石含む 並 灰黄灰黄 2 2 55YY46//2 1 1 口縁： 1/2 

土師甕器 KS40!1・6" 41 15 0 外内 ：： ヨヨココナナデデ ナハデケのケちナズデリ？ 
粗 並 外内,：橙,こぶい5黄Y褐R6!/OY6R5/3 I IJ紘： 1/5 
~ 1 5一の砂粒含む

土師甕器 K41 
15.0 外内：：ヨヨココナナデチ 工具ナテ やや密 拉 内外：灰に褐ぶい橙7.5V5RV4R/62/4  Iこぶい赤褐 5VR5/4 

S li66 

須杯恵量器 S)H41 66 17.0 47 外内．ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2-祖の砂粒含む 良灰 N6/ 口紘 1/3 

須杯，1!l身器 K41 
135 受16郎径0 外内・・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や4■密•の小石含む 拉灰白 N7/ ロ縁： 1/3 

S 1166 

土師甕器 S Ffl37 64 12.0 外内 ョョココナナテデ＇ ナ工テ具'ナデ や-や,暉粗の砂粒含む 悦 にぷい黄橙 IOYR7/3 n縁： 1/4 

士師甕器 SFH37 64 112 外内，ヨ3ココナナデデ ナナデデ ミガキ？ やや密 並 外内・・ ににぷぶいい黄黄橙澄 JOJOYYR R77//23 灰褐 7.SYR4/2 ロ縁； 1/5 

須杯恵董器 S G1132 64 16.0 • 5 稜JS糾lO径 外内・・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や,密. s-の砂粒含む 屹／火 7.SY 6 / I 日縁： 1/3 

須杯恵量器 S GH32 64 内外：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や4や11111密(/)小石 ~I 5m.iの砂粒含む 並灰む N7/ 1天井部が赤い

須杯恵董器 SFH367 4 内外・：ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や~やa-祖の砂粒含む 並灰 N6/ 5/  

須杯恵葦器 S EH33 65 15 0 5.4 外内：・ ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や-やs~租の小石含む 並灰 7.5YR6/l I 口縁： 1/6 

I I 2084→ 011 土：器 SGH33 72 17.0 外内・・ 摩ケ滅ズのリため不明諌
祖

前 にぶい黄橙 IOYR7/3 I~l 縁： 1/3 
-3 5匹の砂粒含む

士師壷器 SGH32 72 9.8 外内：： ヨヨココナナデデ ハオサケエメ ナデ 咀 並 外内：：澄にぷ7い.貨5Y褐R7JO/Y6 RS/4 にぶい橙 5YR6/4 
-4-の小石含む

土；器 SFH33 72 内外 ョョココナナデデ ハハケケメメ (6~8本/co)
祖

拉 にぶい橙 7.5YR7/4
~2111111の砂粒含む

須杯恵身器 SG11372 2 140 47 受16部径4 外内・・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や•~咀の砂粒含む 良灰 N6/0 5/0 I 受口縁部 22//3 3 I底底部郎外内面面ににヘ当てラ記具痕号あありり
須杯恵身器 S GH3' 72 14.0 5.0 受1部70 径 内外：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や3密m111の砂粒 6 511111の小石含む 良灰 N6/ 1 口紘： 1/2 

士：器 E32 
I0.3 5.7 外内・ ヨョココナナデヂ ナナデデ オサエ や~や2螂用の砂粒含む 並 内外・：橙灰白25IOYYR R6S//81 灰橙白 SSYYRRBB//2 2 

S 1169 

土師甕器

-＊"'腐マ""ド"ら● 

12.4 16.8 外内 ：： ハヨケコナメデ(6本ハ/ケ,メ・,)(7-ケズ.本リ/c●） や-や,密s-の砂粒含む 並 外内．に黒ぶい5黄Y橙RI7IO/Y1R 7灰/白4 IOYR 8/2 I 口縁： 1/3 

屯器 190 内外．・ ョョココナナデデ ナハデケメ や~や2祖. 5暉の砂粒含む 並 外内,に,こぷぶしし橙橙 75.5YYRR66//44 灰褐 7 5VR5/2 1 口縁:l / 4 

土師壷器

9・舟』..  ,マ-::ド,:. . L ● 隋

18.0 外内：： ヨヨココナナヂデ ケハズケのリちナデ やs-や咀大の4ヽ石 -2 ... の砂粒含む 並 外内：：澄にぷ2い.橙5YR7.65/YR66/5Y4 R77//4 6 

士：器 底8.抒5 外内：：ケナデズリ オサエ や~や3-咀の砂粒含む 並 にぷい橙 75YR7/4 I底部・ 1/4

土：器 32. 0 内外： ョヨココナナデデ ケケズズリリの？ちナデ や~やl粗. 5口げの砂粒含む 並 外内：ににぷぶいい褐橙 7 7.55VVRR 56//63 澄 7 5VR6/4 

屯器 S FH32 70 113 ". 体部15最6大径 外内・ ョョココナナデデ ナナデデ オサエ 咀
並炊黄褐 IOYR6/2 口紘： 1/3 

-2皿の砂粒含む

±:器 SFH32 71 13.0 沈線13.部〇径 外内~ 摩ミ滅ガのキため不明瞭 租
並橙 5YR6/6 沈線部： 1/4 

-3呵の砂粒含む

土椀師器 G32 
125 外内： ヨョココナナデデ ナナテデ＇ • オサエ や-や,粗5""ifJ砂粒含む 並 にぶい橙 7.5YR7/4 ロ縁： 2/5 

S H71 

土:器 s F,3m 2 140 外内 ：： ヨヨココナナデデ ナオテサエ や-や2-祖】の砂粒含む 並 外内・ 暗に灰ぷい黄N澄3/10YR7/2 口紘： 1/6 

土師婉器 SF11'2 71 ヨコナデナデオサエ や-や2-咀の砂粒含む 並 にぷい黄橙 75YR7/4 5YR7/4 

ミニ椀チュア
SGH32 71 3.5 26 ナデオサエ や-やI.咀5.., の砂粒含む 並橙 5YR7/6

土：器

企,迅盆"-,'ド"● ， 

19. 5 内外・ ョヨココナナデデ ナ工デ具ナデ や~や3皿咀aの砂粒含む 並 内外．ににぶぷいい橙黄橙7.l5OYYRR67 //4 3 

I 20,s-01 I 士『 13.0 ヨコナデナデ や~やI粗. 5 □•の砂粒含む 並 にぶい橙 75YR7/4 1 口縁, 1/3 

七；器 JS O 内外 ：： ヨヨココナナデデ ナハテケメ
祖

拉浅黄橙 IOYRS/3
-2-の砂粒含む

須杯恵董器 SFH'2 7l 15.0 5.0 内外：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密3一の砂粒含む 良灰 N6/ ＼ 口縁'.¥/3 

第 3表 出土遺物観察表 (3)
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ふ 1登緑薔引 器種 遺出土位構置
Cl 径 器禎 その他

調整技法の特徴 胎 le 焼成 色 調 I 残存 1 備 考

須杯恵羞器 S GliS3 71 16. 0 50 外内：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~やI密. 5皿切砂粒含む ,W 灰灰白 NN6/7/ ↓ .l縁： 1/3 

須杯恵身器 カSマFH3ド7l3 邸 13.5 5.0 受16部.径1 外内：・ ロロククロロナナテテ ロクロケズリ や-や2匹粗四の砂粒含む 並 内外・ 灰灰(lSY 5Y5/ 7/I I I火白 5Y7/I I 受口紘部 11 // 2 2 

．土椀師器 SF1138 74 115 42 内外・ ヨョココナナデデ ナ）且デナデ や-や,回密辺）砂粒含む 並 内外・ 貨に灰ふしヽ 2S橙 Y7.S4/YR t 7/4 

士師甕器 E38 
ll 6 内外 ヨヨココナナデデ ナr具デナ・デオサエ ハケ (4本/I1cm) や-や1-密の砂粒含む 並 外，，，： ににぶぶいい橙橙 75SYYRR76//44 に底ふ良い褐褐 IO7.YSYRR4/6/2 3 I 口紘 1/1:1 

SH74 

土師甕器 SEHSB 74 13.0 内外 ヨヨココナナテデ＇ ナハテケ'メ (12本/15, ●) 
祖 並 にぶい澄 75YR7/3 I [J縁： 1/3 
~ 2 5mmの砂粒含む

士：器 SFH38 71 131 外内 ・ ョヨココナナデデ ナハデケメオ(サ4エ-5本/em)
祖 並 県にぶ褐い黄IO澄YRI3O/YR26/3 
-2-の砂粒含む

士師壷器 SFH38 74 210 内外 ヨヨココナナデデののちちハハケケ (144--55本本//ecaa)) ナ,ヽデケメ 13 ,IC/ca) や-や1呵密の砂粒含む 並 にぶい黄澄 IOYR7/3 I ll秘： I/4 

199 I 2031-03 J 土師甕器
E38 

118 外内 ヨヨココナナデテ ナハテケメ (6本/,ml や-や1閾密の砂粒含む 並灰黄褐 IOYR5/2 n緑： l/4 
S1174 

士師甕器 FS38H7・34 9 13.5 15.4 外内 ：： ナナテデ' ハL具ケナメデ(5 ハ本/ケcメm) や-や2~粗の砂粒含む 並 外内：ににふふい黄橙澄 5YIOYRR6/7/44にぷい褐 75YR5/3 I "紘 1/• I内面に煤付着

201 I 201•-o, 1 土師甕器 SFHSB 74 J40 外内 ：・ ハョケコナメデt具ハナケテメ'(5-7本/,・●) や-や3四柑の砂粒含む 並 外内 灰黒他黄褐JOIYORYR3/6/l2Iこぷ褐灰い貨澄IOYIROY5/R61 /3  

土高師杯器 S1-17F4輿3•9 75境 15.9 ョコナデナデ や~や3螂密の砂粒含む 並 外内 橙にぷ2い.橙5YR57Y/R6 6/4 

須杯恵身器 FSS8im •S9 10.5 4.6 受13部.径0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や2血柑lnの砂粒含む 並灰 NS/0 受い紘部：： 11//2 2 外由に自然釉

204 I 20os-04 I 須杯恵身器
E38 

111 47 外内：・ ロロククロロナケデズリ ロクロナテ'
租 屹 ／/j< 火白 NN6/7/ 歪みが大きい

SH74 -• s~ の,Jヽf,含む

須高恵杯器 FS38H•H '9 IS.8 内外：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密 艮 J火 N5/0 [J紘 I/2 杯部外面に波状文あり

七；器 カSPマH58 ト 15.0 内外・・ ナナデテ’ ハハケケメメ ケズリ や~や2u粗の砂粒を含む
並 外内黒褐：.に.ぶ7ぶ.い5VJ黄謬R橙3'./1~0" l Y ..... R,., 7/32 掲に/1<.ぶいIO黄Y褐R4IO/YRS/3 n紘 I/4 内面に煤が付着

土把師手器 S Q1152 32 外内：ナオテサエ ナデ や-や2-柑の砂粒を含む 並 にぶい貨橙 lOYR 6 / 3 

土師甕器 SJ H38 73 16. 5 18 9 外内・・ ハョケコナメデケズハケリメ 上具ナテ や-や,四密の砂粒含む 並 外内 灰に褐ふし橙7.5Y75RY4R/62/4  ロ縁： 1/4 

20, I 20,a-os I 須恵椀器 sJtm " JO 0 内外：：ロロククロロナナテデ ロクロケズリ や~や2密 5 匹•の砂粒含む 並 外内 灰灰白 NN4/7/ い緑： 1/4 

SFH40 76 
14 0 

ナデ や-や4.. 杓lの小石含む 並 にぶい黄橙 IOYR6/4 ほぽ完存土師器杯 34 

七：器 S＋EHっ417ト6 II 0 外内・ ョヨココナナデデ ナ工デ具ナデ や~や4,o密の小石含む 悦 外内 黒に褐ふい2澄.5Y7.35/ YRI 7/4 口紘 1/s I隕変

土師甕器 SFH40 76 13.0 ョコナテ＇ ナデ 咀 屹 にぶい橙 5YR6/4 ロ縁： 1/6 
~ 41111111/)小石砂粒含む

f: 器 E40 41 
内外： ヨヨココナナデデ ナハデケメハ(ケ6本メ/1,6叫本/em) や-や2~粗の砂粒含む 並 灰明黄黄地褐 IIOOYYRR 57//62 浅黒褐黄橙IOlYOYR R 3/8 / 2 3 

SH76 

須杯恵董器 SFH40 76 120 47 内外 ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や2血粗＇の砂粒含む 良灰 NS/ 1 口緑 I /3  I外面に自然釉

須杯恵蘊器 SFH40 76 12.0 5.0 内外~ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~やI四密の砂粒含む 良灰 N6/ n紬 I /5  I外面に自然釉

土高師杯器 SFH40 76 底8径3 ヨコナテ＇ ナデ や~やI直密の砂粒含む 並 澄にぶし5橙YR57/YR67/4 I底部 1/2 

フイゴ羽口 カSマHl4ド や-や2.. 密の砂粒を含む 並 紫オ限リープ5灰Pl27/ .5GIYに6/ぷいl黄灰橙白IOY5YR87//23 

土師甕器 カマHドS6騎 2 14.6 内外・：ハハケケ ナデ オサエ
や-やI.租 8 皿•の砂粒含む 並 内外・ 浅に黄ぶ橙し、澄7.57.Y5YRRB/7/O4 Iこぶい澄 7 5YR7/4 い縁： I/3 

219 I 2ooa-01 I±;器 カマ11ド36跡 2 154 内外~~ ョョココナナテデ ハオサケエ(5本/,●） や-や4直密の砂粒含む 並 に浅ぶ黄橙い橙JO7Y.SRY8R/3 n紘： 1/6 

土師甕器 カマHド36騎 2 118 ョコナテ＇ ナテ' や-や,~密の砂粒含む
並 に黒ぶ2い.橙5V25/ YI R7/3 灰白 IOYR 8/ 2 い紘：ほぽ完仔

土師甕器 カマHド36跡 2 20. 〇 体32部.0 径 外内： ヨヨココナナデデ ハL具ケナメデ(4~ ケズ5本リ/cm) や~やI~笞の砂粒含む 並 外内：ににぷぶいい赤黄褐橙 !5OYYRR 57 //4 3 灰Iこぶ貨褐い黄橙IOYIROY6/R72/3  ，」縁 1/s I外面に黒斑あり

士師甕器 カマA地ト統区 I 210 外内 ：・ ヨョココナナデデ オハサケエメ (ナ5テ本'/c●） やや柑 並 に内ぷ面体い橙部： 7に.SぶYいR黄7橙/4IOYSR Y7R/73 /4  口紘： 1/3 

士：器 カマGド3跡13 外内 ：： ナナデデ ハオサケエメ (9本/,●） や-や1密s-の砂粒含む 並 外内：・ 橙にぷ2い橙5YR7.65/YR66/Iこぶ4い橙 2 5YR7/4 

須杯恵身器 カマHド361/12 12.7 5.3 外内• ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や-や3祖. 5暉の砂粒含む 並肖灰 5PB6/1 口紘 1/3 

須杯恵蓋器
M39 

146 ロクロナデ やや密 ll1 灰灰白 NN4/7/00 ロ鰊： 1/7 
Pit 2 

須杯恵身器 PLit 41 1 120 ロクロナデ や-や,密s-の砂粒含む 柁灰f'l 7. SY 7 / I 口紘： 1/4 

t師壷器 S QKJ5 IB 111 外内 ：： ヨヨココナナデデ ナナデテ＇ ケオサズエリ や~や3u租の砂粒を含む 良 内外 ににぶぶいい澄褐 7 7SSYYRR67//33 灰灰褐黄褐7.S!OYYRR66//22 少L I内面に炭化物？が付着

ナ師椀器 SSD58 I31 13.0 外内 ヨヨココナナデデ ナナデテ オサエ や~や2血密》の砂粒含む 並 にぶい橙 7.5YR6/4 口紘 I/4 

土師椀器 SSD58 I31 145 ョコナデナデ 密 並 外内,：澄,こぶい5橙YR76./5Y6R6に/ぶ4い黄橙 !OYR 7/3 JJ紘： I /IO 

土師甕器 S5D58 131 9.4 外内： ヨヨココナナデデ ナハデケメオ(サ6エ~7本/c口） や-や3呻密1の砂粒含む 並橙 7.SY R 6/6 ロ縁： 1/6 

須杯恵董器 5SD58 131 16. 5 外内：・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や4m粗の小石含む 並灰白 5Y7/1 口縁 1/2 

須杯恵li器 SR058 13I 15.0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や5密. 5111111の小も含む 灰 IOY6/I ロ縁： 1/4 I天井部にヘラ記号あり

233 I 2091-os I 台±師付器甕 S LD33 58 14 0 外内 ：； ヨヨココナナデデ ナハデケメオIサ5エ本/cm) や-や2租• s~ の砂粒含む 並灰白 JOYR8/2 n縁： I/8 

台士師付器甕 S LD33 58 や微砂や粒密含む 並 外内 灰浅貨黄橙褐 IIOOYYRRB6//33 灰黄褐 IOYR 6/2 

士高師杯器 SLD32 61 底JO径0 や-や2密 s~ の砂粒含む 並 外内：灰に黄ぶ褐い澄IO7Y5RY5R/62/4  じぶい黄橙 IOYR6/3 I底部： 1/4 

236 I 2091-os I ±高師杯器 S LD366 1 や-や3-密の砂粒含む 並 ににぶぷいい黄澄橙7SIOYYR R77//4 4 

須杯恵董器
Pi"t6 ' 15.0 4 4 内外・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2... 岨の砂粒を含む 並 灰灰白 NN5/7/00 1 い縁： 1/4 

238 I 2028-04 I 土椀師器 PEit J7 8 12.6 ヨミナデナデ や-や2-密の砂粒含む 拉 外内・：暗に灰ぶい黄N橙3/I0OYR 6/3 

須杯恵董器
"E'37 ' 13.0 外内・・ ロロククロロナナテデ ナテ や-や5呵祖の砂粒含む 並灰 7.SY R 6 / 1 ロ緑： 1/4 

240 1,011-0, I土；器 Fp 35 I 15.5 ハケメ (4本/l c11) や3血や吼～の砂粒含む 並 外内：：ににぷぷいい橙橙 77. .S5YY R R7 7/ /4 4 66/ /44 橙 7. SYR 7 /6 1--1縁 1/4

241 2028-03 ±守 PFit 38 3 15.0 外内・：ナナデデ 工具ナデ や~や2皿咀の砂粒含む 並 にぶし橙 75YR6/4 口縁： 1/3 

,., I 2023-031 須杯恵身器
F41 

122 受14.4部径 外内：： ロロククロロナナデデ• ロクロケズリ や-や2皿咀•の砂粒を含む 並／火 N6/0 受口紘部 ： ： 11 //6 7 
Pit I 

須杯恵身器 PGit 42 1 125 50 受15部.径2 外内：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や2回柑mの砂粒を含む 並 灰断面N：紫6灰/05P5/J 受口紘部 わIず/か4 

須杯恵量器
11'9 

15 0 外内 ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や3匹祖の砂粒含む 並 灰灰白JO7Y S5Y / 71 /1 n紘： I/8 
P1 t 5 

2,s I 210,--02 I 須杯恵董器 PH,t 43 1 12.0 内外・・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や5匹粗nの砂粒含む 並 灰灰 NJOY5/6/0 J 日紬： l/4 

須杯恵身器
H41 

95 外内：ロロククロロナナデテ ロクロケズリ や~や3直密の砂粒含む 並 灰灰 7JO.5YY46//I I ロ縁わずか
P1 t 3 

247 I 210<-06 I ミニ椀チュア IHI • 5 28 ナデオサエ や-や1.租 s-の砂粒含む 並 にぷし橙 75YR6/4 n紘： 1/4 
Pit 3 

ミニ椀チュア PIit H3 I 5.0 外内：ナナテデ オサエ や~や3粗.． 5四の小石含む 並 にぶい橙 75YR 7/4 口紘：わずか

249 2104-04 .., ミニチ皿ュア H41 
6.0 2.5 ー ナデ や-や2四咀nの砂粒含む 並 にふい澄 7.5YR7/4 い絵： 1/6 Pit 4 

250 2104-07 士；器 P14it 0 3 140 ー ナデ や-や2-密の砂粒含む 並 にぶい橙 5YR6/4 [1紘： 1/8 

251 2104-02 ミニ椀チュア PH.t 44 1 7 0 ー ナデ や-やa~粗の砂粒含む 並 に浅ぷ黄橙い貨澄JOYIORY8/R37/4 u縁： I/4 

252 2104-03 ミニ椀チュア 'H" 44 1 7.0 40 内外： ナナテデ' オサエ や-や2租• 5呵＇の砂粒含む 屹浅黄澄 JOYR8/3 口紘 1/s I内面に刺突文あり

253 2023-06 須杯恵董器 PLit•! I 13,4 3.5 外内：・ ロロククロロナナテテ ロクロケズリ やや密 ,tt,_ I天 NS/0 n紘： 1/8 

264 2028-02 士師甕器 'M" 33 2 16. 0 外内 ：： ヨヨココナナデデ 工ハ具ケナメデ(4 ,¥c/1 cm) や~や2m粗の砂粒含む 並 にぶい黄橙 IOYR6/3 n縁： 1/7 

七師甕器 PUill 59 20.0 外内 ：： ナナデデ ハミガケキメ や-や2-密の砂粒含む 拉 にぶい黄澄 IOYR6/3 n緑： 1/4 

第 4表 出土遺物観察表 (4)

-67-



地 登鍼書号 器種 遣出土位構置
ロ径 醤高 その他

調整技法の特徴 胎士 焼成 色躙 残存 傭 考

256 2015-0J 土師椀器 包S含59層 12.5 5.7 外内 ：； ヨヨココナナデデ・ナ工デ具ナデ や~や3一粗の砂粒含む 並 灰,.． 貴ぶ褐い慢IO7Y.SRY6R /7 2/・4 5/2 ロ縁： 3/4 

257 2069-02 土調師騒 包L含4層1 14.0 外内 ：： ヨヨココナナデデ ケミガズキリ や-や1密一の砂粒含む 並橙 5YR7/6 ロ縁： 1/5 

268 2062-03 土師饒蘊 包F含40層 14.0 外内：：ヨヨココナナデデ ナナデデ ケズリ や~や2一Illの砂粒含む 並明赤褐 5YR5/6 ロ縁： 1/7 

259 2016-02 ±:器 包C地含層区 115 4.7 外内：： ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ や-や3一岨の砂粒含む 並 外内．：橙浅黄橙5YIROY6/R6B/4 

260 2067--02 土擁師謡 包E含41層 12.5 外内 ：： ヨヨココナナデデ・ナ工デ具ナデ や-や2一密の砂粒含む 並 内外：；浅にぶ貴慢い貴橙IOYIROY8/R7 3/明3赤暢 5YR5/6 

261 2093--02 土師蝙雛 包F含37層 11 9 5.0 外内：：ナナデデ オサエ
Ill 並にぷい橙 7.5YR7/4 ロ縁； 1/2 
-• 5一の砂粒、小石含む

262 2001-02 ±:謡 包F含35層 12.7 5.0 外内：．ナナデデ ケズリ や~や4一粗の小石を含む 並 内外：：橙橙 255YYRR66//66 7.5YR6/6 にぷい橙 75YR6/4 ロ縁： 1/2 内面に漆が付着

263 2065-06 ±:器 包E含41層 10.0 ョコナデナデ やや密 並 内外：：ににぶぷいい褐橙 77..55YYRR66//3 4 ロ縁： 1/8 

264 2037--05 土師椀器 包14含層1 JI 6 内外：： ヨヨココナナデデ ナオデサエ や-や,一密の砂粒含む 並 にぶい黄橙 IOYR7/3 ロ縁； 1/3 

265 2065-03 土椀師謡 トGレ4ン1チ 12.0 4.8 外内：： ヨヨココナナデデ・ナナデデ オサエ や~や3粗5一の小石、砂粒含む 並 内外．・浅浅貴貴橙橙 7IO.5YYRRB8//34 橙 5YR7/6 ロ縁： 2/3 

266 2101-02 士綱師器 トFレ1ン1チ 13.0 ョコナデ・ナデ やや密 並 外内．ににぶぶいい橙黄橙75IOYYRR77//4 4 ロ縁： 1/4 

267 2101-01 士師観謡 トFレ4ンIチ 13.2 外内：；ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ や-やz一l1lの砂粒含む 並 外内．灰にぶ貴褐い黄橙IOYIROY5/R 7 2/に3ぶ灰い貴黄褐橙 IIOOYYRR57//4 2 ロ縁： I/8 

2邸 2065-02 土椀師器 トFレ4ン1チ 13.4 6.7 ョコナデナデ や~や3一密の砂粒含む 並 外内．．浅橙貴橙5YIROY6/RS6/浅4貴橙 IOYRS/4 完存

269 2056-03 土椀師器 包H含32層 144 ョコナデナデ
密

並 内外・・黒にぶいN貴2/橙 晴IO灰YRN7/3/3 ロ縁： I/8 -z一の砂粒含む

270 2038-04 土綱師器 包H含4層1 10. 5 外内：： ヨヨココナナデデ・ナナデデ オサエ や~や2粗5一の砂粒含む 拉 外内：：ににぶぶいい橙黄橙7.5IOYYRR77//43 ロ縁： 1/8 

271 2017-04 土婢師器 包E含41層 12.0 外内 ：： ヨヨココナナデデ・ オミガサエキ やや密 拉 内外：慢にぶい5橙YR65/YR66灰/45橙Y4/5YlR6/6 

272 2012-03 士師綱器 包D含36層 13.0 ョコナデナデ 密 良 にぷい黄橙 lOYR7 /3 ロ縁： 1/6 内面に罐文あり

273 2098-01 土楓師腸 包C地含区層 13.0 外内：： ヨヨココナナデデ・ナエデ具ナデ や-や1一密の砂粒含む 拉 内外；：慢にぶ7い.5橙YR7.7 5/YR6 7/4 にぶい褐 7.5YR5/4 ロ縁： 1/4 

274 2009--07 ±:藷 包D含37層 12.5 ナデ や~やI一粗の砂粒含む 並攪 7SYR7/6 ロ縁： 1/8 

275 2038-02 土碗師器 包N含39層 15.0 45 内外：： ヨヨココナナデデ ナハデケメ (8~9a</c●I や-や1密. 5一の砂粒含む 並 ，，，外：： ににぶぷいい橙貴檀7.5IOYYRR67 //4 3 7/4 外面に煤付着

276 2070-03 士婉師器 包E含41層 16. 0 5.0 内外・：ョヨココナナデデ ナナデデ オサエ や-や,一密の砂粒含む 並灰白 IOYR8/ 1 

277 2097--05 土擁師器 F包38T含層層 12.0 5.8 外内．： ヨヨココナナデデ ハミケガキメ ？？ ナデ や-や1.密5一の砂粒含む 並 内外：：灰にぶ白い2貴.橙5Y7IO/YlR7 灰/2SYS/I 

278 2102-02 土：蘊 包R含57層 140 内外：： ヨヨココナナデデ ナナデデ・オサエ 密 並 外内：：暗に灰ぷい褐N3/7.50YR6/3 灰褐 7.5YR4/2 ロ縁； 1/8 内面が黒変

279 2015-03 台土師付器Ill 包S含59層 9.0 2 0~2. 2 4.鳥8台-径5.0 ナデ や-や3密一の砂粒含む 並 にぶい黄橙 IOYR7 /3 つまみ：完存

280 2101-05 ±:器 包R含57層 14.6 外内 ． ヨョココナナデデ ナオデサエ やや密 並 外内 褐に灰ぶい黄IO慢YRI5O/ YRI 7/3 ロ縁： 1/2 

281 2024-01 土師Jill器 包C地含層区 14.8 28 内外：： ヨヨココナナデデ・ナナデデ オサエ や-や2一粗の砂粒を含む 並 外内；：ににぶぶいい橙赤褐 52Y.5RY6R/53/•46/4 ロ縁： 1/3 

282 2033-04 屯器 包M含36層 15.0 ョコナデナデ や~や2密. 5一の砂粒含む 並 にぶい黄橙 IOYR7 / 4 ロ鰊： I/6 

283 2066-<J4 ±:繕 包R含6層1 16.0 外内．：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ やや密 並 褐に灰ぶい黄IO褐YRIO4/YRl7/3 

284 2069-03 ±:鯰 包K含32層 16.0 外内：：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ 密 並橙 5YR7/6 n縁： 1/IO 

285 2074-04 土師ヮ器 包R含62層 やや密 並 外内．灰にぶ白い檀!OYR5Y8/R72 /4 竹管文あり

286 2014--02 屯 Ill 包E含39層 ナミデガキ や-やl.粗5一の砂粒含む 良橙 5YR7/6 円形の穿孔あり

287 2001-01 r:: 包C地含区層 13 8 83 底10径.7 や~や3粗. 5一の小石を含む 並 外内．浅にぶ貴橙い橙7.75.Y5YRR8/7/43 橙 5YR7/6 底ロ縁部 .. 31 //4 3 

288 2049-<Jl 土土器 包H含41層 19. 5 や-や2密5一の砂粒含む 並 にぶい橙 75YR7/4 ロ縁： 1/4 

289 2012-01 土高師杯蒻 包E含JJ層 18.0 外内：： ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ や~やI密5一の砂粒含む 並浅黄橙 7.5YR8/6 ロ縁： 1/3 杯部外面に黒崖あり

290 2074-05 土高師杯器 13包6含•層37 16.0 12.0 底11径.8 や-や2一粗の砂粒含む 並 にぶい黄攪 lOYR7 / 4 底ロ縁部 ： 11 //16 0 

291 2080-01 ±,.,WW 包14含0層 21 • 密 良 橙暗灰2.SNY3R / 6/8 にぶい橙 7.5YR6/4 ロ縁： 1/3 
-1 5一の砂粒含む

292 2040-01 ±,..wr,: 包L含32層 25.4 
IS.I 

19.6 やや密 並 灰に褐ぷい7橙.5Y5RY4R/62/4 Iこぷい褐 7.5YR 6/3 底ロ縁郎 11 //4 2 
0 

293 2070-02 名9 包D含36層 14.0 摩誡のため不明鰊
粗

並橙 5YR7/6 日縁； 1/4 
-3  5一の砂粒、小石含む

294 2049-02 名？ 包H含4層1 14.0 や-や•-密の小石含む 並 明に褐ぶい貴1.橙5YRIO5Y/R66/4 ロ縁： 1/2 

295 2012-02 土高師杯器 包E含33層 15.0 ョコナデ・ナデ や-やI.密5一の砂粒含む 並 にぶい櫂 5YR6/4 ロ縁： 1/4 

296 2097-0< 土':rr~ F包38含下層層 14.6 や-や2一密の砂粒含む 並 外内：：橙にぶい5橙YR65/YR66/4 檀 5YR6/6 ロ縁： 1/2 

291 2016-04 土~'-,,"'! 包L含32層 底11径.7 外内：：ヨヨココナナデデ ナミデガキ ケズリ？ やや密 並 浅にぶ貴l!Iい黄慢IOYIROY8/R37/灰2白lliiiiIOY睛R灰S/N23/0 底部： 1/2 杯部内面にエ具痕あり

298 2045-01 土高師杯騒 包M含35層 底11.径0 ナデ や~やI一密の砂粒含む 並にぶい橙 7.5YR6/4 底部； 1/4 

299 2072-02 守 包L含33層 12 底s-径12., やや密 並 外内：：ににぶぷいいill貢ill7.5IOYYRR77//4 3 底 郎 ： 完 存

300 2021-01 土高師杯蘊 包F含36層 外内 ：： ケミズガキリ （慣方向）
や-や2粗5一の砂粒を多く含む 並 にぶい檀 2.SYR 6/ 4 杯部底部に下方からの穿孔あり

301 2052-02 ± ~~ 包R含59層 や~や2一密の砂粒含む 並橙 2.5YR6/6 

302 20 I 7-02 ±土醤 包E含36層 底11径0 ヨコナデナデ やや密 並灰貴暢 IOYR6/2 底部： 1/6 

303 2049-03 守 包Q含62層 鱚II径0 や-•密-5一の小石含む 並 にぶい橙 75YR6/4 底部： 1/5 

304 2017-01 土畠師杯Ill 包F含39層 内外：：ナナデデ ・ケズリ やや密 蛇 褐にぶ灰い檀7.5Y5RY4R/6l/4 

305 2009-04 守 包L含32層 底II径0 内外：：ナエデ具ナデ ナデ や-や•一粗の小石含む 並にぶい橙 7.5YR7/3 底部： 1/4 

306 2052-01 ±-.""': 包C含地II区 底11.径0 や-や2一密の砂粒含む 並 橙にぶい5橙YR76.5/Y6R6/4 底郎： 3/4 

307 2034-03 守 包14含0層 ー ナデ やや密 並 外内 橙浅貴檀5YIROY7/R6B/4 

函 2072-01 土~-: 包F含32層 12.0 や-や3密一の砂粒含む 並 にぷい貴橙 IOYR7/3 口縁： 1/8 

碑 205!Hl4 守 13包6含•層37 底..径. 
祖

並攪 6YR6/6 6/8 底部： 1/2 
-• 一の砂粒、小石含む

310 2038--0 I 土高師杯蘊 包M含34層 底10径. 5 外内．． ヨヨココナナデデ・ナケデズリ 面取り や-や2一粗の砂粒含む 並 にぶい貴檀 IOYR7/2 7/4 底郎： 1/3 

311 205臼 3 守 包I含祁層 存り や-や2粗. 5一の砂粒含む 並檀 5YR6/6 7/6 底郎； 1/2 

312 2072-03 ±:蘊 包S含59層 15. 5 外内：： ヨヨココナナデデ・ナハデケメ (4*/'●) や-や3一密の砂粒含む 並 にぶい貴慢 IOYR6/3 ロ縁： 1/5 

313 2018-02 台土付鰤騒覺 包G含U層 底8.径4 外内：：ナナデデ ハケ オサエ や~や3一祖の砂粒含む 並 外内：橙にぶい5貴Y橙R6/IOY6Rに7/ぷい4褐7浅.5貴Y橙R57/5Y4R8/4 

314 2101--04 台土鰤付編饗 トFレ4ン1チ ゃ-~2一Illの砂粒含む 並 外内・浅に貴ぶ橙い貴7檀.5YIORY8R/74/3  にぶい檀 7.5YR 7 /3 

316 2086-01 台土鰤付蘊饗 包R含60層 t~ ナデ
粗 並 にぶい貴慢 IOYR7/2
-1 5一の砂粒含む

316 200!Hl3 土：馨 H包31含•層32 12.0 やや粗 並濠l!I 5YR8/4 ロ縁； 1/4 

317 2068-02 ±:馨 包E含41層 12.0 摩誡のため不明鰊 や-やI.密5一の砂粒含む 並灰白 lOYR8/2 ロ縁： 1/3 

318 2043-02 土:・ 包0含36層 14.0 ョコナデハケメ や鑽砂や粒密含む 並灰貴暢 IOYR6/2 ロ縁： 1/8 

319 1013-01 ±:楊 包Q含60層 12.5 外内：： ヨヨココナナデデ ナハデケメ (5本/,.) や瓢や砂密粒を含む 並 外内：：黒にぶい慢 7.SVR6/4 暢灰 IOYR 4/  l ロ縁： 3/4 内面に煤が付着

第 5表出土遺物観察表 (5)
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""I登録書号1籍種 遣出士位構置
口径 器高 その他

調 整 技 法 の 特 懺 胎土 焼成 色調 残存 1 傭 糞

320 2009-01 土師甕器 包D含31層 17.0 ョコナデ・ナデ や-や•一親の小石含む 並 にぶい橙 7.SYR7 /4 口縁： l/3 

321 I 20SI-02 I 土師甕器 包D含35層 17.0 外内：・ ヨョココナナデデ ナデ や-や3一祖の砂粒含む 並浅貴橙 IOYR8/3 ロ縁： 1/6 

士輯甕i蒻 包Q含22層 !' ナデ
やや密 並 にぶい黄橙 IOYR7 /2 底部：完存

±:器 表A土地除区去 15.0 内外：： ヨヨココナナデデ ハ工具ケナ(デ7*/"') や_や,_親の砂粒を含む 並 灰々内褐：・に1・ぶ5C.いt,Y'橙謳R5/75!';Y2VRR 褐6n灰/パ45にY，.;ぶR/い4~赤/褐1釦 i'5Y...R'5V/D3 / 1 ロ縁； I/ 1 0 

32< I 201<-02 I±=・  包E含40層 4.0 外内 ：； ヨヨココナナデデ・ナハデケメ 17-9本/,●） や-や2視.. の砂粒含む 並橙 5YR6/6

土：器 包Q含22層 15.4 外内 ；： ヨヨココナナデデ 工ハ具ケナ(デ4本/a,) や~やI一密の徽砂粒を含む 並 外，，，：：灰にぶ白し橙2.5Y78/2.5YR7灰/褐3• S7Y. 5R7YR5/3/2にぶ黒褐い褐775YR3. 5YR/62 /3 I c:J縁： 1/6 

,,. I 2046-ot I±:馨 包D含39層 15.0 内外：： ヨヨココナナデデ ナハデケメ・ オ(IサIエ本/15, ●) や-や•一租の砂粒含む 並 にぶい黄橙 10YR7/2 1 口縁； I/3 

士師甕馨 包F含38層 16. 0 外内 ；： ヨヨココナナデデ・ ハケズケメリ や_や,密一の砂粒、徽砂粒含む 並 にぶい黄橙 IOYR7 /3 

,,. I 2100-02 I 土；蘊 F41 
20. 0 外内：： ヨヨココナナデデ ナハデケメオ(サ5エ-6本/,●） やや密 並浅貧慢 IOYR8/3 1 口縁： 1/7 

トレンチ

士：器 包S含63層 21 0 ナデハケメ (6本/ca) ややIll. 萱 外内．・灰橙貴褐5YIORV6R4//26• 5/に2ぷ•6い/貴2橙にぶIOいY黄R橙6/IO4VR7/2 7/3 

3301,o,<-01 I±が 包C含地層区 内外．： ヨヨココナナデデ ナハデケメ (3本/e●） や~や2一密の砂粒含む 並 にぶい橙 7.5YR7/4

331 2065-01 土師甕器 包F含40層 22. 0 内外 ；・ ヨョココナナデデ・ ハハケケメメ (9本/,■） やや密 並 外内．ににぶぶいい橙貨橙75IOYYRR76//4 3 6/4 

332 / 2 .. ,-•2 I 士師甕器 包R含6-0層 22.0 外内：： ヨヨココナナデデ ・エ具ナデ や-や3-親の砂粒含む 並 ，，，外：；ににぷぶいい貴貴褐褐 IOIOYYR R7 7// 44 浅貴橙 IOYR8/4 ロ縁： 1/5 

土師覺器 F41 
19.0 外内 ：： ヨヨ ココナナデデ ， 工ハ具ケナメデ(5ハ本/ケ,メ●） (5本/c●） や-や1.精s-の砂粒含む 並 内外：：1にこぶぶいい褐橙 75.5YYRR65//43•7.に5ぶYいR橙6/74.5YR7/4 ロ縁： 1/4 

トレンチ

334 2046-02 士師甕器 包D含39層 19.0 外内 ．：摩ヨ誡コナのデため・ナ不デ明練
粗 並浅貴橙 7.5YR8/4 ロ縁： 1/• I肩部に酬突あり
~5一の砂粒、小石含む

335 2051-0l 土師甕器 包S含58層 16. 8 内外：： ヨヨココナナデデ ハケメ (4 ~5:.t,.:/c●) や_や,_密の砂粒含む 塗 外内．：灰に貴ぶ褐い橙IO7Y.5RY6R/7 2 /3 にぶい褐 7.5YR6/3 ロ縁： 1/2 

33£2004-ol 士師甕器 包G含38層 17.9 外内 ：： ナ9 デヽケメハ(ケ5本メ/(ca4本)/ca) やや親 並 外内 浅にぶ貴慢い橙757.Y5YRR8/7 /43 褐灰 5YR4/I 

337 2054-02 土：論 包C含遵！層区 21 0 外，，， ：： 工ヨ具コナナデデ ， ハハケケメメ 15*/'●I や-や2一密の砂粒含む 並 外内、~ 橙1こぶい5橙YR76./5Y6R 7/4 ／ 口縁 l/4 

±:1111 表A土地餘区去 外内：：ヨヨココナナデデ ハケズケリ(6本/a,)のちミガキ
粗 並 外内：：ににぷぶいい橙貴檀7SYIOR6Y/R 47 / 黒鶴4 灰7.黄5Y褐R3/2IOYにぷRい5/褐27. SY4/郎/23 
~3一の砂粒を含む

339 205<-0l 土師饗器 包C地含区層 内外・：ナハデケメ 工具ナデ や~や3粗. 5一の小石砂粒含む 並 内外；：橙にぶ7い.5橙YR!O6Y/R67/3 橙 7.5YR 6/6 

340 2039-Q? 韓式系土器 包L含32層 ヨコナデ や~や2-密の砂粒含む 並 内外：：ににぷぶいい橙橙 75.5YYRR67//4 3 

341 2094-06 韓式系土器 包N含32層 底10径.0 外内・：ナナテデ' ケズリ や-や2一咀の砂粒含む 董 にぷい橙 7.5YR7/4

3'2 2013-0< 名P 包D含36層 ナデ
粗

並にぶい橙 5YR6/4
-2 .. の砂粒含む

343 2049-07 士：器 北D徘地水区溝 ナデ や-や2密-の砂粒含む 並 にぶい黄橙 lOYR6/ 4 

344 2097-02 ±:器 C地包含区層r層 15.5 外内：． ヨョココナナデデ ハケズケメリのちミガキ？ や-やI.密5一の砂粒含む 並 外内：：灰浅貴白橙IOIOYYRRB/B/23浅に黄ぶ橙い慢IOY7R.5BY/R36/4 1 口縁.1/5 

345 2067--03±:111 包M含41層 やや密 並 にぶい橙 75YR7/4 

土師甑蘊 包R含66層 や~やI一粗の砂粒を含む 並 にぶい橙 75YR6/4 7/3 

,., I 2016-os I 士：醤 包C含池層区 11., 外内：：ヨヨココナナデデ ハナデケメ (4本/,■） オサエ ~ややa一粗の砂粒含む 並 に ぷ い 橙 5YR6/4

±:器 包C含地層区 18.4 9.3 外内：： ヨヨココナナデデ ハハケケメメ ((66'fC本//,, ●■I ） ケズリ や-や3一棺の砂粒含む 並 外内：：ににぶぶいい橙橙 55YYRR76//4 4 I 口縁 1/• I外面に黒斑あり

士師壷器し 包C含地層区 10.8 ヨコナデナデ や-や1.密5一の砂粒含む 並 外内：：灰灰白 52Y.S4Y /7 l / I 灰黄 2 SY 7 /2 晴灰 N3/ ロ縁： I/3 

360 1 ,025-031±:器 :: 外内；：指オナサデエ・ナデ やや覗 並 外内・ににぶぶいい橙黄橙7.5IOYYRR66//4 3 I I体部下半に黒変郷分あ

'" I ,016-0, I t師量謡 包S含59層 内外：： ナLデ具ナデ ケズリ？ や-や1.密s-の砂粒含む 並 外内．橙攪 25.5YYRR67//6 6 

小土型師•器 包L含32層 頸7部6径 外内：：ヨヨココナナデデ ナナデデ ハオケサエメ ・(ケ7~ズ•リ本/c●） や-やz.粗・-の砂粒含む 並 灰浅貧白檀7.STY5YRRB/8/2 3 1頸部： 1/5 

353 2049-05±:馨 包R含59層 13.0 ナデ や-や3密一の砂粒含む 並 外内：：黒にぶ褐い褐7.5Y7R5Y3/R61 /3 ロ縁； 1/4 

354 2046-03 土師壷器 包D含39層 14.0 外内 ；： ヨヨココナナデデ・ナハデケメオ(サ9エ本/ISc●) 
粗 並浅黄橙 JOYR8/3 I 口縁： 1/2 
-• 5一の砂粒 ,1ヽ 石含む

355 2043-01 ±:器 包D含39層 13 0 9.2 外内 ：： ヨヨココナナデデ ハ工具ケナメデ(7本/,■） や-や,密. 5一の砂粒含む 並 内外：橙にぶい5橙YR56/YR66/にぶ4い褐橙灰 57Y.5RY6R/44/I 

366 2091-06 土：器 包N含40層 7 0 ナデ や~や3一密の砂粒含む 並 にぶい橙 75YR7/4 ロ縁： 1/6 

±:騒 遣構P上4面 体1郎1.6径 外内：： ヨヨココナナデデ ハオサケのエちナミデガキ や-や2一租の砂粒を含む
褐外黒内褐灰・．浅黒褐貴IOIO橙YY●● 43IO//YRIO11 •YJ●/15黒● //l 3 黒 IOYR2/l にぶい貴檀 IOYR7/3 

董 10YにR2ぶ/いl貨檀 lOYR7/2 褐灰 lOYR4/l 
1体部に lヶ所穿孔あり

瑯 2049-04 士:・ 包}含31層 12.5 ハケメ ナデ や~や3一糎の砂粒含む 並 にぶい褐 7.5YR 5/3 ロ縁： 1/4 

359 1013-02 土:・ 包P含55層 13.0 ，，，外：： ヨヨココナナデデ ハハケケメメの(ち7本ナ乙ァ<al 工具ナデ や徽砂や密粒を含む 並 外内 灰に貴ぶ褐い黄橙IOY!ROY5/R26/に3ぶいに貴ぶ橙い橙!O7Y5RY7 R/62 /4 ロ縁： I/3 

360 2025-03 士鰤豪器 A表地士区 13.3 内外：； オヨサコエナデ・ナ・デハケハメケ(メ4~(65*本//Ilce●●)) 
粗 並 灰にぶ貴褐い貴橙IOYIROY5/R62 /3 7/3 ロ縁.I/2 I体部外面に煤が付着~5• の砂粒、小石を含む

361 1026-02 ±:器 :~ 110 外内；： ヨヨココナナデデ オケサズエリ ナケデズリ やや密 並 外内：・ににぶぶいい貢貴橙慢 IIOOYYR R67//4 3 日縁 1/3 I口縁部および体部下半に煤が付着

362 2009--02 士師.器 包14含0層 14.0 内外：：ハヨケコナメデ ハケメ (3本/,■) や-や2密一の砂粒含む 並浅貴橙 7.5YR8/4 這： I/4 I口縁部外面に煤が付着

363 20 I 7--06 ±:・ 包14含0層 18. 5 外内：： ヨヨココナナデデ・ナナデデ オサエ や-や•-糧の砂粒含む 並橙 5YR6/6 ロ縁； I/5 

蹄4 20<ヽ1-02 ±:藝 包L含33II 12.6 外内：： ヨヨココナナデデ ナケデズリ・ハケメ (3~6*/, ●) や-や2一精の砂粒含む 並 外内：灰浅貴白橙2.SYIOBY/R2B/暢3灰 IOY R 4/ I ロ縁： 3/8 

“氾 2041-01 土：蘊 包L含32層 13.2 外内 ；； ヨヨココナナデデ・ナハデケメ・ ケ(ズ5~リ6*/, ●I や-や2-噸の砂粒含む 並灰白 lOYRS/2 2.5Y7/】 ロ縁.1/• I外面に煤付着

函 2082-01 ±:雌 包14含0層 16. 6 外内；：ヨヨコミナナデデ・ナナデデ ケズリ・ハケメ や~や5一精の小石含む 並 ににぶぶいい槽黄橙7.SIOYYRR7 ?//4 4 黒褐 2.5Y3/1 ロ縁： 1/3 

367 20● 7-03 須杯恵董鑢 包R含6<層 110 , .. 外内：；ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密 良灰白 N7/ 複部： 1/3 

須杯恵●鶉 包Q含SOII 12.0 4.5 複12径.0 内外：：ロロククロロナナデデ・ロクロケズリ ド今オら・らの徽砂粒、 4~6一大の小石を 良灰 N6/ 穣ロ縁部 ： 11//4 3 

須杯恵•鰭 遣構Q53Jciii 12.0 4.6 複12径.0 内外：：ロロククロロナナデデ・ロクロケズリ や-や,一密の砂粒を含む 良灰 積ロ縁部・ 11//4 3 

370 2032--06 須杯恵董饂 E包31含•II 32 14.4 4.0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3一精の砂粒含む 並灰白 N7/0 ロ縁： 1/4 

371 2032--05 須杯恵董蘊 E3包含1•層32 14.2 3.7 内外：：ロロククロロナナデデ・ロクロケズリ やや密 並 内外：・灰灰白NN5/7/00 ロ縁： 1/4 

372 2010-0'1 須杯恵董騒 包G含J4層 16.0 5.4 外，，，：：ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や-や3密5一の小石、砂粒含む 拉 外内：．灰灰白NN6/7/ ロ縁. 1/3 I天口縁井椰郎外外面面ににヘキザラ記ミ号

373 2070-04 須杯恵董蘊 包G含41層 11 0 内外；；ロロククロロナナデデ・ロクロケズリ や~やI一密の砂粒含む 良灰 N4/ ロ縁： 1/4 I天井部に自然軸

374 2090-04 須杯恵董騒 包E含32層 12.5 外内：：ロロククロロナナデデ・ロクロケズリ や~やI.密5一の砂粒含む 並 灰灰 7 IO5YY65//l l ロ縁： 1/3 

376 2066-06 須杯恵董騒 包0含40層 14.0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3一糧の砂粒含む 並 外内：：灰褐灰 57Y.56Y/R16/1 

376 2066-04 須杯恵董馨 包E含34層 16.0 穣14綿.径0 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ やや密 並灰 N6/

377 2066--03 須杯恵董鱚 包F含38層 15.0 5.1 讀15輝.0径 外内：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ ~やや3一密の砂粒含む 並 外内．：青明灰冑灰58586/7/1J ロ縁： 1/6 

378 , ... .... 須杯恵董艤 包£含38層 15.3 4.6 外内：：ロロククロロナナデデ・ロクロケズリ や-やI.密5一の砂粒含む 並灰白 ロ縁： 1/2 

379 , .. , .... 須杯恵董纏 包R含64層 15.0 •.2 外内；； ロロククロロナナデデ・ケロズクロリケズリ 密 良 灰漸面N：赤6灰/ 5R6/1 積郎： 1/6 

380 ⑳ lo---05 須杯恵董馨 包c嶋含層区 13.0 45 外内：ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や-や2密. 5一の砂粒含む 並 内外：：灰灰白NN4/7/灰白 N7/ ロ縁： 1/4 

381 2010-01 須杯恵•纏 包N含39II 12.0 43 外内；；ロロククロロナケデズリ ロクロナデ や-や•一密の小石、砂粒含む 並灰白 N7/ ロ縁： 8/9 

382 以 7--01 須杯恵董編 包D含39層 15.0 , .. 外内：．ロロククロロナナデデ ロクロケズリ
楓

良赤灰 5R6/J 口縁： I/2 
~6一の砂粒含む

383 2010-03 鋼贋恵董羅 包E含35層 14.5 3.7 外，，，：：ロロククロロナケデズリ ・ロクロナデ や戴や砂甕粒含む 並灰 NO/ ロ縁： 1/3 
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No I登録蓄叶 器種 遺出七位溝崖
II 径 器晶 その他

調幣技法の特徴 胎 I 焼成 色 調 残 Ii I 傭

須杯恵蓋器 包E含41濯i 16.0 外内 ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や511111'1や柑(/)小11 ~ 2111111の妙粒含む 良 灰灰「I7 55YY 57 / /I I 日絃： 1/7 

須杯を贔`器 包C含地鳩［ベ 140 3.1 外内：ロロククロロケナテズrリ ロクロナテ やや密 拉 外内 ,11火火clNN7/ 6/  I I絃 3/4

須杯烹彙器 遺情P¥8L!lti 146 4S 外内 uロククロいナナデデ ロクロケズリ
密 、W 灰re N7 / 6/  FL紘： I/~ 
~ I 11D1の微砂粒を含む

387 I 2068-0S I 須杯也薔器 包M含'9層 11 0 '. 外内 ロロククロロナナテデ ロクロケズリ 密 良灰白 N7/ ll紘：） /4  

須杯恵蓋器 包C地含ビ層 IS5 10 内外 ロロククロロナナデデ ヘラ切り や~や2直祖•"砂粒含む 牝 内外,.0,C,1／火火,塾褐"" 77.C 55YYSRRO66C//S 2 2 にぷい橙 5YR6/4 u紘 1/4

"'I 200,-os I 須V忽iii器 包C地含層1メ・ 15.0 外内：ロロククロロナナテデ ロクロケズリ やや密 屹 内外： 灰I火fl7 SNY76/ /t 「］縁： 1/4 

須杯恵身器 表BJc地除区去 II 0 49 受け13部.0 径 内外： ロロククロロナナテデ U クロケズリ や~やI密. 511111の砂粒微砂粒を含む 艮灰 N6/ 受u絵部 ： 11 // 4 4 

須杯恵身器 包D含38層 122 48 受14部径2 内外：・ ロロククロロナナデテ ロクロケズリ や~や2四科lの砂粒含む 並／火 N6/0 受fl絃部 3l//6 8 I底部外面にヘラ記号あり

~杯t烹身器 D包地含1層メ !S2 4' 内外：ロロククロUナナデテ ロクロケズリ や~や3租. 2~ の砂粒含む ,I f 内外 l1>火I(l ff )X N 5 7 / P B I火7/ Nl 6 / ［）絃： 1/4 

須が患身器 包含囀 142 5.0 受17部.0径 外内：ロ，コククロロナナデデ ロクロケズリ や~や2呻岨if)砂粒を含む 並灰 N6/0 n縁： 3/8 I内面に脅海波文

頃杯恵身器 包"含"層 12.6 4.7 受15訊.＼0径 外内 ロロククロロナナデデ ナロデクロケズリ や~や2咀5 mm(/)砂粒含む 良 ,'-青灰N65/I'0 B 6/  1 受u縁部 11 // 3 3 

須杯患身器 長At地除,~去 114 受13部2径 外内・ ナロデクロナロデクロナケデズリ やや柑 良 内外 1/;<; 火 10NY6/6/0~l 5/5/0 1 受ロ絃部 , 31 // 5 2 

須机烹身器 包0含'9層 13.0 5.0 受¥紐51径5 内外 ．． ：ロいククロロナナデデ ナロチクロケズリ
粗

良 J火 N6/0 受ロ部縁ほ3ぽ/完4Ii 1外函にヘラ記号あり
~3111111の砂粒含む

須杯恵身器 包Q含54層 125 受15部.0径 外内~ ロロククロロナナデテ ロクロケズリ や~やJ.. Ill の砂粒を含む 艮 外内 ／/" 火 NN6S/ /灰J,: 2.SYR 5/2 受部： 1/3 

須が恵身器 包E含32層 13 0 内外 ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や~や¥匹密nの砂粒含む 吐 オリープ］火 5GY5/1 fl秘： 1/3 

須杯恵身器 包E含41層 12.0 受11部0径 外内 ロロククロロナナテチ ロクロケズリ やや密 ~J火 N6/ 受部 1/7 

,oo ¥ 20IO-OS ¥ 須杯怠身器 包F含35層 12 0 ,s 受11部径0 内外．・ ロロククロロナケテズリナチロクロナデ やや密 屹次t'I N 7 / 受部： 1/4 

須杯恵身器 包F含38層 125 外内：：ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3皿密'"'砂粒含む
り詑 ／火 I O Y 6 / I 11絨 1/4

,02 ¥ 2010--01 ¥ 須杯恵身器 包M含39層 12 0 '・5 受1部4.径0 内外 ロロククロロナナデデ ロクロケズリ 密2四の砂粒含む 良！火 N6/ 受部 1/4 

須杯恵身器 包K含32層 130 外内：：ロロククロロナナテデ ロクロケズリ や-や•-密の小,,含む
lP 外内 ，" 1火r」N N6 / 7 / r1紘 1/4

<O< 2075-0l 須杯恵身器 包E含S9層 1'5 u 受15部.径5 内外 ロロククロロナナデデ ロクロケズリ や-や3柑四の砂粒含む 泣収白 N7/Q 受[l縁部 ： ： 11 // 6 6 

405 2042-02 須杯恵身器 包S含6'層 147 45 外内・ ロロククロロナナデデ ロクロケズリ
Ill Jr 内外,,に火ふ杓い黄IO澄YRI7O/ YR I 7/Iこぷ2い貨澄 IOYR7/2 u紘： 1/2 
~ 3 2四の砂粒含む

••• 100,~o, 耳付須侑恵量器ぶ杯 包P含S.1層 12 0 受け14部.0径 や微や砂密村を含む 良灰 N4/0 6/0 
年 • 完If I芯七翫芦濯ヽし盆が:、'耳'が"' 

407 2075-03 熊須葦恵高器杯 包"含"層 124 ロクロナデ や~や2m咀mの砂粒含む 並灰白 N7/0 匹： I /IO I外面に波状文あり

有須量恵高器杯 包F.含'2層 L6、O ，，，外・ ロロククロロナナデテ ログロケズリ や-3 .密. の砂粒含む ,t{i_ I火 75Y 6 / l ロ縁 1/8 

須~患~器、 包C地含層区 底13径.0 ロクロナデ やや密 並 外内灰1火fnl NN 7 7 //0 O I火 Nb/0 4/0 底部 I /6  I長方形通礼あり

有須量烹闇器杯 包C含地r層, 140 受166部径 ロクロナテ やや密 ,W. I』f. N6/0 受匹部：： 11//3 3 I口方向に長方形遁礼あり

須高恵杯器 包C地含層区 底10径.0 やや密 並

須品烹杯器 包C含地［鳩メ： 10.0 ロクロナデ や~や411111密の小fi含む 並 灰1火白 NNS/7/ n給 1/4

有須彙患高器杯 長七除ム 14.0 ]0.4 底JO径R や~や2~引0)砂粒を含む 並 内外・, 背H1I火火 55PPBB66//1 ! 5/1 完形 佃形遺孔 3方向

須紙恵杯器 包C含地区鳩 底S.径0 ロクロナデ や~や2llllll俎の砂粒 4 5lll!llの小石含む 且／火 N6/0 5/0 底部 1/4 

4ts I 2011-03 I 須高患が器； 包1)含4(層 庇8.径5 ヨコナデナデ ややIii 並 にぶい黄屯 IOYR6/4 底部： 1/4 

須恵鶏＇器 包R含S7Iii 111 ロクロナデ
密 艮 内外灰灰白 NN4/7/00 心： 1 / 4 I外面に波状又あり
- l 5mmの砂粒含む

須患麗器 包13含7層 ロクロナデ やや密 並 外内：： /,k 肖灰N55/860 /t l外面に波状文あり

41B I 206B-06 I 須壺忽蓋器 包J含12Ill 15.0 ロクロナデ やや密 良灰 N6/ 口紘： 1 /IO 

俎須患頸器壺 ，，採 9.0 内外・ ロロククロロナケテズリ ロクロナテ や-や3叩咀の砂粒含む 並灰 5Y6/I 7 5Y5/1 リ絨： 1/5 

420 2067-01 短須恵頷器壺 包E含S7層 8.0 （本12部.0径 外内 ロロククロロナナテテ ロクロケズリ や-や1畑密の砂粒含む •If I火/'1 肩部に自然釉

421 2018-01 須台恵付器壺 C排地土区 15.0 内外・・ ロロククロロナナデテ・ カキメ やや密 良灰白 75Y 7 / I i―J給： 1/7 長円形方透形遁/l孔4方4向方向(I(段2段）） 

422 202o~os 須器恵台器 包E含37層 1:rクロナデ 豹 良 1火 5Y5/J 外面に凹線刺突あり

423 2073-01 須器恵台器 包E含SB層 310 外内 カロキクロメナ格デ f村タ禽ダ波キ クタキ や-や2密. 5呵"'砂粒含む 並 外内灰I火 N5Y5/5/J 二方向に長方形透孔が四段あり

424 2010-os 須提恵欣器 包L含4層l 外内：ナロデクロナデ 密 良 断肖灰面 赤5炊86/  5RI 6/l 

須提恵瓶器 包C含地層区 6.4 類1本部部 164 6 5 内外 ロロククロロナナテデ~ カキメ (8本/1,・ml や~や3租. 5町の砂粒 I c-111大の小ii含む 艮灰 N4/0 5/0 」：
~ ~ 

須提恵瓶器 包E含39層 やや密 並 I 断外内rfii 灰／火・論白ffN,f S5 /::> Y !'i07Y /.1 灰I/ 白 N 7 / 0 

須提恵脹器 包)含32層 や~や2呵柑の砂粒含む 良灰i'l N 7 / 

428 1 2002-0, 1 須円恵面硯器 包N含39層 やや密 屹 内外 J灰fi.(J白 2 55YY77//l l 

429 I 202•-04 I 須円恵面器硯 包C地含区層 "5  ロクロナデ 微密砂粒を含む 艮灰el 5Y7/1 I い紘 1/3 I四方向に楕Pl形通fしあり

須恵甕器 包M含40層 24 0 ロクロナデ 密 良 I火t'l N7/ 口紘： 1/8 I外面に波状文あり

須恵甕器 包n含ss層 170 外肉： ョヨココナナデテ 当タてク）キ↓痕のちカキメ 密 良 J火t'.l JOY 7 / I I 口縁： 1/5 

須恵甕器 C拮地t区・ 410 ロクロナデ や5,..や租大の小七 ~3-の妙粒含む 良 I火 N6/ 5Y6/l 5/1 

須恵甕器 北Cト地レ区ンチ 内ナデ やや密 良 内外 ／／火火1'1NN4/ 7/ 

須甕患器 R包・含S層63 33. 0 外内 ~ ロロ クク ロロナナデデ ‘タりてタJキ↓痕 や~や2暉密の砂粒含む 牝 J:J.[. N6/0 5/0 I"給 1/s I外面に波状文沈線あり

435 I 2021-03 I ミニ椀チュア 包F含36層 外内：・ ナナテデ オサエ や-や1-祖の砂粒を多く含む 並橙 7.5YR 6/6 

ミニ椀チュア 包1含4層1 ,s 24 ナデオサエ や-やI.密5四nの砂粒含む 並 ににぷぶいい澄黄橙7.SJOYYRR77//4 3 5/3 l ほぽ完存

ミニ椀チュア 包[含,]]層i ,.o 2.8 ナデオサエ や~や1密 5 皿•の砂粒含む 並 ににぷぶしい、橙Iii.橙75IOYYRR77//4 3 2n/紘3 

ミニ椀チ？ュア 包0含3'層 ー ナデ や-や1皿密の妙粒含む 並 にぶい黄橙 JOYR 7 / 2 

439 I 2021 ~02 I ミニ椀チュア 包G含3R層 外内 ナオサデエオサユ や_や,四密の砂粒を含む 並 f(t75YR6/6

ミニ椀チュア 包C地含層[~ 2 7 25 外内：：ナナデデ オサエ やや密 折 にぶし黄橙 IOYR7/4 u紘：完存 I口緑部に注口状の凹みあ

441 l 1030-04 I ミニ豪チュア 包C地含層[>. 20 ,.s ｛本部4鹸.0大径 ナデオサエ やや密 良 にぶい黄橙 ¥OYR7/3 ほぽ完形

ミニ椀チュア
包G含'4鳩i .S.l 28 ナデオサエ や柑 並 外内・：ににふぶしい證橙 7S5YYRR77//4 4 日紘 l/3 

ミニ婉チュア
包G含S2蟻 5.0 u 内外 ・ ： ナオテサエ

咀 並 にぶい橙 5YR6/4 J.]紘： l/4 
~I 5四の砂粒含む

ミニ椀チュア 包R含.S7層 S 0 ,2 外内：ナナデデ オサエ や~や1.引 5mmの砂粒含む 、W 内外 ： 1にこぷぷいい褐J,;褐7.5Y5R Y6R/53 /3  口紘： 3/4 

m I ""-''I , ニ；ュア 包C地含区層 底2.抒4 オサェ やや密 ,)! 外内,灰,こふflい橙5Y75./SYiR 7/4 

446 2052-03 ミニ壺チュア 東C排池水rメ1．鼻 外内 ナナテデ オサエ やや密 並 外内 橙にぶい5貨Y橙R6/IOY6 R 7 / 4 

447 I 2002-0J ミニ番チュア 包E含S6層 u '6 外内 ナナデデ オサエ
租

位 にぶい羨橙 IOYR6/3 I II紘 1/2
-6 .. ,, 小んを含む
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ふ 1登録番号1 器種 遺出L位構置
II 径 器岳 その他

調整技 ,1. の特徴 胎 I→ 焼成 色 調 I残 r, I 傭 考

ミニ碗チュア 包P含50層 6.1 so ョコナデ ナデ や-や10密皿＇の微砂粒を含む 並 内外：：J巣火褐白 J5OYY RR 7 3// 1I 褐褐灰灰 IOSYYRR64//I l 75/5Y1 R 5/l 11紘 2/3

ミニ椀チュア 包11含1層1 7 0 4 0 ナデオサエ
咀 並 内外 褐にIぷ火い褐7SY7.SRY4/R5I/3 I r1紘 1/8
-3-の砂粒含む

ミニ椀チュア 包G含4層1 so ナデオサエ や-や1-咀の砂粒含む 並 IX黄褐 IOYR6/2 

ミニ椀チュア
包I含'2層 オサエ やや密 並 J,)(黄/黄k褐2SIOYY4R/51 /2 

ミニ慣チ肱ュア トJレ4ン1チ 外~]· ナオサテエ オサエ や-や,四密の砂粒含む sP 外か1, 浅に黄ぶ澄い橙IO7Y5R Y8R/63/4 暗灰 N3/0 

ミニチ?ュア 包1含4層1 60 s, 庇5.径0 内外 ナナデデ オサエ や-や,呵引oの砂粒含む 並 褐灰l黄,k褐lOlY0YRR4/5/l2 I底部 1/3 

ミニ隕チ瓶ュア 包E含3'層i ー ナデ や-や1町咀oの砂粒含む 並 にぶい黄澄 JOYR7/2

455 1010-06 j-錘 包Q含.S9層 長5.さ8 1.幅5 穴0.径5 
密 並 灰灰(IN4IO/0 YRB/2 一部欠損 重さ9.5 g 
- , .. の微砂粒を含む

456 IOI 1-03 t鍔 包Q含5R層 長4.さ6 1.輻4 0穴.径42 や微砂や粒；；；を含む 並 灰にぷ白い橙!O7Y5RY7R/7I/4 にぶい黄橙 !OYR7/2 重さ8.55 g 

457 101 J-04 le錘 包Q含27層 長s.さ, L 幅4 穴゚抒' や-や,.. 密の微砂粒を含む 並 灰にぶ黄褐い貨橙IOY1R0Y6/R72/2 重さ9.2 g 

458 1012-02 t錆 包Q含58層 長4.さ6 1幅1 0 穴径32 や~やJu粗の砂粒を含む
吐 灰浅贔故褐褐 I IOOYYRR4B//3 2 /,(黄褐 IOYR6/2 重さ637 g 

459 1012-03 t錘 包P含59層 技..さ〇 1幅2 穴o.径s や~やI匹密の微砂粒を含む 並 褐里灰 5Y5YRl.R75//It 4/1 重さ52 g 

460 2024-06 !: 鍾 包c含池層1, 長4.さ7 1幅3 0.3穴~径0.4 や~やIm11!, の砂粒を含む 沖 祀浅I黄x 2IO.SYY R7 5//3 I 重さ6.34 g 

461 2058-03 t錘 S包•含T層S6 長4.さ5 1.幅3 0穴.径15 密 抄→ 澄浅貨7橙.5YIOHYRB/3 重さ6235 g 

462 2058-04 ＋錆 包R含61Iii 長4.さ3 1.幅4 穴0.径5 密 抄灰白 IOYR8/2 重さ5915 g 

463 2058-05 土鐙 包R含59層 長5.さ7 1.3 幅 穴゚.径4 5 密 並暗灰 N3/ 重さ837 g 

464 2070-07 H意 包11含'7層 長3.さ4 1.帷2 02穴径S 密 並浅黄橙 IOYRS/3 璽さ319 g 

胄f 包F含40層 外内：：ナヨデコナテオサエハケメ (6~7本/rm)
粗 並 にぷし橙 75YR6/4 ロ縁部内OOに煤が付着
~ I 5暉nの砂粒を多く含む

466 I 2020-0J I 1f,,,11' 包F含40層 外内 ： ナハデケメオ(サllエ本/26, ●I 
租 並 にぶい橙 75YR7/4 
~3mmの砂粒を多く含む

f土・師管器 包F含33層 底22径.0 ナデオサエ
柑

屹 にぶい黄澄 JOYR6/3 1底部 .JO/I 畑．部に板圧須あり
~2,mの砂粒を多く含む

468 I 2004-0, 1 鉄斧 包°'含'層 刃6.長3 1全2.2長

金属鎌製品 包E含40層

470 I 2033-os I 金属鎌製品 拡P張51区

金鼠鎌製品 包P含60層

472 2022-03 金属鎌製品 包E含'2層

473 2021-0`  4 
金属鎌製品 C地区r層

474 2002-06 勤物形＋製品 包S含59層 やや密 並 に黒ぶいN黄Z橙/ IOYR7/3 残長895 残幅4

475 2028-05 不明 t製品 包F含3S層 やや哨 並にふ橙 75YR7/4 クルミ形土製品？

476 2095-04 ，，玉形七製品 トDレ39ンチ 全3.長5 頃12さS 0礼2径2 重さ8.74 g 

477 2095-05 勾玉形!:製品 包L含37層 全2.長0 "0.さ7 孔0.径2 重さ I38 g 

478 2003-03 勾t 包N含42層 重さ3.75 g 

479 2095-03 勾玉 包D含S6層 全2.長1 厚4.さ9 孔L2径5 重さ I62 g 

480 2013-03 不明上製品 包p含3層 長6.さ6 I. 幅25 や~やI咀5閾の砂粒含む 並 にぶい黄橙 10YR7/3 残存重量 18. 87 g 

上製紡鐘車 包F含SS層 2径.9 げ1.さ2 孔0.径6 やや密 前 にぶい橙 75YR7/4 重さ6.95 g 

紡鰹車 包M含41層 s.7径5 厚2.さ1 0孔.5径5 や微砂や粒密含む 笠 にぶし橙 75YR7/4 重さ25.3 g 

紡ヤ鍔師器卓 包"含'層 や-や,~密の砂粒含む 並浅黄澄 IOYR8/3 残存重量 8. 96g 

"'I 1010-01 I H, 包P含2層 2径.3 孔2.径3 や-や,~密の微砂粒を含む
,tj, ・ 黒に褐ぶい赤5褐YR22./5Yl R 5/6 澄 5YR6/6 重さ8.83 g 

485 2003-01 ±玉 包E含'7層 0径.7 0礼.径15 重さ0.31 g 

,s, / 201,-os / 土玉 包G含1層1 l.径2 孔゚.径2 や-やo.咀5~ の砂粒含む 屹灰羨褐 IOYR4/2

創型も製品 包F含'5層 長4さ1 ,幅., ぼ0.さ5 I I重さ7.05 g 孔径0.15c璽

488 I 2003-02 I fl玉 包1.含3'層 0径6 序o.さs 孔゚.径2 重さ0.18 g 

有礼円盤 包H含32層 渾2.さ8 I l礼は 2ヶ所残る

石製品 包F含'7層

ん製品 包E含S?層 I I重さ 12.9 g 

把須恵手質？ 包M含36層 や-や,皿祖の砂粒を含む 並浅貨橙 IOYR8/3

.,, I 2055-04 I a: S UK690 S 
113 

2.6~3 I 4.品0台~4径S 内外 ョヨココナナデデ ナミデガキ• オサエ
C、

やや密 並灰 NS/ 完存 I重ね焼き痕あり

i: 師皿器 T62 
8.5 11 ヨコナデナテ＇ や~や2四密の砂粒含む 曲 にぶい澄 7SYR7/4 口紘： 1/4 

S 291 

495 (2044-04 (~ 器 S.57 
12.0 37 外内 ヨミコガナキデ ナテ やや密 並／火 N5/ I外面に藁痕あり

S K99 

": T56 
品s台.o径 内外 ： ナミデガキ やや密 並 灰断面 5次Y白5/5lY8/I 高台： 3/4 

S K102 

ゞ
S58 

13.0 26 内外 ： ナミデガキ やや密 並 灰断血7IS~ Y白4/SlY8S/YI S/I 
S KI03 

士：器 S57 
,.o 12 外内 ：： ヨヨココナナデデ ナオテサトエ やや密 並 内外：ににぷふいい橙橙 7 55YYRR 67//4 4 Iこぶい員橙 IOYR7/3 n紘： 1/4 

S K98 

土：器 S58 
8.0 13 外内： ヨヨココナナデデ・ナナデデ オサエ や-や1-密の砂粒含む 拉 にぷい貨橙 IOYR6/3 日紘： 1/6 

S Ki04 

r:1111 S58 
8.0 11 外内・ ョョココナナテデ ナナデデ オサエ 密 抄灰白 IOYR8/1 口紘： 1/4 

S K104 

ゞ
S58 

II 0 外内． ョョココナナデデ ナナデデ オミサガエキ 密 並灰tl IOYR8/2 u縁： I /10 
S KI04 

±:器 SQKSB IOS 8 6 12 外内：ョヨココナナデデ ナオデサエ ナデ や-や,.. 密の微砂粒を含む 他 外内：：灰浅黄白II!!O!YOR YR8/8/2 3 ロ紘： 3/4 

屯器 SQK6l0 l2 84 12 外内・ ョョココナナデデ ナナデデ オサエ
密

並 にぶい澄 75YR7/4 n紘 3/4
_,_の砂粒を含む

t器 USK・VII64 O 120 2 7 扁3台.0径 外内・・ ョョココナナデデ ナミデガキオサエ 密 並 灰断面N次4/白0NB/0 面台 3/8 

'l: SRK56 IJ7 密 良灰E'l 2.5Y8/1 

-"-: SRK56 ¥17 IS.4 ョコナデ ミガキ• やや密 牧 外内,灰Iii. NN44//00 灰浅貨cl橙IOIOYYRR8/8/13 口紘： 1 /10 

501 I 2053-01 I I. 師IDl器 SRKS6 JJ7 80 I 0 外内 ・ ョョココナナデテ ナオデサエ や-や2~司lの砂粒含む 並 にぶい黄澄 JOYR7/2 口紘： l/4 

七師Illl器 RS6 
9.5 13 内外・： ョヨココナナデデ ナナデデ オサエ や-やl~密UJ砂粒含む 屹 にぶい黄澄 IOYR6/4 n紘： I/ 7 

S K¥17 

｝師皿器 SQK58 122 9.0 14 外内 ョヨココナナデテ＇ ナナデデ オサエ や~や3u咀の砂粒を含む 良 灰にぶ貨い,貨.橙,v6IO/Y2 R6/4 1/4 

t: 器 P59 
79 12 ョコナデ ナデ や~やlu密の微砂粒を含む 並 外内 灰にぷ(Iい黄IO橙YRIOS/YR27暗/灰2 N3/ 完形 I"'I 0 

S K125 

!: 師Ill!器 555 
8. 〇 外内・ ョョココナナデテ ナテ やや密 並 外内：：I灰火貨貨褐2SIOY Y7 R/62 /2  

S Kl25 
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出 登録番号 器種 遣出ナ位構置 "径 器 雇 その他
調整技法の峙徴 胎士 焼成 色 調 IJI 存 傭 考

512 2043-08 士：器 S SK5¥5 25 9.0 14 内外：．ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ や微や砂密粒含む 並にぶ貴澄 IOYR 7 / 3 

513 1003-05 -t: 器 s PX599 3 
77 

11 外内：： ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ 微やや砂粒密を含む 並 ににぶぷいい橙黄橙25IOYYRR67//42 完形
.---.。

514 1003-0:¥ 土師llll器 PS9 
7 8 l 0 内外：：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ やや密 並 内外,：灰,こぶ白い2貨.橙5Y7IO/YlR7 黄/灰2 2褐.5灰Y5I/OYIR6/l ロ縁:3 / 4, 

S X93 

515 1003-06 士：器 P59 
8.0 11 外内 ・ ． ヨヨココナナデデ・ナナテデ' オサエ 徽や砂や粒密を含む 並浅黄橙 7.SYRS/4 ロ緑： 1/4 

S X93 

516 1004-02 Ii: P59 
II 6 3 0 外内：：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ やや密 不良灰白 5YB/l ロ縁： 1/2 

S X93 

517 1031-03 ゞ S PX59 93 12.0 2. 9 外内・： ョヨココナナデデ ナナデデ オサエ 密 良 灰断面 N~灰5/白 NS/ ロ縁： 1/4 

518 1004-03 Ii: P59 
12.0 3.0 外内：： ヨヨココナナデデ• ナナデデ オサエ やや密 拉 灰断面N：灰6/白6N8/0 l::J縁： 5/6 

S X93 

519 1031-02 Ji: S PX59 9' II 0 2 9 内外・・ ョョココナナテデ ナナテテ’ オサエ 密 良 灰断面N：灰5/白 NB/ ロ緑： 1/4 

520 2048-02 .:: SSK54 I30 13.0 3.0 内外 ョヨココナナデデ ナナデデ ミガキ 密 良 灰断面N．灰5/白 NS/ ロ縁； 1/4 

521 2048-06 ..:: s SK54 130 II 0 3.0 外内・： ヨョココナナデデ ナミデガキオサエ 密 良 灰断面N灰4/白 N7/ 口紘： 1/4 

522 2098-07 七師皿器 STD59 III 8.5 12 外内 ：： ヨヨココナナデデ・ナオデサエ やI.や密5一の砂粒含む 並浅貴橙 IOYR8/ 3 

523 2102-04 ~: STD59 lll 32 ロクロナデ 密 並灰白 25Y 8 / 1 ロ縁：ほぽ完存 沈底線部あに馘り軸ワ

524 2090-01 "'.f SSD60 lll 410 ロクロナデ や-や3,.密の砂粒含む 拉褐灰 IOYR5/ I u紘： 1/6 

525 1029-08 t: 器 P50 
78 12 外内．：ナヨデコナ・デヨコナナデテ オサエ やや密 良 にぶい黄橙 IOYR7/3

p 1 

526 1030-01 t: 器 Pp 5I 3 8.5 13 内外：ナョデコナ・デヨコナナデデ オサエ やや密 良浅黄橙 IOYR8/3 ロ緑； I/5 

527 2029-06 士や
LSI 

9.0 14 内外・・ ョョココナナデデ ナナデデ オサエ や-や2密. 5一の砂粒含む 並澄 7.5YR6/6 ロ縁： 1/4 
Pit 2 

528 2029-03 士：器 T5B 
8.5 14 ヨコナデナデ やや密 並 暗に灰ぷ黄い黄2I!!.5YIO4Y/R2 7/3 ロ縁： 1/3 

l'l t 7 

529 2029-04 上師Oil器 PTit63 4 8.0 14 内外・： ョヨココナナデデ ナナデデ オサエ やや密 並 にぷい黄橙 JOYR 6/  3 口紘： 1/3 

530 2029-05 土：器 P5ill 63 8.0 12 外内：ヨョココナナデデ ナナデデ オサエ や~や1密. 5mの砂粒含む 並灰貨褐 lOYR5/2 ロ紘： 1/4 

531 2029-02 上師皿器 S63 8.2 
11 内外：ヨョココナナデデ ナナデデ オサエ や-や5密. 5一の小石含む 並 にふい貨橙 JOYR 7 / 3 完形

Pl t 2 0-C 

532 202MI ナ師皿器 563 8.2 
12 内外：：3ヨココナナテデ・ナナデデ オサエ や-や3一密の砂粒含む 並 にぷい黄橙 IOYR7/3 完形

!-'1 t 2 0-

533 202H3 t器
D32 

16. 3 45 台6.径4 外内・：ナミデガキオサエ 密 並 外内：灰にぷ白い橙IOYR5Y8/R72/灰4 灰N白4/20.5YR 8/1 ；；；；u緑台：わ1/ずか4 
P, t 5 

534 2103-06 
瓦器 U63 

13.0 3.0 高4台.5径 外内 ：： ナミデガキ やや密 並灰 5Y6/l 萬ロ縁台 ： ： ll //4 3 
椀 Pit 3 

636 2104-01 lil!ii器 PRit 55 I 13.5 ,, 高6台.5 径 外内：：ナミテガキ ミガキ やや密 並灰 7.5Y6/1 高ロ縁台 ：： 小1/片2 

536 2056-04 ら器
561 

145 43 高4台.8径 外内． ョヨココナナデデ ナミデガキオサエ 密 拉 灰灰白 NIOS/YR8/I 8/2 ロ縁： 1/3 
P6 

537 1031-01 瓦： Qp57 g 9.6 2.0 内外：： ヨヨココナナテデ ナナテデ＇ オサエ 密 良 灰断面N：灰4/杓 NS/ い縁： 3/4 

538 1032-04 h皿器 QP58 ll 10.0 21 外，，， ョミガコナキデ ナデ オサエ 密 良 灰断面N灰5/白 NB/ ほぽ完形

539 2011-03 Pli: Kp 31 I 15 0 外，，，、施施釉釉 ロクロケズリ 密 良 I軸素崖地石：明・灰rr,オ黄白リ褐ープM灰IO7YR 5G6/Y 72 /I lロ/紘8 

540 2051-04 土師ll]l器 包R含60層 9.0 13 密 並 にぷい黄攪 lOYR7/4 n縁： I/6 

541 2050-04 屯器 R包・含S層fi3 85 I 45 外内・：ナナデデ オサエ やや密 笠 にぶい黄橙 JOYR 7 / 2 口紘： 1/5 

542 2012-05 土師fill器 包R含6l層 8.0 J 5 ョコナデナデオサエ や~やI密 5一の砂粒含む 並浅黄橙 7.5YR8/3 口紘： 1/3 

543 2012-07 土師皿器 包D含32層 9.0 14 外内・．ヨヨココナナデデ ナナテデ オサエ や-や1一密の砂粒含む 並灰白 JOYR8/2 n縁： 1/4 

544 2072-04 土：器 包F含32層 8.5 15 外内・： ヨヨココナナデデ ナナテデ オサエ や-や2-密の砂粒含む 並橙 7.SYR 7 /6 n縁： 1/4 

5-45 2051-03 土：器 包R含SSIll 9.6 19 外内・：ヨヨ土コナナデデ ナナデデ オサエ 密 亜 にぶい橙 75YR7/4 口紘： 1/4 

546 2015-06 t:: 器 包5含58層 7. 8~8. 0 15 ヨコナデナテ＇ やや密 並 にぷい黄澄 !OYR7/3 一部欠

547 2050-08 七師器
包R含62層 8.0 12 内外・：ョヨココナナテデ ナナテデ オサエ やや密 柁 内外：．浅に黄ぷ橙い貴橙IOYIORYS/R3 7 /3  ロ縁： 1/4 

Oil 

548 1032-03 土師皿器 包P含60Ill 77 12 内外；ョヨココナナデデ ナナデデ オサエ 密 不良貨灰 25Y 4 / l u縁 5/8

549 2043-04 七：器 包R含62層 8.5 14 外内：： ヨヨココナナデデ ナナテデ＇ オサエ 微やや砂粒密含む 亜 外内：・ ににぷぷいい貴黄橙橙 75.5YYRR67//4 4 口縁： 1/4 

550 2013-02 七：器 包0含32層 8.0 13 内外．ヨョココナナデデ ナナデデ オサエ や-や1.. 良の砂粒含む 並 にぶい黄橙 IOYR7 /3  ロ縁： 1/2 

551 2088-05 士師皿器 包R含6◄層 II 0 17 ヨコナデナデ 微や砂や粒密、5mの小石含む 並 浅に貨ぶ橙い黄橙IOYIROY 8/R 3 7 /3  ロ縁； 1/5 

552 2 lO l -07 j;: 器
包R含57層 8. 2 l 25 内外・； ョヨココナナデデ ナオデサエ やや密 並 内外：：灰浅白黄 22..55V Y7 7 //1 3 にぶい橙 2 5Y6/3 ロ紘： 1/4 

553 1030-02 土：器 包P含55層 8.2 14 外内：：ナヨデコナ・デ3コナナデデ オサエ やや咀 良橙 5YR7/6 口紘：一部欠損 底部外面に墓の痕騎あり

554 2043-05 で1111 包R含62層 8.5 13 ヨコナデナデ や徽砂や粒密含む 並 外内 橙にぷい5黄Y橙R6/!OY6R7/3 ロ縁： 1/4 

555 2043-03 土師皿器 包R含58層 8 0 18 外内：： ヨヨココナナデデ ナデ やや密 並 外内：．浅に黄ぶ橙い橙7.75Y5YRR8/7/43に灰ぷ褐い橙775.Y5YR R5/7/2 4 ほぽ完存

556 2012-06 士師皿器 包D含31層 9.0 18 ヨコナデナデ• オサエ や-や1一密の砂粒含む 並 にぷい橙 7.5YR7/3 n縁： 1/4 

557 20鶉—齢 士師皿器 包R含64層 10.0 15 内外：：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ や-や,一密の砂粒含む 並浅黄慢 75YR8/4 n紘： 1/4 歪み大

558 2015-07 七：器 包S含58層 8.5 14 ョコナデ・ナデ や-や2一密の砂粒含む 並 にぶい黄橙 IOYR7 / 4 ロ縁： 1/2 底郎に円形の穿礼あり

559 1029-06 土師IDl器 包Q含53層 8. 4 I 0 ナデオサエ ヨコナテ・ やや密 良灰白 lOYR8/2 ロ縁： 2/3 

560 2074-03 ±:器 包F含32層 9.0 14 外内：：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ 密 並 にぶい黄橙 IOYR7/3 u縁： 1/4 

561 l0l3-04 土師IDl器 表Bl地'.除区去 8.5 13 外内 ．： ョヨココナナデデ ナオデサエ や-や2一粗の砂粒を含む 拉 外内．ににぶぷいい橙黄橙7.5IOYY6R/74/3 ロ縁： 7/8 

562 1013-06 士師lill器 表B士地除区五
.. . 

'< 内外：： ョヨココナナデデ ナオデサエ やや密 良 にぶい黄幡 10YR7/2 7/3 完形. -. 
563 1013-05 士：器 表B土地除区去 10.0 14 外内：： ヨヨココナナデデ・ナオデサエ ナデ 蠍やや砂粒密を含む 並灰白 IOYR8/2 口紘： 4/5 

564 2050-06 土師皿器 包U含6◄層 9.0 13 ヨコナデナデ やや密 並灰黄褐 IOYR6/2 ロ縁： 1/4 

565 l013-07 土師Ill器 包Q含59層 8.5 14 外内：： ヨヨココナナデデ ナオデサエ ナデ やや密 良 にぶい貴慢 IOYR6/3 ロ緑： 3/4 

5邸 2072-05 t: 器 包F含32層 8.5 12 外内：：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ や-や2一密の砂粒含む 並橙 7.5YR7/4 ロ縁： 1/4 

567 2015-0< 士師皿器 包R含56層 75 '' ヨコナデナデ や-や2粗一の砂粒含む 拉 1こぶい黄橙 !OYR 7 /4  ロ縁： 1/4 

568 2015-05 士：器 包S含58層 7. 9~8. 2 16 ヨコナデナデ や-や3密5• の小石含む 並 にぷい貴橙 IOYR7 /3  完存

569 2101-03 士：器 包R含57層 8.2 12 外内：：ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ やや密 並 I外内,-"．： に'にヽぶぷ肇“いい量橙橙rn2v5.5YoYR, R6h 6//44 褐に灰ぶい5貴Y橙R4IO/YI R 7/2 ロ縁； 3/8 

570 2050--06 土師皿器 包S含57層 8.0 11 ヨコナデナデ や_や,_密の砂粒含む 亜 にぶい貨慢 JOYR7 /3  口縁； 1/2 

571 2050-07 土：器 包S含57層 8.5 13 ヨコナデナデ や-や2-密の砂粒含む 亜灰白 IOYR8/2 口縁： 1/3 

572 1029-07 土師lll.綽 包Q含58層 .. , I • 内外：：ナヨデコナ・デヨコナナデデ オサエ 曽 良 にぶい貴慢 IOYR7 /3  ロ縁．．完存

573 1013-03 土師鱗器 包Q含62層 22. 0 外内 ．： ヨョ ココナナデデ • ナオデサエ 徽や砂や粒密を含む 並 外内・灰にぶ貴褐い貴褐IOYIORY6/RS2/3  ロ縁： 1/5 ロ縁郎内外面に煤が付着

574 2096-03 士師鍋醤 C衰l'II!土区除F去層 23. 5 内外：：ナナデデ ケズリ や-やz一粗の砂粒含む 並 外内．：灰に褐ぶい橙7.5Y7.R5Y6/R26/4 灰褐 7 5YR 4/2 日縁： I /10 

575 2096-02 名？ C襄地土区餘下去層 26. 5 外内：：ナナデデ ケズリ や-や•一祖の小石含む 並 外内．灰にぷJII蠅い貴橙I0YIROY6/R62/褐3灰灰褐IOY7R.54Y/R1 5/2 口縁： 1/9 
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ふ 登鰊奮け 器種 遺出r位構置
ll 径 器高 その他

調整技法の特徽 胎 t 焼成 色 調 残存 傭 壽

576 2096-0J 土羽師釜器 C表地七~除-1-去層 27 5 外内・ ナナデデ ケズリ や_や,_租の砂粒含む 並 に黒褐ぶい褐IOY7R53Y/Rt6/3 口紘： 1/8 

577 2011-01 士羽~ 包E含3層2 28. 0 34鍔径0 ヨコナテ~ ナデ やや密 並 外内：灰に褐ぶい7橙.5Y7.R5Y6/R64/に4ぶい橙 7 5YR7/4 u縁： 1/3 

S78 2053-03 ゞ 包R含62層 JS. 6 ヨコナデ ミガキ や~や3-密の砂粒含む 不良灰白 SYS/I ロ縁： 1/4 

579 1015-02 ゞ 表採 16. 5 5.7 高7台0径 内外：． ミミガガキキ 貼付ナデ やや密 拉 灰晴灰黄 2N5Y 3/ 7/2 高口紘台 ： ： 11 //4 3 ロ縁郎内面に沈線あり

580 2063-03 .o:: 包D含32層 高4台.5径 外内 ：： オミガサキエ やや密 良 灰断面N：灰4/白 NB/ 

581 2063-05 ゞ 包D含'2層 16.0 底4径0 内外・： ヨヨココナナデデ オミサガエキ やや密 良 灰暗灰白 NN3S/ / 

582 2068-04 Ii: 包0含12層 15.0 42 内外： ョヨココナナテデ ナナデデ オミサガキエ 密 良 灰断面N灰4/白 NB/ 口縁： 1/4 

583 2068-05 1(: 包D含3層2 18.0 4 3 外,,,：,ヨョココナナデデ ナナデデ・オミサガエキ 密 良 灰断面N：灰4/白 NS/ ロ縁： 1/8 

584 2044-02 t器 包U含63層 II 0 3 6 扁4台.5径 内外： ヨヨココナナデデ オミガサエキ や微や砂粒密含む 並灰 N4/ ロ緑： l/3 

585 1015-01 Ji: 包P含S9層 123 3.4 4.高0台~4.2径 内外：オミサガエキ ナデ 貼付ナデ や微や砂密粒を含む 良 灰暗灰NN5/3/ 高ロ縁台 ： ． 完1/12 , n紘郎内面に沈線あり

586 2089-01 a: 包R含S7噛 142 4 I 高4台.6径 外内：・ ナヨデコナ・デミガ・ナキデ オサエ や~や1.密s-の砂粒含む 良灰 NS/0 高ロ縁台 ： ： 11 //8 2 

587 2063-04 &l!il器 包D含'2層 15.0 底5.径0 外内 ：・ ヨョココナナデデ オミサガエキ や-や2一咀の砂粒含む 良 灰灰白 NN4/B/ 

588 2076-01 し器 拡幻o今張,s部編『 15.0 15 4.高5台-径5.0 内外． ョョココナナデデ オミサガエキ 密 .J:11: 灰断面N：灰4/白0NS/0 嵩口紘台 ,； 完3/仔8 

589 2094-03 i.:: トCレ地ン区チ 13.5 43 高5台.0径 内外：・ ナミデガキオサエ
密

並 外内・灰青灰N45/85/1 浅黄 2 SY 7 /3 高n縁台 ： , 11 // 4 4 
-J 5一の砂粒含む

590 2069-01 ": 包D含32層 14.0 5.4 外内：・ ョ3ココナナデデ ナナデデ オミガサエキ 密 良 灰断面N・灰4/白 NB/ 日紘： 1/3 

591 2093-01 ]<llil器 包0含32層 15.0 4.4 高5台.0径 外内：ヨミガコナキデ ナデ オサエ 密 良 灰断面N・灰4/白 NS/ 高n縁台 ： ； 21 // 3 3 

592 2093-03 ゞ 包R含59層 16.0 52 高5台.0径 内外：：ヨミガコナキデ ナデ オサエ 密 良 断黒面 5：浅Y黄2/橙 1IOY R 8 / 3 高n絨台 ： ： 11 // 4 3 

593 2050-01 a: 包T含62Ill 125 内外： ヨヨココナナデデ ナミデガキオサエ やや密 拉 灰断面N：灰4/白 5Y8/2 口紘： 1/4 

594 2094-04 Ji: トCレ地ン区チ 140 外内：・ ョミガコナキデ ナデ オサエ
密

並 外内．灰暗灰NN4/3/  ロ縁： 1/4 
-1-の砂粒含む

595 2044-01 lif!ii器 包R含6'層 15.0 4.1 高5台0径 外内：・ ヨミガコナキデ ナデ• オサエ 密 並灰 NS/ 高日紘台 , ： 11 //6 3 

596 2076-02 1'.flil器 包D含32層 157 外内・ ヨヨココナナデデ ナオデサエ ミガキ 密 並 灰断面N灰4/白0N灰B/白02. 5Y 8/  I ロ縁： 3/4 

597 2062-07 ゞ 包D含32層 15.0 内外．・ ヨヨココナナデデ オミガサエキ やや密 良灰 N4/ ロ縁： 1/3 

598 2071-05 K:  包F含32層 15.0 内外．・ ナミデガキオサエ やや密 拉 灰断面N：灰S/白 7 SY 8/  1 ロ縁： 1/6 

599 1031-01 t器 包Q含58層 12. 〇 2.7 外内：； ヨヨココナナデデ・ナナデテ オサエ 密 良 灰断面N灰4/白 N7/ 口紘： 1/3 

600 2102-01 t器 Cト地レ区ンチ下層東 高5台.0径 ロクロナデ 密 並 灰断面N．灰4/白0NB/0 高台： 1/2 

601 2071-01 Ii: 包S含58II II 0 32 内外．ヨミガコナキデ ナデ オサエ やや密 並 炊断面7S浅Y貨5橙/1IOYRB/3 n絨： 1/2 

602 2053-02 ゞ 包R含58Ill 114 内外：ヨヨココナナデデ ナデ オサエ 密 並 灰断面N：灰5/白0NS/0 ロ縁 1/4 

603 1007-03 a.: SPH57 l9 l0.0 2. 〇 内外：・ ョミガコナキデ オサエ ナデ やや密 拉 灰断面N灰4/白 2 5Y8/J ロ縁： 1/3 

604 2069-0S 丸皿器 包D含'3層 9.0 12 外内・： ヨョココナナデデ ナミデガキオサエ 密 良 暗灰灰白 NNB3/ / ロ縁： 1/2 

605 2013-0¥ 瓦： 包0含32層 9. 4 l 7 内外：： ヨヨココナナデデ ナナデデ オサエ 密 良灰 N4/ ロ縁： 1/2 内面に暉文あり

606 2089-02 瓦皿器 包T含64層 111 内外・．ョミ tiコナキデ オサエ や微や砂密粒含む 良灰 N6/0 5/0 u縁： 1/4 

607 2026-03 瓦ill器 包C地含区11i1 8.2 17 内外． ヨョココナナデデ ナオデサエ 密微砂粒を含む 良灰 N4/0 5/0 ほぼ完形

608 2058-0] ';: RS6 
15.0 密 良明緑灰 75G Y 7 / 1 a紘 1/8

S H48 

609 2051-05 si: 包U含65層 15.0 密 良 オリープ灰 25GY 5/ I n縁： 1/8 

6(0 2045-03 陶： 包R含63層 13 0 密 並 断軸面・灰：灰オ白リープ5Y57/Y5l/2  全面崖軸

611 2058-02 磁椀器 包T含64層 密 良暗灰黄 2SY 5/ 2 

612 2075-05 磁椀器 包R含62層 属5台2径 ロクロナデ やや密 拉灰白 2.SY 8/  I 高台： 3/4 

613 2057-03 -: 包P含55層 高5台.2径 密 良灰オリープ 7.5Y6/2

614 2012-04 山茶椀 包C含地騒区 高7台.8径 ロクロナデ 密 良灰白 2.SY 8/  I 嵩台： 2/3 内高台面に内に自然糸切軸痕

615 2022-01 金●J)f-製品 包03含8Ill 

616 2033-07 金凰JJ禦'品 B表地土区

617 2033-01 金●刀製f品 包P含S9層

618 2022-02 金属製品 包E含36層

619 2033-08 金鳳製品 S PX59 93 

620 2022-05 金●製品 SSK57 14 

621 2022-04 金属製品 包)含34層

622 2033-03 金属釘製品 包Q含60層

623 2033-06 金●t製l品 包P含¥6層

624 2033-09 金属1製1品 包Q含4●層

625 203,-02 金鳳1製1品 包P含S9崖
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地区名 グリット 調査時番号 報告書番号 性格 時期
規 模

特
縦 x 憤 X 深さ (ml 

徴 備 考

Q 9 lO SH! Sill 竪穴住居 古墳後期 5 5X5 5XO 07~0 2 西辺にカマド？

P3他 SH2 SH2 竪穴住居 古墳後期 3-4X3-4X0 05 

Pl6他 S03 S03 溝 中世'? 幅 0 6~0 7XO 06~0 07 

P 14他 S04 S04 溝 弥生 幅 I 6 XO  3 

P 16 17 S05 S05 溝 中世？ 幅 0 4XO 1-0 3 

P6 7 SH6 SH6 竪穴住居 古墳後期 ー・辺 3 9XO 05~0 08 

P4他 SH7 SH7 竪穴住居 古墳後期 不明 重複関係によって規模不明

P4他 SHB SH8 竪穴住居 古墳後期 3~4X3~4XO 03~0 05 西辺に焼士が 2ヵ所

P Ql4 SD9 5D9 潰 弥生 幅0 8~1XO 2~0 3 

PS他 SX!O SOLO 溝 縄文 幅 I 5XO l~O 3 

A Q5 6 SHI! SKI! 士坑 縄文 一辺 2 5XO 07~0 2 

PIS他 SH12 SHl2 竪穴住居 古墳後期 5 5X5 5XO 06-0 08 北辺にカマド

Rl5他 SHI3 SH13 竪穴住居 古墳後期 一辺 6 5XO 06-0 15 調査区外

Q22~24 SHl4 SH14 竪穴住居 古墳後期 一辺 4 sxo 05~0 07 北辺にカマド

P3 SKIS SK15 竪穴住居 古墳後期 2 9Xl 25-1 6XO 2 長楕円形

P24 25 SH16 SH16 竪穴住居 古墳後期 不明 削平著しく規模不明

RI5他 SH17 SHl7 竪穴住居 古墳後期 不明 調査区外にかかる

Ql5• 16 SK48 SKIS 土坑 古墳後期 I 5Xl 2XO 3 

Q22 SH49 SH19 竪穴住居 古墳後期？ 不明 床面のみ

Q6 SK50 SK20 土坑 縄文 径0 3XO  7 

Q23 SH51 SH21 竪穴住居 古墳後期？ 不明 北辺にカマド、重複関係による規模不明

P62他 SDl8 S022 溝 中世？ 幅 0 55XO 15 

P56他 SH19 SH23 竪穴住居 古墳後期 一辺 3 33X0 15 

Q58 s K20 SK24 土坑 中世？ I 7Xl 05XO 5 

P Q24 SH21 SH25 竪穴住居 古墳後期 4 2X3 9XO I 

Q56 57 SH22 SH26 竪穴住居 古墳後期 一辺 3 4X0 2 SH28と重複

P56 SH23 SH27 竪穴住居 古墳後期 不明 重複関係による

Q56・57 SH24 SH28 竪穴住居 古墳後期 一辺 2 8XO 08 SH26と重襖

P• Q5I 52 SH25 SH29 竪穴住居 古墳後期 一辺 4 15X3 3以上XO I 5 SH32と重複

Q50 S K26 SK30 土坑 中世？ I 9Xl 25XO 15 SH33と重檀

P• Q60 S K27 SK31 士坑 中世？ l 4Xl 2XO 15 重複関係による

P Q52 SH28 SH32 竪穴住居 古墳後期 4X2 75XO 15 

SH29 SH32と同一

Q50 SH30 SH33 竪穴住居 古墳後期 一辺 2 7 XO I I 

B 

Q50 SH31 SH34 竪穴住居 古墳後期 一辺 2 7 XO I I 

Q49 SH32 SH35 竪穴住居 古墳後期 一辺 2 BXO 12 

P48 SH33 SH36 竪穴住居 古墳後期 不明 焼土のみ残り、規模不明

P Q56 SK34 SK37 土坑 中世？ 0 75XO 75XO 26 

P53 SK35 SK38 士坑 中世？ 0 6XO 6XO 26 

Q60 SK36 SK39 上坑 中世？ I 2XO 8XO 3 

QSB SK37 SK40 土坑 中世？ 1 2XO 6XO 02 

SK38 SK24と同一

P57 S X39 S X41 中世墓？ 中世？ !XO 5XO I 

P57 S K40 SK42 士坑 中世？ 0 8XO 4XO I 

Q49 S K41 S K43 土坑 中世？ 0 65XO 45XO 3 

S K42 欠薔

Q60 S K43 SK44 土坑 中世？ 1 25XO 85XO 5 

第11表 遺構一覧表・遺構番号対照表 (1)
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地区名 グリット 調査時番号 縁告書番号 性 格 時期
規 模

特 徴 備 考
縦 x 禎 X 深さ (m) 

P50 SK44 SK45 士坑 中世？ IX O 3 5 

P50 SK45 SK46 土坑 中世？ 1 55XO 82XO 15 

B 

Q59 SK46 S K47 土坑 中世？ 0 7XO 6XO 13 

S 247 SH35と同一

M32 SK! S K48 土坑 中世 1 35Xl 2XO 3 

D33 SK2 s K49 士坑 中世 0 75XO 6XO 2 

E32他 S B50 掘立柱達物 中世 4間X4間 総柱達物

E36他 S B51 掘立柱達物 中世 4間X2間 総柱達物

G36他 S 852 掘立柱達物 中世 2間XI間

I 35他 SHSO SH53 竪穴住居 古墳後期 一辺 6XO I 北辺にカマド

I 35他 SH51 SH54 竪穴住居 古墳後期 一辺 6XO 2 北辺にカマド

K38他 SH52 SH55 竪穴住居 古墳後期 5 sxo 17 東辺にカマド

J 33他 SH53 SH56 竪穴住居 古墳後期 一辺 6XO l 北辺にカマド

H32他 SH54 SH57 竪穴住居 古墳後期 一辺 6 6 XO l 北辺にカマド

L33他 S055 S D58 溝 中世 幅 0 65XO 15 東iZlにカマド

L38 39他 SH56 SH59 竪穴住居 古墳後期 一辺 6 9XO 2 南辺にカマド

G35他 SH57 SH60 竪穴住居 古墳後期 一辺 3 7XO 15 

L33他 S058 S061 溝 中世 幅0 9XO  25 

G36 37 SH59 SH62 竪穴住居 古墳後期 一辺4 95XO 15 

F37他 SH60 SH63 竪穴住居 古墳後期 不明

G32他 SH61 SH64 竪穴住居 古墳後期 不明 北辺にカマド

E33他 SH62 SH65 竪穴住居 古墳後期 不明 illl査区外及び重複によって規模不明

K41他 SH63 SH66 竪穴住居 古墳後期 不明 西辺にカマド

I 37 38 SH64 SH67 竪穴住居 古墳後期 4~4 5XO 2 東辺にカマド

C 

E32 SH65 SH68 竪穴住居 古墳後期 -i/l5 9 5 XO O 8 

E32 SH66 SH69 竪穴住居 古墳後期 一辺 5 25XO 07 南辺にカマド

F32 SH67 SH70 竪穴住居 古墳後期 不明 重複によって嬢模不明

F33 SH68 SH71 竪穴住居 古墳後期 一辺 4 75XO 25 西辺にカマド

G33他 SH69 SH72 竪穴住居 古墳後期 -ilJ6 2 XO 3 

J38他 SH70 SH73 竪穴住居 古墳後期 一辺 3 7X0 15 東辺にカマド

F38他 SH71 SH74 竪穴住居 古墳後期 不明

F39•40 SH72 SH75 竪穴住居 古墳後期 4X4 5XO 15 東辺にカマド

F40・41 SH73 SH76 竪穴住居 古墳後期 4 3X4 2XO 2 

D40 SH74 SH77 竪穴住居 古墳後期 不明

D40 SH75 SH78 竪穴住居 古墳後期 不明 カマド鰭のみ残る

D40 SH76 SH79 竪穴住居 古墳悛期 不明 カマド跡のみ残る

SH77 SH80 竪穴住居 古墳後期 不明

E35111l S 881 掘立柱達物 古墳後期 3間X2間

K32他 s B82 掘立柱達物 古墳後期 3間X3間 総柱建物

K36他 S B83 掘立柱建物 古墳後期 3間X3間 総柱達物

L37他 S 884 掘立柱達物 古墳後期 4間X2間

L39他 S B85 掘立柱建物 古墳後期 2間X2illl 

I 37他 S B86 掘立柱達物 古墳後期 2間X2間

H39他 S B87 掘立柱達物 古墳後期 5間X4間

S62/tt! SD3 SD88 溝 中世 幅 0 3~0 5XO 15 

D T62 SK4 S K89 土坑 中世 0 72XO 48XO 24 

ll63 SK5 S K90 土坑 中世 0 9XO 66XO 12 

第12表遺構一覧表・遺構番号対照表 (2)
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地区名 グリット 調査時番号 報告書番号 性格 時期
規 模

特 徴 備 考
縦 x 横 x 深さ (m) 

T62他 SZ6 S 291 不明 中世 4 83X4 05XO 1~0 15 

T58・59 SH7 Sl-!92 竪穴住居 古墳後期 ~・ 辺4 37XO 1 

R58 SX8 S X93 中世墓？ 中世 I 78XJ 54XO 45 

R58 SD9 SD94 溝 中世 幅0 3XO  06 

R58 SD!O S D95 溝 中世 幅0 2XO  06 

S57 SKI! SK96 土坑 中世 I 45XO 96XO 24 

S57 SKI2 SK97 士坑 中世 I 4XO 94XO 3 

S57 SK13 SK98 士坑 中世 1 !XO 86XO 23 

S57 SK14 SK99 土坑 中世 I 43XO 94XO 59 

S57 SKIS SKIOO 士坑 中世 0 9lXQ 8XO 46 

S57 SK16 SKIOI 土坑 中世 0 9XO 42XO 1 

T56 S El7 SKI02 土坑 中世 2 6Xl 35以上 XO 3 

S58 SK18 SKI03 土坑 中世 I 72XJ 26XO 18 

S58 SKl9 SKJ04 土坑 中世 I 5Xl 45XO 46 

S58 SK20 SKI05 士坑 中世 0 85XO 74XO 15 

S58 S1<21 SKI06 士坑 中世 0 92XO 77XO 35 

S64・65 S K22 SKI07 土坑 中世 I !BX! 12XO 48 

S64 SK23 S K108 土坑 中世 l 45Xl 17XO 15 

S64他 S024 SDI09 潰 中世 幅0 2~0 3XO 15 

U64他 SK25 SKIIO 七坑 中世 I 48XJ 48XO 24 

S60他 SD26 s0111 潰 中世 幅0 58~1 42X0 2~0 3 

R58 S K27 S K112 ±坑 中世 I 47XJ !XO 22 

R58 SK28 SKll3 士坑 中世 I 38XJ 08X0 J~O 3 

D R58 SK29 S Kll4 士坑 中世 0 84XO 75XO 13 

R58 S K30 S K115 土坑 中世 1 67XO 8XO 1-0 3 

R57 SH31 SH116 竪穴住居 古墳後期 3 3X3XO 1 

R55 56 SE32 S Kll7 七坑 中世 径3 75XO 75 

S56 SK33 SK118 士坑 中世 I 3XIX0 3 

S56 SK34 SKll9 士坑 中世 l 5Xl 13XO 24 

S56 S K35 SK120 士坑 中世 I 04XO 88XO 23 

S56 SK36 SKI21 土坑 中世 !XO 76XO 27 

S56 SK37 SKl22 士坑 中世 I 55XO 98XO 27 

S56 SK38 S K123 士坑 中世 I 02XO 88XO 25 

S55 SK39 SK124 七坑 中世 3 04Xl 25X0 15 

S55 S K40 SK125 土坑 中世 I !7XO 9X0 46 

S55 SK41 s K126 士坑 中世 I 55XO 95XO 25 

S55 SH42 SH127 竪穴住居 古墳後期 3 8X3 !5XO 2 

S54 SH43 S1-1128 竪穴住居 古墳後期 不明

S54 S K44 S Kl29 土坑 中世 3 6 XI 8以上XO I 

S54 SK45 S K130 士坑 中世 I 02XO 85以上XO I 5 

R58他 S046 S0131 溝 中世 幅0 3XO !XO 4 

R58 SK47 SKI32 士坑 中世 I 35XJ 28XO 33 

R56 SH48 S1-1133 竪穴住居 古墳後期 4 !X2 77XO 06 

R57他 S B134 掘立柱達物 中世 4間X2間以上 総柱達物

T60他 S B135 纏立柱達物 中世 4間X2間 総柱達物

T62他 S B136 掘立柱達物 中世 4間x3llll 総柱達物

T62他 S B137 掘立柱建物 中世 5IIIIX 3間 総柱達物

第13表遺構一覧表・遺構番号対照表 (3)
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図版7 耕作痕 ・足跡全景 （西から）

固版8
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図版9 SH 13カマド出土状況（南から）

図版10 SH 13カマド完掘状況（南から）
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図版11 SH17カマド出土状況 （南から）

図版12 SH 14・21 (北から）
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図版13 SH14・21カマド （南から）
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図版15 SD  4出土状況 （西から）

図版16 SH  29・32 (西から）

図版17 S H 33・S K 30 (北から）

図版14 SD  4 (北から） 図版18 S H 23・27・S X 4 1 (西から）
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図版19 SH 29出土状況（東から）

図版20 S H33出土状況 （西から）
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図版21 S H 55・59・66・73 (東から） 図版23 S H 64・71・72ほか （北から）

図版22 S H55・59 (西から） 図版24 SH 74・75・76 (西から）

図版25 S H 55・59・67・73 (西から）
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図版26 S H64カマド（南から）

図版27 S H73カマド（西から）

- 85-



図版28 S H56カマド （南から）

図版29 S H54カマド （南から）

図版30 S H53カマドA (西から）
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図版31 S H57カマド（西から）

図版32 S H71カマド （東から）

図版33 S H75カマド B (南から）

図版34 S H75カマドA (南から）

図版35 S H78カマド（西から）
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S B50 (北から） 図版40 SB84 (南から）

図版37 図版41 足跡（南東から）
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図版38 S B82 (南から） 図版42 足跡（南から）

図版39 S B83・86 (東から） 図版43 S H92 (南から）
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III 中出向遺跡

1 層序と遺構

(1) 

D地区は、南側の丘陵と前深瀬川に挟まれた段丘

上にある水田である。丘陵裾部からは約150m離れ

ている。基本的層序は、耕作土、床土もしくは賠褐

灰色土、砂層、灰褐色粘質土の順で、青灰色粘質土

（地山）または砂礫層に至る。灰褐色粘質土層上面

で溝状の遺構を検出したため、この検出面を第 1遺

構面とした。現地表面からの深さは約0.6mである。

また、第 1遺構面から約0.4,....___,0.Sm下には、青灰色

粘質土層または砂礫層が広がっている。青灰色粘質

土層上面を第 2遺構面とした。南東方向への大きな

(2) 

ここでは、 D地区およびE地区の主な遺構につい

て記述することとし、記述のない遺構については、

遺構一覧表・遺構番号対照表（第15表）を参照され

たし 'o

a 掘立柱建物

S B245 E地区中央部で検出した 3間 X 2間の南

北棟である。柱間は、桁行が約I.Sm、梁行が約1.8

mの等間となっている。柱掘形は、一辺が約0.7,,...,_,0.Sm

の隅丸方形もしくは径約O.Smの円形である。柱掘

層序

遺構

2 遺物

出土遺物は、大きく時代別に分けて古墳時代後期・

中世である。遺物には、古墳時代後期の土師器鍋．

壷・須恵器杯身、中世では、土師器皿・瓦器椀・瓦

器皿がある。 1は、球形の体部にやや外方に屈曲す

る。口縁端部は、外方に先端部分が突き出る様になっ

ている。 2は、口径がやや大きく開き、肩部が丸み

を帯びて広がる。頚部は、全体的に丸みを帯びてま

とまる。 3• 4は、底部がやや平らで腰部において

やや強く屈曲する。口縁端部は、内面に段を持つよ

うにやや尖り気味にまとまる。 5,...__, 8は、底部が緩

い丸みを帯びて立ちあがる。 5,...__, 7は、口縁端部が

-104-

落ち込みおよび溝 1条を検出した。

E地区は、前深瀬川左岸の段丘上に広がる水田で

ある。基本的層序は、耕作土、床土、灰色もしくは

褐灰色系砂層または灰色もしくは褐色系統の土の順

で黄灰色粘質土の地山面に至る。概ね調査区中央付

近を境として北側が砂層となっている。この地区で

は、掘立柱建物 1棟、溝 1条、ピットなどを検出し

た。

（船越璽伸）

形および柱穴から極僅かな遺物が出土したのみで、

明確な時期決定は難しい。

b 溝

S D246 D地区中央部（下層）で検出した幅約1.2

m、深さ約0.2mの溝である。東肩部分で長さ約2.3

m、幅約0.15mの板が出土した。旧流路の一部であ

ると思われる。

（船越重伸）

丸くまとまる。 8は、口縁部近くにおいて段差を持

つように成形され、端部において上方に伸びるよう

にまとめられる。 9は、全体的に緩い傾斜の体部を

持ち、断面台形状の小ぶりの高台が貼り付けられる。

ロ縁部内面には、浅い沈線が巡る。見込みには、渦

巻き状・連結輪状の暗文が施される。 12世紀後半頃

のものとみられる。 10は、やや平坦でない底部から

緩やかに立ちあがり口縁端部において外方に開く。

見込みには、平行線状の暗文が施されている。これ

も12世紀後半頃のものであろう。

（萩原義彦）
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3 結

今回の調査では、 E地区で検出した掘立柱建物 1

棟以外は顕著な遺構は認められなかった。このこと

と試掘結果などから考えて、中出向遺跡における集

落は、今回の調査区付近を西限とするものと思われ

る。

平成8年度からの 3次にわたる発掘調査によって

中出向遺跡は縄文時代から鎌倉時代にかけての集落

跡であることが明らかとなった。特に古墳時代から

奈良時代にかけては比較的大規模な集落が営まれて

いたことが判明したのは大きな成果であった。古墳

時代の集落は 6世紀代を中心に竪穴住居が70棟も検

出され、南側の丘陵に分布する古墳群との関係が注

目されるものであった。平成10年度から発掘調査さ

れた当遺跡の北に隣接している羽根中島遺跡でも同

語

時期の集落跡が見つかっており、当遺跡との関係や

古墳群との関係が注目される。

また、 A地区と B地区から出土した製塩土器は、

大阪湾沿岸のものと思われ、伊賀地域が物流の上で

も古くから関西方面との関係があったことを想像さ

せるとともに三重県内の塩の流通を考える貴重な資

料である。

羽根地区内でのほ場整備事業や川上ダム建設関係

事業に伴う一連の調査で羽根地区の歴史の一端が見

えてきた。これらの発掘調査で判明したことを総合

的に捉えて何らかのまとめをするべきであるが、現

時点では資料が少ない。詳細な検討は調査事例の増

加や周辺遺跡等の既調査の報告を待って行いたい。

（船越重伸）

No. 登録番号 器種 遺出土位構置
口径 器高 その他

調整技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存 備 考cm cm cm 

I 001--01 ±:器 E表地土区 33 0 外内 ：： ヨヨココナナデデ・・ハハケケメメ後(工6本具/ナデ1 cm) や~や3粗呵＇の砂粒含む 並 内外：：ににぶぶいい黄橙橙7.5IOY YR R7 7/ /4 3 ロ緑： 1/9 

2 002-01 ±:器 表E土地除区去 13.0 ナデ・ハケメ (6本/1 cm) や~や2粗四の砂粒含む 並にぶい橙 75YR7/4 ロ縁： 1/4 

3 003--03 須杯恵身器 表E土地除区去 9. 0 3. 5 外内：：ロロククロロナナデデ・・ナロデクロケズリ ナデ や~や2.密5nlnの砂粒含む 並灰 JOY6/  I ロ縁： 1/3 

須杯恵身器
E地区

やや密4 003--04 
包V含4層

8.0 ロクロナデ
~3n,nの砂粒含む 並灰白 N7/0 ロ縁： J/4 

5 002--04 土師JD.器 徘D地水溝区 8. 0 I 2 ョコナデ・ナデ や-や2密11111の砂粒含む 並にぶい橙 7.5YR6/4 ロ縁：一部欠

6 002-02 土：器 包D下含地層層区 9, 0 1 9 外内：： ヨヨココナナデデ・・ナナデデ・オサエ や-や2... 密の砂粒含む 並浅黄橙 IOYR8/3 ロ縁： 1/2 

7 002-03 土：器 包D下地含層層区 9. 0 I 4 外内：： ヨヨココナナデデ・・ナナデデ・オサエ
密

並にぶい橙 75YR7/3 ロ縁： 1/2 ~a ... の砂粒含む

8 002-05 土：器 表E土地除区去 9.5 ョコナデ・ナデ やや密 並 内外：：ににぶぶいい黄橙橙75IOYYRR 67 //4 3 ロ縁： I/5 

9 003-01 ~· D誹地士区 16. 0 5. 0 高6台.0 径 外内：：ナミデガキ・オ・サナデエ・ ミガキ 密 並灰灰白N24/SY 0 7 / 1 高ロ縁台 ： ： 11 //8 4 

I O 003-02 瓦： 包D地含層区 9.0 I 5 外内：：ナミデガキ・オサエ や~やl.密Sn,nの砂粒含む 並 灰灰白IO7Y.54Y/7l/I ロ縁： 1/2 

第14表 出土遺物観察表

地区名 グリット 讀査時番号 籟告暑番号 性格 時期
規模

特徴 備考
縦 x 横 x 深さ (ml 

D B4他 SDI S D243 溝 中世以降 幅約0SmX深さ約03m 

E A7他 S02 s D244 溝 不明 幅約05mX深さ約012m 

E 03他 SB3 S B245 掘立柱建物 不明 桁行約l5mX梁行約1Sm 3間X2間の総柱建物
柱掘形の平面形は、隅丸方形ないし円形で約07 
-DBm 

D M3他 SD4 S D246 溝 不明 幅約I2mX深さ約02m 旧流路の一部とみられる

第15図遺構番号対照表
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図版62 E地区調査区全景（南から）
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N 下坪井遺跡

1 調査の経緯

下坪井遺跡は、平成10年度ほ場整備事業に伴って

遺跡が壊される危険性があったため、当セ‘ノターが

平成 9年度に分布調査を実施した。その結果、古墳

時代から中世の遺物を採集した。平成10年度の事業

照会を受けて、伊賀県民局農林商工部と協議した結

果、事業地内に遺跡の存在が明白になった。これを

受けてさらに詳細な遺跡の把掴をするため、平成10

年11月に試掘調査を実施することになった。その結

果、事業地内の微高地で土坑を確認し、平坦面の小

穴で古墳時代の須恵器や古代から中世にかけての士

師器が出士した。これによって事業地周辺に集落の

ひろがりが想定されたので、事業部内と協議を重ね

た結果、事業によって現状保存が困難部分について

本調究を実施をするに至った。

2 経過と方法

平成11年度の調査範囲は、対象面積、 3,500m'0)

うち、削平される集水枡埋設箇所に限られる。面積

は20面である。調査日は、平成11年10月20日である。

掘削は表土以下地山までを重機と人力を併用しなが

ら行った。遺構埋土も一部重機を用いた。遺構図面

第79図遺跡位置図 (1: 5,000) 
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は、略測図と土層断面図を1/40の縮尺で作成し、遺

跡全景および土層を（フジネオパ 1/SS) 35mmフィ

ルムに記録した。

3 位置と歴史的環境

下坪井遺跡(I)は、阿山郡伊賀町の中南部、柘植川

左岸の河岸段丘に位置する。現況は水田、一部畑地

である。周辺には古代から中世の遺跡が分布する。

時代順に記述する。

柘植川は鈴鹿山脈の一ツ家小平山に源を発する。

当地では西流し、木津川に合流する。ここで展開さ

れる文化は、古墳時代以降である。東山古墳(2)をは

じめとして、新道古墳(3)、筒御前古墳(4)、権現山古

墳(5)、天長山古墳群(6)、内田古墳群(7)等が築造され

分布する。また、近年調査された水衛遺跡(8)では調

育例の少ない、導水施設と木樋が検出されている。①

集落跡として注目されるのは 6世紀前半の天道遺

跡(9)である。掘立柱建物が確認されている。続いて

古代に入って、 9世紀後半に東海道が開通するまで、

旧東海道が右岸を往来する。畿内と東国とを結ぶ交

通の要衝として当地が栄えるようになる。

奈良時代以降では、斎宮芝遺跡(10)・的場遺跡(ll)が

知られている。的場遺跡からは建物が確認され、柱

穴から土師器が出士している。畔垣内遺跡(12)は2次

の調査で20棟の堅穴住居や掘立柱建物が確認されて



いる。＇”周辺迅跡としては大規校な迅構である。

鎌介時代以降は本潤介，の実施次数は少なく 、解llJJ

されていない部分が多い。唯一、姦II」山頂遺跡が知

られている。 当代後半の追跡として―著名で埋葬施設

が確認されている。 4

4 調査の成果

(1)追構と迫物

溝 SD1 t炎褐色の地I.flで検出した。 南側の）H部分

は確認、したが、西側の広がりは不明である。残存輻

はl.Smである。断而形はVO)字形である。埋上は

i'i'灰色砂＇頁 Lである。 ここから七師器(1)と瓦器片(2)

が出土しいる。12世紀代に機能していたとみられる。

なお、叫追構は、北側の現牒近の）i向に比べ、やや

西に振るが、慨ね致する。

(2)まとめ

潤舒範囲の制約から梃約のまとまりを想定できる

沢料は得られなかった。しかし、投採追物に瓦器が

含まれることや、出ヒ選物によ って SD1の時期が

平安時代末であること、そしてその方向が追跡北緑

第80図調査区位置図 (1: 2,000) 
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を往来する1ヒ活逍格とほぼ •致す ることは確認でき

たので、柘植川Jr::岸のしかも調赴区周辺に古代の集

落の所在が今後の調肝．によ って確認されることを期

待したい。

註

（中 川明）

① 船庖「（仲 r水衛追跡光掘、~rn船'i·』 （：・＇「（県1り＇祓文9叫オセソク ー

1997) 

② 中約f1f.f X阿111/11¥IJ!f'(lllf JI)叫遥跡」 (rtl/l利163年J!)_農又

)，⑭盤叩ii'Iぼ地駁 !'I滋:).化財発掘oil1l't.11船 一第 1分1111-』:.

,r(県教if委l¥会 1989) 

③ 鈴木克彦 I軍 IJ11.内迅粉 (J¥地．点）」 （い戚 2り・J(lね哭)/-i盤

郊 ii'J(某地域 Jlj! 祓文化財発掘，＆し，j介II!{';- 祁 1分1111-』 :_，「＼射，し

教it委L¥会 1991)

④ ィi温 F.ぷほか r•J.i.1 JllilfJl逍跡発掘ぶti.船 'i・』 (l}lf{Blf教ii委u

会 1990)

図版64 遺跡全呆

~ 
← SD 1 

工：， 

第81図遺構略測図 (1: 100) 

□砂~7
¥ ! / 

2 

゜I I I I ヤ

第82図 出土遺物実測図 (1: 4) 

20cm 
J 



報 告 書 抄録
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所 在 地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川 50 3番地 TEL 0596-52-1732 

発行年月 日 西暦 20 0 1年 3月30日

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所在地 0 , ,, 0 , ,, 
調査期間 調査原因

市町村 遺跡番号 fil2 

は羽ね な中か 島しま 遺い せ跡ぎ 三み重えけ県ん名な賀が郡ぐん
24501 158 34° 136° 19981105 4,110 県営ほ場整備事業

39' 10' ～ 
（羽根地区）に伴あ青おや山まち町ょ羽うは根ね 19990318 

42" 10" う事前調査

あ字ざな中か島しま 19990405 4,940 
～ 

19991008 

------------------------------------------------------- ---------------------------- --------------------------------------------------------------

な中か で出む か向い 遺い 跡せぎ 三み重えけ県ん名な賀が郡ぐん
24501 242 34° 136° 19980909 700 県営ほ場整備事業

39' 10' ～ 
（羽根地区）に伴青あおや山まち町ょ羽うは根ね 19981105 

30" 14" う事前調査

字あざな中かで出むか向い

----------------------- -------------------------------- -------------------------------------------------------------------------------------------------------

下しも 坪つぽ井い 遺い 跡せき 三み重え県けん阿あや山ま郡ぐん
24481 415 34° 136° 19991020 20 県営ほ場整備事業

伊し、が賀ち町ょう御みだ代し、
48' 13' （柘植川沿岸地区）

10" 10" に伴う事前調査

あ字ざ下しも坪つぽ井い

所収遺跡名 種別 主 な 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

羽根中島遺跡 集落跡 縄文～中世 堅穴住居 縄文土器・弥生土器

掘立柱建物・溝 須恵器・土師器・瓦器

耕作痕・牛の足跡 勾玉・勾玉型土製品

土坑・溝 石鏃・金属製品
----------------------- ------------------------------------ ----------------------------------------------------------------------------------------------------

中出向遺跡 集落跡 古墳～ 掘立柱建物 須恵器・土師器・瓦器

溝
-------------------------------------- -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

下坪井遺跡 散布地 中世～ 溝 土師器・瓦器
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平成 13(2001)年 3月に刊行されたものをもとに
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